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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


































　　　　序







　ひどく長い刻ときを、女は凍いてついた瘴しよう気きのなかで眠ねむっていた。

　全身を覆おおい、ねっとりとからみついてくる、瞑くらく重く、よどんだ気。それは彼女自身が内に秘ひめた、激しい狂きよう気きが呼び寄せたもの。

　憎にくしみ、殺意、恨うらみ、嫉そねみ。そういった、ありとあらゆる、負の感情。

　それらすべてが入りまじり、混こん沌とんとした瘴気の海を、どれほどたゆたっていただろうか。

　女は、おのれを呼ぶ声を聞いた。

　否いな、本当は彼女を呼んでいたのではなかったのだろう。その声は、ただひたすらに「呼んでいた」だけなのだから。

　だが、彼女は声の主が、自分を呼んでいたのだと、感じた。

　それは待ち望んだ声。彼女の悲願を果たすために、なんとしても必要な力を有する者の声。

　──……捜さがせ。

　女は、ゆるゆるとまぶたをひらいた。

　──刻ときは……満ちた……。

　そう、ついにこのときがやってきたのだ。

　うっとりと、血に濡ぬれたような赤い唇くちびるを笑えみのかたちにゆがめて、女はいらえた。

「……えぇ……」

　──捜すのだ……！

　長い、闇やみより黒い髪かみが、大きくうねってひるがえった。

　彼女を取り巻いていた瘴気が、霧む散さんする。

　女は嬉うれしげに笑った。

　風だ。なまあたたかい風が吹いている。

　この頰ほおに、ふたたび風を受ける日がこようとは。

　あでやかな衣ころもをまとい、その手に漆しつ黒こくの扇おうぎを持った女は、満月の影かげのなか、この世のものとは思われぬほど美しい声で、陶とう然ぜんとつぶやいた。

「仰おおせのままにいたしますわ……我わが君……」

　そして女は月影のなか、優ゆう雅がに舞まい始めた。

　死し霊りようと妖あやかしを呼ぶ、招しよう魔まの舞まいを。







　それがたとえ、昼日ひ中なかの出来事だったとしても、その光景を目にする者はいなかっただろう。

　なぜならば、よほどのことがないかぎり、都みやこ人びとたちはその忌いまわしい地を訪おとずれることはないからだ。

　そこは、打ち捨てられた骸むくろやされこうべの点在する、風ふう葬そうの地。

　死した者や闇の眷けん属ぞくが巣す喰くうと、恐おそれられ忌み嫌われている場所。







　人々は、嫌けん悪おと畏い怖ふの念をこめ、その地を「仇あだし野の」と呼ぶ───







　　　　一




　都の各所で連日連夜のように、百ひやつ鬼き夜や行ぎようが横行している。そして、夜行の晩には、かならずいずこかで火の手があがり、それを目もく撃げきした者は病に倒たおれるという。

　そんな噂うわさが人々の口の端はにのぼるようになってから、ひと月がすぎようとしていた。

　はじめのうちは「くだらぬ噂だ」と気にも留めていなかった貴族のお偉えら方がただったが、殿てん上じよう人びとのいく人かが、夜歩きの際にそれらしき異い形ぎようを見かけたという話まで持ちあがり、国家鎮ちん護ごをあずかる帝みかどもただの噂と放っておくことができなくなった。







「……から、召しよう集しゆうがかけられたんだよなぁ、確か」

　口の中でつぶやいて、橘たちばなの融とおるはふかぶかと息を吐いた。

　十七歳の融と仲のよい、同年代の若い公きん達だちが一堂に会するのは、過日の管かん弦げんの宴うたげ以来のこと。話に花も咲さく。それは道理というものだ。が。

　我関せずを決めこんで、庭の木に目をやる融だが、友人たちの会話は自然、耳に入ってくる。

「そういえば、先日の宴では、突とつ然ぜんの指名だったにもかかわらず、それはみごとな舞を披ひ露ろうしていたなぁ。あのあと、主上おかみから褒ほう美びに笛を賜たまわったそうだ」

　と、我がことのように嬉しそうな顔をして、兵ひよう部ぶ卿きようの宮みや家け嫡ちやく男なん・将まさ義のりが話を振れば、大だい納な言ごん家次男・葛かつら城ぎ貴たか仁ひとは弾はずむ口調であとを続ける。

「そうそう。それで、賜った笛をまた即そつ興きようで吹いてみせて、主上もことのほかお喜びになった」

「なのに、それを鼻にかけることなく、慎つつましやかにしているところがまた素晴らしい！」

　しめくくったのは中ちゆう納な言ごん家長男・鷹たか司つかさ守もり継つぐ。

　互たがいにうむうむとうなずきあいつつ、美しくも華はなやかな三人は、このうえなく幸せそうな笑みをうかべている。

　この三人が揃そろうと、話題はいつも、あるひとりの若者のことになるのだ。

「…………」

　ちらりと横目でそんな三人を眺ながめやり、融はふたたび息をついた。

　なにかが、まちがっている。

　将義にしろ貴仁にしろ守継にしろ、相手が誰だれであろうと出世しそうな公達はすべて敵のはずで、追い落としこそすれ、その才能を認めて傾けい倒とうするなど、あってはならないことではなかろうか。

　それぞれ家族──特に母親──から、「立身出世に励はげむように、障害となるやもしれぬ輩やからには、けっして負けてはなりませぬ」と幼少のみぎりから、ことあるごとに言い聞かされてきたはずだというのに、ここまですっぱりと信念が変わってしまったのは、いっそあっぱれというべきか。

　つらつらと考えているうちに軽い頭痛をおぼえて、融は額を押おさえた。







　……そもそもの始まりは二年ほど前の春にさかのぼるのだ。

　当時、親の地位ゆえに若くして殿上を許されていた貴族の子弟たちは、ひとつの噂で持ちきりだった。いわく、

　陸奥むつに赴ふ任にんしている小お野の殿どのの子息が、五年ぶりに都に戻もどってくるらしい。

　陸奥むつの守かみ小野岑みね守もりといえば、当代きっての文人として名高く、清せい廉れん潔けつ白ぱくなその人柄は、帝のおぼえもめでたいという。その息子ともなれば、さぞかし帝の寵ちよう愛あいを受けるのでは。

　まずい、それはとてつもなくまずいぞ。

　と、誰もが思った。今きん上じよう帝ていは、書を愛し楽がくを愛し、雅みやびなることをこのむ方。そして、おのれに正直な方でもある。

　はっきりいって、小野岑守は帝のお気にいりであった。八つ上の岑守に歌や詩の手ほどきを受けて、東とう宮ぐうの時代から兄のように慕したっていたという。

　その、岑守の息子。

　脅きよう威いだ。脅威の芽は、早々に摘つみとってしまえ。

　そんな、「打だ倒とう！　小野岑守の息子」運動がじりじりと盛りあがりを見せはじめたころに、その事件は起こったのである。







　当時のことを思い出したのか、将義は遠い目をして語りだした。

「……俺おれは今でも忘れられないよ、あの日の感動を」

　陶然と天てん井じようを見やる姿だけを見ていると、彼が数多い浮うき名なを流す遊び人とはとても思えない。

（おいおい、感動なのか、そうなのか）

　心中でツッコミを入れながら、さっさと立ち去りたい衝しよう動どうにかられた融だが、御ご前ぜん会議の召集がかかっている手前、この場から動くことはできない。

　そんな融の様子に気づくこともなく、将義は運命の日に思いを馳はせていた。

「あれは春もなかばの、朧おぼろ月づき夜よだった……」

　回想。

　それは、月見の宴の晩だった。

　昇しよう殿でんを許されてから日も浅く、まだ見るもの聞くものがすべて珍めずらしくて、将義は幼なじみでもある貴仁や守継とともに、宴の席をそおっと離はなれた。

　それにはわけがあった。

　内だい裏りの一角にある、寄り添そうようにして植えられた五本の桜。その根元に、夜な夜な幽ゆう霊れいがたたずむというのだ。

　くだらない噂話だ。だが、十五歳になったばかりの、好奇心旺おう盛せいな若者の興味をそそるには、充じゆう分ぶんだった。夜の内裏で三人が揃うことなどめったにない。ここはひとつ、噂の幽霊とやらを拝んでやろう。

　くだんの桜は、内裏の隅すみにあった。満開の花は朧月からそそがれる影かげで、ぼうとかすんでいる。風がひとなでするたびに、花弁がはらはらと雪のように舞まい落ちていくさまは、それは美しいものだった。

　そして彼らは、たしかに見たのだ。

　寄り添うようにして立つ桜の根元にたたずむ、人影を。

「ゆ…っ……」

　幽霊だ、と言いかけて、将義はそのまま目と口をとじることができなくなってしまった。貴仁も、そして守継も、まばたきすら忘れてその光景を見つめていた。

　舞い散る花を受けとめようとしてか、軽くてのひらをかかげ、物もの憂うげに桜を見あげる、絶世の佳か人じん。朧月のあえかな光のなか、絵巻物の一場面のような、そんな幻げん想そう。

　後日、その人影の正体を知ってなお、彼ら三人はいまだにこう語るのだ。

　まるで、天人か、仙せん女によか──。

　それほどの美び貌ぼうだったのだ、と。

　融は将義たちから、耳にタコが三十匹はできるほど、くり返しくり返し聞かされている。

　そう、彼らが見た人影は、当然のことながら人間だった。

　彼ら同様宴に飽あきて、こっそりと席をはずし、つらつらと散歩する途中で桜を見つけ、たんに静かだったから、ここいらでひと眠ねむりしようか、と思案していただけにすぎないのだ、たぶん。その当人は。

　融が、多分に精神的な頭痛をこらえてこめかみを軽く押していると、ざわめきともどよめきともつかぬ人の声が、遠くから響ひびきはじめた。

「…………」

　声はだんだん近づいてくる。ざわざわという音がやがてはっきりとした形をとり、悲鳴や話し声に替かわっていく。

　そう、あのどよめきの波は、融のいるこの場所に向かってうち寄せてきているのだ。

　そして、融はその理由をよく知っていた。

　来るぞ来るぞ。将義たちいわくの、「天人か仙女か」という美貌の持ち主が。

　ざわざわざわ、という響きが近くなるにつれ、将義たちの瞳ひとみがきらきらと星のように輝かがやきはじめた。いままでも星のようではあったが、今度は夕暮れの西の空に燦さん然ぜんと輝く一番星のごとき輝きを放っている。

　ひときわ高く、女によう房ぼうたちの声が響き。

　同時に、誰だれかがうしろに立つ気配がした。

「なにやら話が弾はずんでいるようだが、そろそろ刻限ではないのか」

　笑えみを含ふくんだ涼すずやかな声が、かけられる。

　橘融十七歳は、毎度まいど見慣れた光景を、いままた見ることになった。

「ああ、そうだな」

「わざわざすまんな、篁たかむら」

「おまえが来てくれるとは思わなかったよ」

　口々に言いあいながら満面に笑みを刷はいた、三人の公きん達だち。絵巻物にしたら、題は「至上の幸運」、これに決まりだろう。

　つらつらとたわいもないことを考えている融の前で、三人はそれはそれは楽しそうに会話をかわす。対する篁は薄うすく笑みを浮うかべつつ、物静かにそれを聞いている。

　やがて篁は、ふいと視線を泳がせた。

「……ああ、どうやらほぼ集まったようだ。おまえたちは行かなくてもいいのか？」

　軽く首を傾かたむけて篁が問うと、守継と貴仁が顔を見あわせる。

「……では、行こうか」

　将義が促うながすと、他のふたりも仕方ないといった表情でうなずいた。

「じゃあな、篁。今度我わが家で月見の宴うたげをひらくんだ。そのときはぜひ」

「花見の宴でもよいぞ」

「ただの宴でもよければ」

「予定があえば」

　穏おだやかに返す篁を、融はじっと見つめている。
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　篁の色よい返事をもらえた面々は、ごくごく優ゆう雅がな振ふる舞まいをしつつ、会議の場に向かっていく。その背がうきうきとして足どりも軽かろやかに見えるのは、おそらく融の思いすごしではないはずだ。

　明らかに弾む足どりで離れていく三人を見送っていた融は、しばらくしてふかぶかとため息をついた。

「……幸せそうでいいなぁ」

　あの三人はとても気のよい友人なのだが、──とっても気さくで楽しい友人たちなのだが、若じやつ干かん思想に問題アリなのが玉にキズだ。

　それもこれも。

　ため息を吐きつつちらりと隣となりを見やると、自分よりすこし目線の低い幼なじみと目があった。

　そう、この、融よりひとまわりほど小こ柄がらな若者こそが、三人の公達を夢中にさせている張本人、小野篁その人なのである。

　たしかに、すらりと均整のとれた体たい軀くは瑞みず々みずしい生命力に満ち、腕うでの良い人形師が丹たん精せいこめて作り上げたような彫ほりの深い顔立ちは、美貌と呼んでしかるべきものだ。美形を見慣れているはずの将義たちが、我を忘れて見み惚とれたというのもうなずける。また、陸奥の自然に囲まれ、緑の野山を馬で駆かっていたとは到とう底てい思えないほど白くきめ細かい肌はだは、しかし病弱なもののそれとはまるでちがい、つやと張りがあって、彼の容姿を引き立たせている。

　対して、融本人はといえば、けっして容姿で劣おとってはいない。篁のような優美さは持ちあわせてはいないが、凜り々りしく精せい悍かん。しかし人なつこい性格が表に出ているので、笑うとその育ちのよさそうな顔が年より幼く見える。そして武芸にいそしんだ結果の、引き締しまった健康的な体軀をしている。

　好対照なふたりは、物心つく前からの幼なじみなのである。ゆえに融は、篁の本性を、誰よりもよく知っていた。

　融の横で、涼やかな浅あさ黄ぎの直衣のうし姿で立つ篁。黙だまって立っているだけならば、古今東西、これほど完かん璧ぺきで比類なき若者は、いないだろう。

　そう、黙って立っていてくれさえ、するならば。

　何度目かわからなくなってきたため息を盛せい大だいに吐きだす融を、篁が眺ながめやった。先ほどまでの好青年然とした微び笑しようを消し、かわりに人を喰くったような一ひと癖くせも二癖もある笑みをのせた顔で。

「ずいぶんお疲つかれのご様子だな。これからだいじな会議だというのに、そんなことで大だい丈じよう夫ぶなのかね、橘の御おん曹ぞう司し」

　皮肉めいた口調も、いつものことだ。幼いころはもうすこし救いようもあったのだが、陸奥から戻もどって以来、万事この調子だ。しかも、融限定で。

「まぁ、おまえのことだから、すぐにけろっとするんだろうが」

「昔からそうだったって言いたいんだろう」

　多少むすくれた融が口をへの字に曲げると、篁は一いつ瞬しゆんおもしろそうにして上目づかいに融を見あげた。

「昔からか、たしかに。いつもおまえは……」

　ふいに篁は言葉をとぎらせた。一瞬、本当に一瞬だけ、わずかに物言いたげな目をして、しかしついと視線を逸そらす。

「篁？　なんだ？」

　篁は答えず、手にした扇おうぎを閉じたりひらいたりしている。なにかを思案しているのか、軽く伏ふせぎみの目は言いようのない感情をはらんでいた。

　ときおり、篁はこんな顔をする。だが、彼がなにを思っているのかは、融にはわからない。

　ただ、そういう篁の態度が自分に対して一線を画しているようで、融はときどき寂さびしい気持ちに襲おそわれるのだ。

　頭かぶりを振って気持ちを切り替かえた融は、気にかかることを思い出して口を開いた。

「……ひとつ確かく認にんしておきたいんだが」

　なにやら深刻そうな融の言葉に、篁は怪け訝げんそうにする。

「おまえ、あの三人から本当に宴の誘さそいがきたとして、行くのか？」

　涼やかな即そく答とうがあった。

「その日がいつであろうと、物もの忌いみにあたるか急病に襲われるかすることになっている」

「……あ、そう」

　ああ、こんなやつに夢を見ている将義たちに、この現実を見せてやりたい。

　ふるふるとこぶしを震ふるわせる融を、篁は持っていた扇ではたはたとあおいでやった。

「胸のうちに言いたいことを溜ためこむのはよくないぞ。といっても、俺おれにはおまえの愚ぐ痴ちなんぞ聞く暇ひまも、気もないから、そのつもりでいるように」

「言われんでもわかっとるわっ」

　わめく融など気にも留めず、篁はさっさと話題を変えた。

「さっきの、ひょろっと背の高いのっぺりした葛くず餅もちじみた顔の、本人色男のつもりでしかし実は大だい勘かんちがい野郎は、いったい誰だ」

「…………」

　顔も思考もぴきっと音をたてて固まってしまった融の様子などおかまいなしに、篁は続けた。

「趣しゆ味みの悪い泥どろ水みず色いろの衣ころもでびしっとキメているらしい、あいつだ、あいつ。いつだったか帝みかどの御前で見たような気もするんだが、いまイチ憶おぼえていなくてな」

　めまいに襲われて、融は一瞬よろめいた。当然、篁が手を貸すことなどない。よろける融を見ているだけだ。

「ぶっ倒たおれても助けんぞ、気力で立ち直れよ」

　誰のせいだ、と言いたい気持ちをぐっとこらえて、融は体勢を立て直し、恐おそる恐る問いかけた。

「……それは、もしかして、三人の中で一番背の高かった、檜皮ひわだの袍ほうをまとっていた美び貌ぼうの誉ほまれ高い兵部卿宮家の将義のことかな……？」

　必死で浮かべた笑みがひきつる。篁は顎あごに手をあてて考えこむ素そ振ぶりを見せた。

「兵部卿宮……？──ああ」

　ぽくっと手をたたき、彼はしれっと言ってのけた。

「あの、丸太のような身体からだにいつもぎんぎらの衣をひっかけた、たるんだ頰ほおが吹ふき出で物ものだらけでにやけづらした白髪しらがジジイの、なんのとりえもないぼんくら息子か。なるほど、趣味の悪さは親おや譲ゆずりだな」

　はたから見たら穏やかで涼やかな、麗うるわしき女房たちの熱い視線を集めてやまない表情で、かなり辛しん辣らつでしかし非常に的確な評価を、篁はごくごくあっさりと下したのだった。

　その美しい外見とは裏腹に、篁の根性と性格はかなりひねくれてねじまがっている。

　しかし、それを知っているのは融だけだ。







　刻限になり、ようやく始まった御前会議は、武官のみ出席となっている。中なか務つかさ省しよう侍じ従じゆうで、文官の篁は会議に出る必要がない。だから、ちょっかい出しにわざわざやってきたのだろう。暇をもてあましているのだ、きっと。

　隣となりに座すわる将義の涼すずしい横顔をちらりと眺ながめ、融はやれやれと肩をすくめた。

　小野篁は──昔は、ああではなかった。もっとよく笑って、表情がくるくると変わって、まっすぐで激しくきつい気性の子供、だったのだ。気に入らない相手には平気で杯さかずきの水をぶっかけるような。

　それが、陸奥に行っていた五年のあいだにがらりと変わってしまった。いつのまにあんな作り笑いをおぼえたのだろう。

　たしかに、いろいろと人づきあいの難しい宮中においては、あの美貌を有効に使わない手はない。完璧な処世術ではある。だが、戻ってきてからのここ二年ばかり、融は篁の本当の笑え顔がおを見ていない。

　篁の本質が変わってしまったのではないと思う。ときどき、昔のままの素そ振ぶりを見せることがあるからだ。それに、やはりその他大勢に接する態度と、融に向ける態度はちがう。遠えん慮りよも容よう赦しやもない、身内に対する気安さだ、と思う。思うのだが。

　何度目か数えるのもいやになってしまったため息をそっと吐きだす。

　我ながら、あの篁とよくつきあいが続いているものだと、ときおり感心してしまう融である。

　せめて他の人間に接するときに見せる寛かん容ようさと慇いん懃ぎんさと優やさしさを、ほんのわずかでもいいからたまには自分にも向けてくれないものだろうか。

「……無理だ」

　そう、天地がひっくり返ったってそんなことはありえないさ、ああそうさ、わかっているのさ、はっはっはっ。……むなしい。

　ついつい、やさぐれモードに入ってしまう融だった。




　　　　◆◇◆




　融の沈しずんだ気分とは裏腹に、会議はとどこおりなく進み、最後になって帝より、武官一丸となって事態を収しゆう拾しゆうさせよ、との勅ちよく命めいがくだった。

　ようは、いままで京きよう職しきのみで行なっていた都の警護に、武官と名のつく者全員が当たれ、ということだ。

　火付けは夜に行なわれる。交こう替たいで巡じゆん回かいし、怪あやしい者がいたら捕とらえ、尋じん問もんし、ことと次第によってはしょっぴけ、というかなり荒あらっぽい命令が、上からくだされた。それだけ、事態は深刻なのだ。







　徒歩かちの兵士を三名ほどつれ、融は愛馬の背にのってかっぽかっぽと夜の街を回っていた。

　月も星も出ていない、暗い夜だ。兵士の持つ松明たいまつで足元を照らし、静かな街を行く。

　京の都は、格こう子し状に整理された左右対たい称しようの形になっている。羅ら城じよう門もんから内だい裏りにむかってまっすぐのびる朱す雀ざく大おお路じを中心に、内裏から見て左を左京、右を右京と呼ぶ。

　頻ひん繁ぱんに火の手があがるのは、左京の四条大路周辺で、風ふう葬そう地ち・鳥とり辺べ野のが近いところから、百ひやつ鬼き夜や行ぎよう目もく撃げき談も多い。

　だが、と融は思う。異界のものが本当にいたとして、わざわざ人目につくように大通りを闊かつ歩ぽするだろうか、と。

　そもそもなんの目的で都の往来をねり歩くのだ。人々が驚おどろくさまを見るのが楽しいとでもいうのか。だとしたら、なんと趣味の悪い連中だ。迷めい惑わくきわまりない話だ。おかげで付け火まで百鬼夜行のせいになって、いらんところで自分たちが駆かり出されるはめになった。

　つらつらと関係のないところで腹を立てていた融は、かすかな叫さけびのようなものを聞いた気がして、ふと馬をとめた。

「少しよう将しよう、いかがなさいました？」

　松明を持った兵士が、問うてくる。ということは、いまのが聞こえたのは自分だけだったのか。

「叫び声が、しなかったか？」

　兵士たちは顔を見合わせた。すると、ふたたび声が聞こえた。今度は、先ほどよりもはっきりとしていた。

　はっと顔をあげ、融は馬首をめぐらせる。兵士たちもあとに続いた。

　三条大路から油あぶら小こう路じを抜けて四条大路をめざす。

　やはり事件は、四条大路で起きるのか。百鬼夜行の徘はい徊かいするという、四条大路で。

　四条大路をつっ切り綾あやの小こう路じに入ったところで、一同はころがった松明を見つけた。まだわずかに火がついている。

　兵士が松明を拾いあげ、周囲を照らしてみる。すこし離はなれたところに、いく人かが倒れ伏ふしていた。

　誰だれも気づかなかった。その周辺に、黒いものがうごめいていたのを。

　だが、松明の光が届くより早く、それはざあっと消えていった。

　融は馬上から飛び降り、一番近くに倒れていた男を抱かかえあげた。

「しっかりしろ！」

　そばについた兵士が松明で男の顔を照らす。見おぼえのある顔だった。たしか、参議兼かね末すえ殿どのの子息で、自分とおなじ近この衛えの少しよう将しようだ。

　男は頰ほおをたたかれると、うっすらと目を開け、怯おびえたようにつぶやいた。

「……おんなが……」

「女？」

　融はおうむ返しにくり返す。男はひくりと息を吞のんで、そのまま意識を失った。

「おい、しっかりしろ、おい！」

　そのとき、兵士のひとりが血相を変えて叫んだ。

「少将、火が……！」

　弾はじかれたようにして融は顔をあげた。

　家屋をなめるようにして、緋ひ色いろの炎ほのおが立ちのぼっている。

　兵士たちはあわてて消火活動をはじめる。近きん隣りんの住民に大声で火事を告げ、協力を仰あおぐ。

　異様な炎を見つめていた融は、ふいにぞくりとした。

　突とつ然ぜんあがった火の手と、男の残した「おんな」という言葉。

　それに、いったいどんな関係があるというのだろうか。




　　　　◆◇◆




　御前会議から十日あまりが過ぎようとしている。

　放火の原因は、いまだにわかっていない。

　はじめのうちは、夜や盗とうのしわざだと思われていた。百鬼夜行の噂うわさを利用して、それに乗じた夜盗のたぐいが火を放ち、燃える屋や敷しきから金品を強ごう奪だつしているのだ、と。だから武官が都の巡回にあたっていたのだ。

　だが、どうもそうではないらしい、と誰もが思いはじめていた。

　──女だと、いうのだ。

　闇やみのなかに、いずこからともなく、妖よう艶えんな女が現われる。女は優ゆう雅がに衣ころもを翻ひるがえして舞まいを差し、彼女の持つ扇おうぎが鬼おに火びを生むのだと。

　鬼火は、近隣の家屋に飛び、だから火の手があがる。

　そして、それを見たものは、病の床とこにつく。異い形ぎようの者の毒気にあてられるのだと、いう。

　参さん内だいした融は、いたるところでその話を聞かされていた。

　最初の被ひ害がい者しやの発見者、ということでどこに行ってもつかまり、嫌いや気けがさしていたところに、登とう華か殿でんからお召めしがかかった。

　登華殿の主あるじは、皇こう后ごう嘉か智ち子こ。融にとっては叔母おばにあたる。

　噂の肴さかなにされるよりはいいと、融は即そく座ざに登華殿に足を運んだ。

　が、やはりここでも出るのは、くだんの話ばかり。

　はっきり言って、聞き飽あきた。

　叔母相手に無愛想にするわけにもいかず、表面上にこやかに、適当な理由をでっちあげ、融はさっさと嘉智子の前を退出したのだった。

「まったく、どいつもこいつも、他に話すことはないのか」

　ぶちぶちと文句をならべて、融は首をひとつ振ふった。

　いや、たしかにことは深刻なのだ。最初に「女」に襲おそわれた兼末少将は、まだ意識を取り戻もどしていない。彼に従っていた兵士たちも、ここ数日になってやっと起きあがることができるようになったのだという。

　この十日間で、同じように「女」に遭そう遇ぐうし、襲われたものは五名ばかり。いずれも融と同年代の若者ばかりで、全員病の床についている。

　一連の放火は、死し霊りようの仕し業わざなのだ。ああ、恐おそろしい……。

　青ざめた人々は、口々にそう言いたてる。

　だが、噂はそれだけではないのだ。

「女」が襲うのは、歳とし若わかい公きん達だちばかり。つき従う兵士たちはみな、「女」の放つ妖よう気きにあてられて動けなくなる。そして、女が去ったあと。

　鬼おにが、来るのだそうだ。

　二尺ほどの、鬼が。その姿は醜みにくく、太くて短い角は曲がっている。手足は枯れ木のように細く、腹だけが異様に膨ふくらんだ、まっ黒な雑ざつ鬼き。

　それが何十匹と、群がり襲ってくる。奴やつらは兵士たちに取りつき、精気を喰くらっていく。そして彼らの命までも喰らい尽つくそうとするのだ。

　だが幸いにも、死んだ者はひとりとしていない。なぜならば。

　──べつの鬼が、現われる。

　それは、人の形をしているのだと、融は聞いた。

　闇にとける、墨すみ染ぞめの衣。手には白はく刃じんを引っさげ、一いつ閃せんのもとに雑鬼どもを薙なぎ払い、いずこかへ消えていく。

「……人を救う、墨染の衣の鬼、か」

　つぶやいて、融は腕うでを組んだ。

　鬼が鬼を狩かり、人を救う。なんとも奇き妙みような話だ。

「融さま、融さま」

　首をめぐらせると、いつのまにやらすぐそばにやってきていた嘉智子づきの女によう房ぼう彩あや乃のが、簀すの子こに膝ひざをつき、いささか心配げな風ふ情ぜいで融を見ている。

　そういえば、自分はまだ登華殿にいたのだと、融ははたと思い出した。

　早々に叔母の前を辞したはいいが、どこに行っても捕つかまるのだから、どこにいても同じだ。さてどうしようか、いっそ急な病と称しようして帰ってしまおうか、と途と中ちゆうの簀子にどかっと座りこんで考えていたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか。嘉智子さまが、様子を見てきてほしいとおっしゃられて……」

　気分が悪くなったので、という逃にげるときの常じよう套とう句くを使ったのが、まずかったらしい。いらない心配をかけてしまったようだ。

　彩乃は落ち着いた雰ふん囲い気きの、よく気のとどく優ゆう秀しゆうな女房で、嘉智子のお気にいりだった。女房の第一条件である容姿もよい。派手ではなく、たとえるならひっそりと咲さく梅のような、優やさしい心根の持ち主だ。

「季節が変わったせいで体調を崩くずされる方が多い、という話も聞きます。ご友人の篁さまも、ここ数日、気分がすぐれないということで参内を控ひかえていらっしゃるようですし。みんな寂さびしがっております」

「篁が？　そういえば、最近姿を見かけないな」

　職場もちがうし、さして気にかけてはいなかったのだが、そうだったのか。近いうちに見舞いに行った方がいいのかもしれない。このまま放っておいたら、全快して復活した篁に、なにを言われるか、わかったものではない。

「本当に、お気をつけくださいませね」

　彩乃の言葉には、融を本気で心配している響ひびきがあった。

　不ふ機き嫌げんなのは自分の勝手だ、それなのに、叔母の嘉智子や優しい彩乃に、いらぬ心配をかけてしまった。

　反省して、融は人好きのする笑えみを浮うかべてみせた。

「心配ないよ、ありがとう、彩乃。叔母ぎ…いや、嘉智子さまにも、そうお伝えしてくれ」

　すると彩乃はまっかになった。ぱっとたもとで口元を隠かくし、立ちあがる。

「は、はい。では、お気をつけて」

　慌あわてたように一礼して戻っていく彩乃は、彼女らしくもなくときどきつまずいたように軽くつんのめっている。

「どうしたんだろう。風邪かぜかな、大事ないといいが……」

　もしも篁がこの場に居合わせたなら、「だからおまえは壮そう絶ぜつに鈍にぶいというんだ」と言ったにちがいない。







　今夜融は、京の警護を任じられている。

　はたして、噂の「女」は現われるのだろうか。
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　十日余りの月が、東の空にかかっている。

　夜もふけた亥いの刻こく、あと半はん刻ときで子ねの刻になろうとしていた。

　融は、五名ほどの兵士を率いて、二条大路を横切り、万里までの小こう路じに入った。

　つい先日も、この小路で警護の者が襲われている。火の手もあがったが、幸い大事にならずにすんだそうだ。

「女」が現われるのは、いつも突とつ然ぜんだという。右京であったり、左京であったり。昨日七条大路周辺に出現したと思ったら、今日は土つち御み門かど大路に。神しん出しゆつ鬼き没ぼつとは、まさにこれをいうのだろう。

　馬上で手た綱づなを操あやつりながら、だが、と融は考える。

　襲われるのは、いつも若い公達なのだ。そう、ちょうど融とおなじくらいの年ねん齢れいの、貴族の子し弟てい。兵士たちに「女」の手がくだされたことは、ない。

　なにかあるのか。「女」の目的は、若い公達を襲うことなのか。

「……それはそれで、嫌いやだな」

　薄うすら寒いものを感じて、融は口のなかでつぶやいた。

　この世の者ではない妖よう艶えんな女に襲われ、いいようにもてあそばれる、というのは、自尊心が許さないではないか。いやこの場合、自分自身の自尊心など問題にしてはいけないのかもしれないが、やはり融とて人の子である。そんな事態になったら、かなり嫌だ。

　都の夜はまだすこし冷える。温おん石じやくでも持ってくればよかったか、と思ったとき、ふいに生ぬるい風が、彼の頰ほおを撫なでた。

　ぞわり、と、全身が総そう毛け立だった。背筋に冷たいものが流れ落ちていく。

　異変を察知した馬が、怯おびえたようにいなないて立ちどまった。動物は危険に敏びん感かんだ。だが、逃げ出したいのに、足がすくんで動けないのだ。

　兵士たちも息を吞のんで立ちどまる。

　彼らの視線は、一点に据すえられていた。

　冴さえ々ざえとした月つき影かげが、さしている。

　もうすこし先の、通りのちょうど中央。松明たいまつの明かりが届かないその場所に、人影があった。

　ねっとりと、生あたたかい風がからみついてくる。

　融はひくりと息をとめた。

　女、だ。

　長い髪かみが、大きくなびいている。まるで重さを感じさせないように、流れるようにうねる。

　艶あでやかな唐から衣ぎぬを幾いく重えにもまとい、その手に漆しつ黒こくの扇おうぎを携たずさえて、女はいた。

　中空に。

　唐衣の裾すそが風にひるがえっている。

　融の心臓は早はや鐘がねを打っていた。息が苦しい。

　こんなに暗いのに、なぜか女の顔がよく見える。

　毒々しい美しさ。そんなものがあるのだと、融ははじめて知った。

　ぬばたまの黒髪にふちどられたその顔は、透すきとおるように白い。切れ長の目はつりあがり、瞳ひとみに宿る光は恐おそろしいまでに鋭い。すっと通ったほそい鼻すじ、軽く笑むように歪ゆがめられた唇くちびるは、血のように赤い。

　美しい。あまりにも美しすぎて、恐ろしい。毒々しいと感じるほどに。

　一目で、わかった。これは異い形ぎよう。異形であるがゆえに、これほど美しいのだ。

　女はにぃ、と笑むと、右手をすっと前にかかげた。その手にある漆黒の扇が、音もなく広げられる。

　兵士の手から、松明が落ちた。からからと音をたてて、転がる。だが、誰だれも一歩も動けなかった。

　女が、舞まっている。髪をなびかせ、衣ころもを翻ひるがえし、優ゆう雅がに、華か麗れいに。

　扇の先に生まれた鬼おに火びを、撒まき散らしながら。

　散っていく鬼火が、近きん隣りんの家屋や塀へいに取りつく。

　しかし融は、その光景から目が離はなせなかった。

　息が苦しい。からみついてくる生あたたかい風が、全身を覆おおい、喉のどの奥おくに入りこんでくる。

　視界の隅すみで兵士たちがつぎつぎと、声もなく倒れ伏していく。

　馬上の融は、凍いてついたようにしてそれを見ている。声が出ない。まばたくことすら、できないのだ。

　やがて、女はふわりと宙を飛び、融の背後に回った。風にのって流れてきたかぐわしい香かおりが、鼻先をくすぐる。
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　くつくつとくぐもった笑い声が、耳のすぐそばで響いた。

　慄りつ然ぜんとする融のうなじに、冷たい吐息がかかった。白く優美な手がうしろから伸のばされて、融の顎あごと頰に触ふれた。

　そして、耳の下の脈うつ部分に、冷たくやわらかいものが押おしあてられる。

　唐突に、首に喰らいついて人を殺すという異国の魔物の話を、思い出した。

　そう、首に。押しあてられているのは、女の唇だ。

　そこからなにか、形のないものが吸い取られていくのを感じて、融は覚かく悟ごを決めた。

　殺される。

　脳のう裏りに、両親や近しい人々、友人たちの顔が浮かんでは消えていく。そして最後に浮かんだのは、あの幼なじみの顔だった。

　体調を崩しているという、幼なじみ。見舞いに行ったら行ったで、見えない矢がとすっと刺さるかのような痛い言葉を並べられるのだろうが、ときおり見せる屈くつ託たくのない笑えみひとつで、ついつい許してしまう自分がいる。

　すまん、篁。俺おれはここで死ぬ。

　もうおまえのやつあたりを受けてやることも、皮肉を聞いてやることも、暴言をとめてやることも、できない。

　融はぐっと目を閉じた。が。

「……ちがった」

　ふいに、女の涼すずやかな声が融の鼓こ膜まくに届いた。からみついていた二本の手が離れていく。同時に、女の気配が背後から消えた。

　全身の緊きん張ちようがとけた。冷ひや汗あせがどっと噴ふきだし、ぐらりと傾かたむいた融の身体からだは、そのままどさりと落馬した。それが合図だったかのように、馬は狂くるったように走りだし、いずこかへと消える。

　融は必死で首をめぐらせ、上空を見やった。

　そこに女が漂ただよっている。虚こ空くうを見あげ、顔を歪ゆがめている。

「ああ、此こ奴やつもちがう。口くち惜おしや……」

　ざわざわと、周囲でなにかがうごめいた。

　倒たおれた兵士たちと融を取り囲むように、黒い影が間合いをつめて近づいてくる。

「……かならずや、かならずや捜さがしだしてみせますわ」

　女は誰かに訴うつたえているようだ。だが、いったい誰に。

　ゆるゆると闇やみに覆われていく思考。近寄ってくる黒い影。

　月影が、さしている。

「どうかお待ちくださいませ、我わが君……」

　その言葉を最後に、一いつ瞬しゆん大きく髪を翻して、女は闇の中に忽こつ然ぜんと消えた。

　消えると同時に、けたけたと笑う声が響ひびいた。

　融は周囲に視線を走らせた。

　鬼だ。

　噂うわさどおりに、黒い鬼が、じりじりと迫せまってくる。

　融は必死で腰こしの太刀たちを摑つかんだ。だが、それ以上動くことができなかった。

　体が鉛なまりのように重かった。周囲の兵士たちは、ぴくりとも動かない。

　鬼が融の首に手を伸ばし、けたけたと異様な声をあげて笑う。

　──黒い鬼が、精気を喰らう。

　そう、聞いていたではないか。

　精気を喰らい、命をまでもを喰らい尽つくそうとする、鬼なのだ、と。

　枯かれ木のような鬼の手が、融の首を摑んだ。にたりと笑う鬼の口から、白い牙きばがのぞく。

　このまま餌え食じきにされてしまうのか。

（誰か──！）

　胸のうちで助けを求めた、その刹せつ那な。

　かすかなうなりをあげて一いつ閃せんした白はく刃じんが、いままさに融に襲おそいかかろうとしていた醜みにくい鬼を両断した。







　その瞬間、すべての音がかき消えた。

　閃ひらめいた刃やいばが月光を弾はじき、妖あやしくきらめく。

　両断された鬼の上半身は跳はねあがり、切り口から血のようなものをほとばしらせた。

　融の目に、やけにゆっくりと鮮せん明めいにむすばれたそれらの映像は、しかし実際には一瞬のできごとだった。

　どさりと音をたてて、鬼の下半身が倒れる。それが、合図だった。

「キェ────！」

　断末魔の絶ぜつ叫きようが響きわたった。無数の鬼たちが、叫さけびともつかない叫びをあげて、一点に視線を定めた。

　融は茫ぼう然ぜんと、それを見ていた。

　噂を、聞いていた。

　──人の形をした、墨すみ染ぞめの衣をまとう鬼が、現われる。

　そう、たしかに融は、それを聞いていた。

「キィ────！」

　耳ざわりな鳴き声をあげて鬼たちは邪じや魔ま者ものを威い嚇かくし、飛びかかっていく。

　そうしてつぎつぎと襲い来る黒鬼を、引っさげた白刃でいともたやすく薙なぎ払はらう。その者がまとう衣は、闇にとける墨染の色──。

　黒鬼の数はまたたく間に減っていき、わずかに残ったものは悔くやしそうに鳴きながら、いずこかへ消えていく。

　融はほっと息をついた。

　ああ、噂は本当だったのだ。自分たちは助かった。

　安あん堵どの思いが広がっていく。

　近隣の屋や敷しきでは、そろそろ炎ほのおに気づいた住人が騒さわぎだしたようだ。いくつかの叫びが重なって聞こえてる。

　じきに誰かが、自分たちのことを見つけてくれるだろう。

　墨染の衣の鬼は、抜ぬき放った刃を一ひと振ふりして鞘さやに収めると、いまいましそうに唇をかんだ。

　もう目をあけていられなくなった融は、瞼まぶたをとじて闇あん溶ようの世界に旅立とうとした。

　が。

「……またしても、逃のがしたか」

　意識不明に陥おちいる一歩手前で、融は現実にむりやり引き戻もどされた。

　いまの、声は。

　愕がく然ぜんとして、重い瞼を必死でひらき、目をこらす。

　兵士がとり落とした松明たいまつの炎は、とうの昔に消えていて、鬼は火事の炎を背にしているため、その顔は影かげになっている。

　だが、闇に慣れた融の目には、はっきりと見えた。

　融はわが目を疑った。だが自分が、その白い顔を見み紛まがうことなど、絶対にありえない。

　ちょうど、融のすぐかたわらに立つ、墨染の衣ころもの鬼おに。

　不ふ機き嫌げんそうなその顔は、たしかに融の幼なじみで無二の親友。

　小野篁、だったのだ。
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　女の襲撃の夜から八日後、融は久しぶりに出仕した。

　融の参さん内だいを知った帝みかどはすぐに彼を呼び寄せ、気づかいの言葉をかけてきた。近衛少将橘融が、夜間警護のさなか、噂の「女」に襲われ病の床とこについたことは、殿てん上じよう人びとならば誰だれでも知っていた。

「少将、もう病はよいのか？」

「はい。ご心配をおかけいたしました。叔母おば君ぎみ──いえ、嘉智子さまも、お心を砕くだいていただいたようで、お詫わびの言葉もございません」

　帝は扇おうぎを振った。

「なにを申すか。嘉智子にとって少将は大事な甥おい御ご、気にかけるはあたりまえのことよ。早々に元気な顔を見せて、安心させてやってくれ」

　温情ある帝の言葉を受け、融はふかぶかと頭をさげた。

　今きん上じようの帝は、三十みそじを過ぎたばかり。だが実じつ年ねん齢れいよりよほど若々しく活力に富んでおり、陽気で気さくな人ひと柄がらを親しまれている。融もこの親しみやすい今上帝が好きだった。あまりにも元気で行動力がありあまっているため、ときおりこちらのド肝ぎもを抜いてくれることもあるのだが。

　帝の御前を退出し、登華殿に足を運ぼうとしていた融は、渡わた殿どのにたたずむ親友を見つけた。周囲には、彼ら以外に誰もいない。

「篁……」

　つぶやくと、それが聞こえたのか、篁は肩かた越ごしに振り返って融の姿を認めた。そして笑う。よそゆきの微び笑しようではない、融のみに見せる、わずかになにかを含ふくんだような笑みだ。

　融はすっと気を引きしめた。聞かなければならないことがあるのだ、この幼なじみには。

　すぐそばまで行って融が歩みを止めると、篁は斜しやに構えるようにして融を見あげた。

「久しぶりだな、融。もう身体からだの具合はいいのか？」

「ああ。伏ふせっていたあいだは、心配をかけたな。楓かえでにも気をつかわせてしまった」

　楓というのは篁の妹で、今年十五になる。融とは母方の遠とお縁えんにあたる。

　普ふ通つうだったらここで、いやそんなことはない、と返ってくるところだが、しかし篁は普通ではなかった。

「まったくだ。そのうえ俺おれの見み舞まいにも来なかったんだ、あとで倍にして返せよ」

　あたりまえの顔をして応じる篁の様子は、いつもとなんら変わりがない。

　融は、つらつらと軽口を並べている篁の顔をじっと見つめた。

　この顔だ。あの夜、墨染の衣をまとって黒鬼を薙ぎ払い、自分と兵士たちを救ってくれた鬼は。

　たしかに篁だった。まちがいない。

　確信し、融は意を決して口をひらいた。

「なあ、篁」

「ん？」

　深刻な様子の融を、篁は軽く見あげる。子どものころは篁のほうがわずかに高かったのに、彼が陸奥にいる五年のあいだに、融はぐんと伸のびた。

　とっとと俺を追い抜きやがって、と篁が憤ふん然ぜんとして言ったのは、陸奥から戻ったばかりのころだったから、二年ばかり前だろうか。

「なんだ、さっさと言え」

　身長で負けても、篁の態度は相変わらずでかい。威い張ばりくさって斜に構えて、口の悪さにも拍はく車しやがかかった。

　でも、融は篁が好きだった。どんなにひどい目に遭あわされても、ついつい許してしまえる、そんなところがあった。他の誰にも見せようとしないいくつもの顔を、融だけには見せていたからだ。

　そして融は、この幼なじみのことなら、なんでも知っていると思っていた。自分が篁になんの隠かくしごともないように、篁もそうだろうと。

　つい、このあいだまでは。

「……おまえ、夜、出歩いてないか？」

　鬼を狩かっていたのはおまえだろう、とは、言えなかった。この目で見たいまも、信じられない気持ちが融のなかにはある。

　篁は腕うでを組んで首を傾かたむけた。

「……夜？　いつの話だ、それは」

「ごく、最近の」

「夜歩きなんぞ、したおぼえはないが」

「ここ数日の、……まぁ、夜や行ぎよう騒さわぎが起こりはじめてから。人知れず、ひとりで」

　融の言葉に、篁はあきらかに気分を害したようだった。

「……おまえなぁ」

　ずいっと融に詰つめ寄り、篁は剣けん吞のんに目を細めた。ただでさえ、天人だ仙せん女によだと、ささやかれる美び貌ぼうだ。そういう険のある顔をすると凄すご味みが出てきつくなる。

「俺はここのところずっと体調を崩くずし、参内もしないで邸やしきにこもっていたんだが。見舞いにも来ないで放っておきながら、久しぶりに会ったと思えば出てくる言葉は詫わびでもなくそれか？　おまえ実は俺のこと嫌きらいだな？」

「そんなことはないっ」

　これには力ちから一いつ杯ぱい否定して、融は一度深呼吸をした。ここで言い負かされては、真相は永遠に闇やみのなかだ。

「八日前の夜、俺はたしかに見たんだ」

「なにをだね、言ってみたまえ、融クン」

　ふん、とふんぞり返る篁に、融は必死で応戦する。

「くだんの『女』に襲おそわれて、鬼おにが群がってきて」

「武官の身でありながら、か弱い女に負けたのか。実に情けない話だな。武勇の誉ほまれ高き橘右大臣の血筋が泣くぞ」

「茶化すなっ。……あわや黒い鬼に襲われかけたときに、噂うわさに聞いていた墨すみ染ぞめの衣の鬼が現われた」

　篁は、ふと薄うすく笑った。氷のように冷たい瞳ひとみをして、やわらかく笑えんだのだ。

「……それで？」

　気け圧おされた融は一いつ瞬しゆん口ごもり、それから核かく心しんに触ふれた。

「そ、その鬼が、おまえだったんだ、篁」

「……墨染の衣の？」

「そうだ」

「黒い鬼を一いつ閃せんのもとに薙なぎ払はらうという、噂の鬼？」

「そうだ！」

「ほぉ」

　篁は扇を持たない左手をついと伸ばし、融の耳たぶに触れると、にっこりと微笑したまま力任せにひっぱった。

「いててててっ！」

　耳をひっぱりあげられ悲鳴をあげる融に、篁は据すわった目をしてどろどろと言った。

「なにが楽しゅうて、そんなわけのわからんことを俺がせねばならんのだ。だいたい、異い形ぎよう相手に太刀たち一本で立ちむかえるような力など、持ちあわせとらんわっ」

「痛いたたたたたっ！　篁、痛いっ！　いい加減放せっ」

　ふいに篁はぱっと手を放した。右耳を押おさえて、融は涙なみだ目めでひぃひぃ言っている。

　ぱたぱたと足音が聞こえた。

　鼻をすすりあげながら融が視線をやると、篁傾倒ミーハ三人衆ートリオのひとり、鷹司守継がこちらに向かってくるところだった。

　なるほど、第三者の姿が見えたから、篁は手を放したのか。

　即そく座ざに状じよう況きよう分ぶん析せきできてしまう自分が、ちょっと悲しい融である。

「やぁ、融に篁。ふたりとも、病のほうはもういいのか」

　嬉うれしそうに目を輝かがやかせながら、それでも一応融の名前を先に呼ぶところが、守継らしい。

「たいしたことではなかったんだが、少々熱を出してしまってね。大事をとっていたのに、ずいぶん長くかかってしまって、皆みなには心配をかけてしまったようだ」

　非常に人あたりのよい、落ち着いた笑みと口調で守継と話す篁、その姿には先さき程ほどの融に対する容よう赦しやのなさなど微み塵じんもない。

「季節の変わり目は、特に気を配ったほうがいい。融は大だい丈じよう夫ぶなのか？　例の『女』に襲われたと聞いたが……」

「ああ、まぁ。……噂の鬼に助けられたよ」

　守継は好奇心で瞳を輝かせた。

「墨染の？　すごいじゃないか、本当だったんだな」

「俺もこの目で見るまでは、半信半疑だったんだが」

　感かん嘆たんする守継に応こたえつつ、隣となりをちらりと眺ながめやるが、篁は涼すずしい顔で聞き流している。

　だめだ。どう問い詰めたところでのらりくらりとかわされて、反はん撃げきにあって痛い目を見るだろうことは、もう実証された。そして、情けないことではあるが、その反撃をさらにかわすような器用な真ま似ねは、融にはできない。

　正面から攻せめてはいかん。ならば。

　結論にたどりつき、融はひとつの決意を固めたのだった。
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　最近の都は、夜のとばりがおりると、昼間の喧けん騒そうなど想像もつかないほどひっそりと静まりかえる。

　誰もが、噂を恐れている。夜な夜な現われる、恐おそろしくも美しい女。人の精気に群がる黒い異形の者たちと、墨染の衣ころもの鬼。

　つぎに火の手があがるのは、もしかしたら自分の家かもしれない。女に襲われ、鬼に襲われるのは、自分かもしれない。

　そんな思いが都みやこ人びとの心に入りこみ、震ふるえあがらせ、怯おびえさせている。

　子どもたちは、童わらべ唄うたにのせて、無む邪じや気きな顔をして、唄う。

　月のなかで舞まい踊おどる異形の女を。群がり襲う黒い鬼を。家々を焼きつくす、燃えあがる炎ほのおを。

　この都は──平へい安あん京きようは、今きん上じよう帝ていの父、桓かん武む帝によって造られた。

　怨おん霊りようを、そしてその祟たたりを恐れた桓武帝が、最後の砦とりでと逃にげこんだ。それがこの、平安の都。

　だから、この都に生まれ育った子どもたちは、本能で知っている。

　百ひやつ鬼き夜や行ぎようが横行するのは、自然なことだと。悪鬼怨霊が跋ばつ扈こするのは、あたりまえのことなのだ、と。







　女は、待っている。

　わざと人目につくように姿を現わし、招しよう魔まの舞まいを差して。

　噂を広め、子どもの童わらべ唄うたにのせて。

　かの「声」が望む者を、おびき寄せるために。

　彼女は、知っている。

　じきに、その者は現われる。

　刻ときは、近い────。




　　　　◆◇◆




　小野邸ていは、内だい裏りにほど近い、二条大路と西にし大おお宮みや大おお路じの交差する場所にある。

　小野氏の血筋は古く、さかのぼれば皇家にたどりつくという。父祖は、初の遣けん隋ずい使しとして名高い小野妹いも子こ。飛鳥あすかの時代から皇家につかえる、由ゆい緒しよ正しき名門貴族である。

　そう、飄ひよう々ひようとした岑守やひねくれ者の篁を見ていると信じられないのだが、たしかに小野家は名門なのだ。──ということを、小野邸ななめ向かいの邸の塀へいの陰かげにひそんで篁の行動を張っていた融は、なんの脈みやく絡らくもなく思い出していた。

　融の生家である橘家も、さかのぼれば皇家の流れを汲くんでおり、奈な良ら時代には橘諸兄もろえを輩はい出しゆつしている名門だ。

　その、名門貴族の御おん曹ぞう司しは、現在、親友の隠かくしごとを暴あばくべく、他人の家の塀の陰にひそんで孤こ独どくな見張りを敢かん行こうしている。

　はたから見たらかなり情けない光景なのだが、人目を気にしている場合ではなかった。

　篁と融は、物心つく前からともに育っていた。父親同士が幼なじみの親友で、なにかと行き来していたからだ。加えては同い年だったため、なにをするにも一緒だった。

　離はなれていたのは、篁が岑守とともに陸奥におもむいていた五年間だけだった。

　離れてはいても、月に二、三度は文ふみを送っていた。篁からもおなじくらい文が返ってきた。互たがいの近況を知らせ、たわいのないことを書きつらねて。

　篁が帰京したことを、誰だれより喜んだのは融だ。これでまた、ともにすごせる。自分がめざすのは武官で篁は文官、そのちがいはあれど、昔のように助けあい競きそいあっていこうと、思っていた。

「それなのに、隠しごとか、篁……」

　ぶつぶつと、小野邸を眺ながめやって文句を並べたてる。

　正面から当たってだめなら、現場を押おさえるしかない。事件が起こるのは現場なのだから。

　そして融は、夜な夜な小野邸を見張っている。

　もう三日目になろうか。さすがにそろそろ昼間の仕事がきつくなってきたが、睡すい眠みん不足は若さゆえの体力でカバーする。あとはもう、ひたすら食べている。

　夜半すぎにさしかかった。周辺屋や敷しきの明かりは消え、真の闇やみがあたりを支配する。

　小野邸の明かりも、ふつりと消えた。家人全員が寝ね入いったのだろう。

「……いいなぁ」

　つぶやいて、融は大きなあくびをひとつした。自分が決めてやっていることだから後こう悔かいはないが、家でのんびり眠ねむりたい、と思ってしまうのは仕方がない。

　こんなところで見張っていても、実は無む駄だ足あしかもしれない、という感がしなくもない。だが、融はあの晩の衝しよう撃げきを忘れていない。

　あれはたしかに篁だった。それには絶対の自信がある。

「篁、おまえいったい、なにをしようとしてるんだ？」

　口のなかでひっそりとつぶやいたとき、視界の隅すみで黒い影かげが動いた。

　融ははっと息をひそめ、目をこらした。

「──篁……」

　小野邸をとり囲む築つい地じ塀べいを、軽々と飛びこえてきた人影。地に降りたった姿を、月明かりが照らしだす。

　墨すみ染ぞめの狩かり衣ぎぬをまとった優美な立ち姿、そして腰こしに佩はいた見慣れぬ太刀。

　あの晩に見た、鬼おにだ。やはり篁だったのだ。

　なにが、なにが「そんなわけのわからんことを俺おれがせねばならんのだ」だっ。

　じゃあどうしてそんな格好で夜の都に出向くのだ、いったいなにを隠してるんだっ。

　今度こそ動かぬ証しよう拠こをとらえたぞ、いざとなったら胸むなぐらを摑つかみあげてでも本当のことを聞きだしてやる。

　憤ふん然ぜんと決意する融の存在に、篁が気づく様子はまったくない。

　やがて篁は、いずこかに向かって駆かけだす。融はすこしの距きよ離りをおいて、そのあとを追った。




　　　　◆◇◆




「わあぁぁっ！」

　悲鳴をあげて、年若い貴族は逃げようとした。

　噂うわさは知っている。もし万が一、自分の前にくだんの「女」が現われたら、責務もなにもかもほっぽりだして逃げようと、固く心に決めていた。

　だが、現実は甘あまくはなかった。

　女は予想以上の速さで自分の背後に回りこんだ。顎あごと首を捕とらえられ、首筋に冷たいものが押おしあてられた。

「助けてくれ……っ」

　気が遠くなっていく。最後にあげた声は、彼自身の耳に入ってはいなかった。

　意識を失い昏こん倒とうする青年を見おろし、女はいまいましそうに顔を歪ゆがめた。

「此こ奴やつもちがう……」

　待っているのに、未いまだに現われない。

　周囲に倒たおれ伏ふしている兵士など、彼女にとってはただの雑魚ざこだった。自分が手をくだすまでもない、下等の餓が鬼きにくれてやる。

「おいで……」

　歌うようにつぶやいて、彼女は扇おうぎをかかげた。

　はやく、ここにおいで。

　妾わらわはここにいる。おまえを待っているのだよ。

「はやく……」

　刹せつ那な。

　風がうなった。

　殺気。

　宙を漂ただよっていた彼女ははっとしたようにふり返り、とっさに扇を横に払はらった。

　ひるがえった黒くろ髪かみの隙すき間まに、きらめくものが見えた。

　きん、と鋭い音を響ひびかせて、漆しつ黒こくの扇に白はく刃じんが弾はじかれる。

　さしもの女も驚おどろいているようだった。目を見ひらいて、息を吞のむ。

　その視線のさきで、人影が身をよじり、音もなく地に降り立つ。

　どこからともなく出現した人影は、きらめく刃やいばを構えなおし、まっすぐに女を見み据すえ、言い放った。

「ようやく出会えたぞ、都を騒さわがす異い形ぎようの女よ」







　張り詰つめた静せい寂じやくが、その場を支配している。

　篁を追っていた融はようやく現場に辿たどりつき、対たい峙じするふたりを見つけてとっさに物もの陰かげに身をひそめた。

　不思議な光景だった。

　色いろ鮮あざやかな唐から衣ぎぬを身にまとい、中空に漂う美しい異形の女。

　対するは、闇に溶とける墨すみ染ぞめの衣ころもに身を包み、白刃をたずさえる美び貌ぼうの若者。

　月影のさす夜闇のなかで、そこだけが現実と切り離されたかのようだ。

　融はごくりと唾つばを吞のみこんだ。重苦しい空気が周囲をとりまいている。

　痛いほどの沈ちん黙もくを、先に破ったのは異形の女だった。

「……そなた」

　毅き然ぜんとおのれを睨にらみすえる若者を、女はまばたきひとつせずに見返した。

　墨染の衣をまとい、月光を封ふうじこめたかのようにきらめく白刃を引っ提さげた若者。全身から放たれる威い嚇かくの気は、人のそれとはかけ離れている。

　女は艶あでやかに微笑ほほえんだ。

「妾を追っていたと、申すのか」

　篁は、剣けん吞のんなまなざしで応じた。

「そうだ」

「しかし、妾がそなたとまみえるのは、初めてのはず」

　篁の表情が、さらに険しくなっていく。声音も低くきつくなり、殺気を帯びていった。

「……気配を感じて向かっても、いつもいつもさっさと消えたあとで、おかげで俺は、おまえが呼んだ餓鬼の始末ばかりやっていたんだ」

「そうであったか。それは世話をかけたようだの」

　その言葉を受け、篁が笑う。凄せい絶ぜつに。

「礼にはおよばん、貴様をここで打ち倒たおせばすむ。覚かく悟ごするがいい」

　篁の不ふ遜そんな言いぐさに、女はころころと笑った。

「覚悟とな。おもしろい。そなたのような美貌の主が妾を追っておると知っておれば、待っていてやったものを」

　口元を扇で覆い、女は優ゆう雅がに首を傾かたむけた。

「相手をしてやろう。来きや」

　余よ裕ゆうの表情で、女は手招きをする。

　篁は、頭のどこかでなにかがぶち切れる音を聞いた。

「俺は、覚悟しろと言ったはずだ」

　低くひくく言い放ち、なにを思ったのか篁は、構えていた太刀たちを突とつ然ぜん鞘さやにしまった。

　思いがけない篁の行動に、女はいぶかしげに目を細めた。

　篁は、女を見すえたまま、すうっと左手を前に伸のばし、てのひらを広げた。

　ざわりと、風がわき起こる。

　女ははっと瞠どう目もくした。物陰から様子を見ていた融も、息を吞んだ。

　広げられた篁の手。そこに白はく銀ぎんの光が生まれ、それは徐じよ々じよに細長く、武具の形を成していく。

「……弓……！」

　融は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

　白銀に光り輝かがやく弓。その弓ゆ束づかを摑つかんだ篁は、矢をつがえる仕草をする。すると、なにもなかった彼の手に、光の矢が現われた。

　女は目を瞠みはりながらも、余裕を失ってはいなかった。

「不思議な武具を持っておるわ。だが、妾にそのようなものが通用すると思うのか」

　なぜなら、この身は実体を持たない。太刀であろうと、弓矢であろうと、この身を傷つけることなどできはしない。

「愚おろかな」

　傲ごう然ぜんと笑う女に、篁は無言で矢を射放った。

　女は気づいていなかった。

　最初の一いち撃げき、女に向けて篁がしかけた攻こう撃げきは、弾かれながらもたしかに女に届いていたことを。

　彼の太刀は、黒い餓鬼すら一いつ閃せんのもとに両断できるということを。

　篁の携たずさえた太刀。それは小野家の至宝。異形の鬼おにをいともたやすく両断し、「たちこめる狭さ霧ぎりすらも、一閃のもとにうち払はらう」と謳うたわれる、神器の名剣。その銘めいを『狭霧丸』という。

　ならば、彼の手に現われた白銀の弓は。

　飛来する光の矢を払い落とそうと、女は漆黒の扇を無造作に薙ないだ。

　それですべてが終わるはずだった。

　が。

　矢を受けた扇は、乾かわいた音をたてて、こっぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

　女は目を剝むいた。

「馬鹿な……！」

　彼女の扇は、様々な負の感情が形を成したもの。いわば妖よう気きの塊かたまりだった。それが、矢を受けただけで簡単に四散するとは。

　驚きを隠かくせない女に、篁はふたたび光の矢をつがえ、弓を引きしぼる。

「それは……」

　女は美しい顔を歪ゆがめ、低くうめいた。

「人界のものではないな!?」

　それまで無言だった篁は、はじめて口をひらき冷たく言い放った。

「この『破は軍ぐん』は、異い形ぎようを射ぬく。いかなる魔ま性しようも討うち滅ほろぼす、破は魔まの弓」

　憎しみの眼まな差ざしで篁をにらみすえていた女は、それを聞いて表情を変えた。

「なに……」

　これ以上ないほど大きく見ひらかれた女の瞳ひとみが、異様に輝いている。

「破軍…とな……？」

　女がつぶやくと同時に、篁は第二矢を放った。

　軌き跡せきを描えがいて、光の矢は女の頰ほおを掠かすめる。矢じりに切断された長い黒くろ髪かみがはらはらと舞まい、風に消えた。

　矢じりの掠めた女の白い頰に、赤い筋が走る。だがそれは瞬しゆん時じに消えた。

　篁はちっと舌打ちした。女はすんでのところで、飛来する矢をついとよけたのだ。

「つぎは外はずさん」

　さらに矢をつがえようとしたとき、けたたましい笑しよう声せいが響き渡った。

　篁と、物陰にいた融は、あっけにとられて女を見つめた。

　女は笑っていた。狂ったように笑っていた。その美しい顔を歓かん喜きで満たし、声をたてて笑う。

　そして唐とう突とつに、女は宙をすべり篁の胸元に飛びこんできた。

　篁は息をとめ、とっさに飛びすさろうとする。女は篁の顔を両手でしっかりと捕とらえ、それを阻はばんだ。

「そうか、そなたが……！」

　目を輝かせ、女は極ごく上じようの笑えみを浮うかべる。

　篁の手から、弓がかき消えた。消えると同時に左手は鞘を摑つかみ、右手が太刀の柄つかにかかる。

「……ッ！」

　太刀を抜きはなとうとした篁は、しかし次の瞬しゆん間かん、凍いてついたように動けなくなった。

　すさまじい力で篁の顔を押おさえつけ、女が自分の唇くちびるを篁のそれに重ねたのだ。

「なん……ッ」

　予想外の展開に、物陰で見ていた融までも、ぴきっと音を立てて凍こおりつく。

　篁は瞠目し、女をふり払はらおうとしたが。
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「……っ」

　ふいに頭の芯しんがくらりと揺ゆれた。視界に白く霞かすみがかかり、耳鳴りがした。

　まずい。そう悟さとったときは遅おそかった。

　唇から急激に大量の精気を奪うばわれ、篁はなすすべもなく崩くずれた。

　倒れたままぴくりとも動かない、篁の蒼そう白はくな顔を見おろして、女はうっとりと微び笑しようする。

　まちがいない。

　ゆらりと虚こ空くうを仰あおぎ、女は目を細めた。

「ああ、ついに見つけだした。お喜びください、我わが君」

　ざわざわと風が吹ふく。生あたたかい風だ。まるで女の言葉に呼応しているかのように、彼女をとり巻き、意識のない篁の頰を撫なでていく。

　女は嬉うれしそうに続けた。

「この井いの上えの悲願、きっと成じよう就じゆしてくださる……」

　いのえ、と口のなかで繰くり返し、融ははっと我に返った。

「た、篁」

　女──井上は、倒たおれた篁を抱かかえあげ、いずこへか連れ去ろうとしているようだった。

　融は血相を変えた。

　冗じよう談だんではない、死し霊りようなどに、篁を渡わたしてたまるか。

　腰こしに佩はいた太刀を鞘走らせ、融はあとさきも考えず物もの陰かげから飛び出した。

「待て！」

　叫さけぶとともに、井上めがけて刃やいばを振ふりあげる。

　今まさに篁を連れ去ろうとしていた井上は、突とつ然ぜん現われた融を認めて眉まゆをしかめた。

「下げ賤せんの者め、妾わらわの邪じや魔まだてをするか」

　無造作に唐から衣ぎぬの袖そでを払う。突風がわきおこり、衝しよう撃げきとなって叩たたきつけられる。

「うわっ」

　融は風をもろに受け、後方に吹っ飛ばされた。彼の手から離はなれた太刀が、大きく回転して地に突つき刺ささる。井上はそのさまを見て楽しげに笑った。

「ぶざまよの」

　融はぎっと唇をかみ、跳はね起きて井上に飛びかかった。彼女の抱える篁にとりすがり、必死で奪う。

　なんとかとり返した篁を抱え、融はふたたび地に転がり落ちた。ふたりぶんの体重を受けきれず、したたかに背をうちつけて一いつ瞬しゆん息がつまる。

　咳せきこみながら上体を起こして体勢を立て直し、意識のない篁を背後にかばって、融は異い形ぎようの女をにらみつけた。

　井上は凍てつくまなざしで融を見おろしている。

「そやつを妾に渡しや。さすれば、そなたの無礼は見み逃のがしてやろう」

「黙だまれ！　死んでも渡すか。こいつは俺のだいじな親友だ！」

　もしこの場で篁の意識があったら、きっとこう言っただろう。「大言壮そう語ごはいいから、とっととこの女を追っ払え」と。

　しかし現在、篁は意識不明なので、幸か不幸か融の叫びは彼の耳には届かなかった。

　井上は鬼おにのごとき形相で、怒ど号ごうを張りあげた。

「なれば死ね！」

　唐衣を乱し、大きく右手をふりあげる。袂たもとからのぞく白い指の先に、鬼のように長く鋭するどい爪つめがあった。

　融は無意識に右手を動かしていた。篁の腰にさがった太刀たちの柄に、指が触ふれる。

　井上の爪が、融の首めがけてふりおろされるのと、それを見すえたまま融が太刀の柄を握にぎりしめ、力まかせに抜ぬき放つのとは同時だった。

　ざんっ、と鈍にぶい衝撃が、融の腕うでに伝わった。瞬間。

「────！」

　恐おそろしい絶ぜつ叫きようが、彼の鼓こ膜まくを打って周囲にとどろいた。

　井上は髪を振り乱し、切り裂さかれた腕うでを押さえて悶もん絶ぜつする。

　篁の太刀。鬼を両断する退たい魔まの刃やいばはやはり、異形の女にも通用した。

　融は必死で立ちあがり、狭霧丸を構えた。いまさらのように心臓が早はや鐘がねを打つ。

　井上は融をすさまじい形相で見すえた。だが、攻こう撃げきしてくることはなく、その目を怒いかりでぎらぎらと輝かがやかせながら、呪のろうように声を吐きだした。

「おぼえておれよ、下賤の者め……！」

　そして、腕を押さえたまま、井上は宙にゆらりと舞まいあがる。

「その者に伝えよ。妾は鳥辺野で待っている、と……！」

　その言葉だけを残し、異形の美女は、忽こつ然ぜんと消えた。

　あとに残された融は、しばらくのあいだ、ぼうと闇やみ夜よを見つめていた。

　静せい寂じやくがあたりを支配している。

　風が吹き抜けていった。ふいに悪お寒かんを感じて、融は身ぶるいした。

　気がつけば、全身から冷ひや汗あせが噴きだしていた。

「……たかむら」

　ぎしぎしと、こわばって音をたてる首を巡めぐらせ、融はもう一度、幼なじみを呼んだ。

「篁……」

　返事はない。

　融の背を、冷たいものがかけおりた。太刀を放りだし、地に膝ひざをついて、彼は篁の頰ほおをたたいた。

「篁、おい篁！　しっかりしろ、篁！」

　だが、何度呼んでも、篁の返事はない。

「篁！」

　抱えあげた篁の、衣ころもごしに伝わる体温が、ひどく低い。

　月光の下、青ざめた篁の顔を見おろして、融は慄りつ然ぜんとした。










　　　　五




　誰だれかが騒さわいでいる。

　小野楓かえでは、ふうと目をあけた。

　こんな夜中に、なにを騒いでいるのだろうか。

　起きあがって袿うちぎを羽織り、帳ちよう台だいを出る。

　また、悲鳴が聞こえた。なんだろう。

「……た…さま……！」

　いまの声は、女によう房ぼうの津つ蒔まきのものだ。

　楓は目を瞠みはった。

「篁兄にいさま？」

　たかむらさま、とたしかに聞こえた。

　嫌いやな予感がして、楓は声のしたほうに急いだ。







　夜も更ふけ、誰もが寝ね静しずまったころだった。

　すべての仕事を終えて、はぁやれやれ、とようやく床とこについた舎人とねりたちは、寝入りばなの叫さけび声に叩き起こされた。

「誰か！　誰かいないか、誰か！」

　いち早く飛び起きたのは、雑ぞう色しきの晋しん吾ごだった。雑色所の戸口近くで熟じゆく睡すいしていた彼は、尋じん常じようでないその叫びに、聞きおぼえがあった。

　あれは、主あるじの幼なじみであられる、橘融さまの声では。

　夜着の単衣ひとえ姿であわてて中門に駆かけつけると、やはり橘融がそこにいた。そして、融に背負われて、主の篁もまた、いたのだった。

　晋吾は血相を変えて裸足はだしのまま車寄せに飛びおり、融に駆け寄った。

「若君、どうなさったんですか！」

　篁を背負ったまま力ちから尽つきたのか、融は地に片膝をつく。ついとあげられた顔は、事態の深刻さをそのまま表わしている。

「晋吾、か。女房たちに知らせてくれ。おまえは薬くす師しを呼べ。篁があやうい状態だ」

　融の叫びを聞きつけた他の舎人や女房たちが、手に手に明かりを持って集まってきた。

　女房のひとりである津蒔は、融に背負われている意識のない篁を見て悲鳴をあげた。

「篁さま！」

　真っ青になって口元を押おさえる彼女に、融はてきぱきと指示をくだす。

「津蒔、寝しん所じよの用意を、はやく！」

　晋吾は袷あわせを肩かたにひっかけ、薬師のもとに急ぎ駆けだしていく。

　小野邸は騒そう然ぜんとなった。いつのまにか外出していた篁が、瀕ひん死しで戻もどってきた。しかも、装よそおいは墨すみ染ぞめ。まるで、ちまたで噂うわさになっている鬼のようではないか。

　寝所をととのえ、篁を横にさせる。

　津蒔は用意した手ぬぐいを桶おけに張った水にひたし、固くしぼって篁の額にのせた。

　融は、篁をはさんで津蒔とあい向かいの場所に胡坐あぐらをかき、すでに土つち気け色いろになった幼なじみの顔を不安げに覗のぞきこんでいた。

「篁さまは、いったい……」

　おそるおそる問うてきた津蒔に、融は首を振ふってみせた。

「詳くわしいことは言えない。……実のところ、俺おれにもわけがわからん」

　今夜起こったことがらはすべて、常人の想像の域を、はるかに超えている。

　とにかく、と融は続けた。

「篁のことは、楓には知らせるな。あれに余計な心配をさせたと知ったら、あとで篁になにを言われるか……」

「融さま」

　津蒔は融をさえぎった。

「それはもう、遅おそうございますわ」
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　彼女は、融のうしろを見ながらおもむろに告げる。その声に、小さな悲鳴が重なった。

「篁兄さま！」

　いつのまにやってきたものか、ひきつった声をあげ、融のすぐ横に倒たおれこむようにして膝をつき、楓は意識のない篁にすがりついた。

「どうなさったのですか、いったいなにが……！」

　楓は融を顧かえりみて、涙なみだのいっぱいたまった目を向けてきた。

「融兄さま、篁兄さまはどうされたというのです」

「…………」

　まずい。

　ぎしぎしと音をたてながら首をめぐらせて、融は思考をフル回転させる。

　誰よりも、この楓に、今夜の件を知らせてはならない。特に、あの女に篁がなにをされて、こんなふうになったのかは。




　　　　◆◇◆




　実は、楓は生まれてすぐに養女に出されたいきさつがある。ふたりの母である園その生おは、楓を産み落としてすぐ他界した。妻を失った岑守は、子のいない親友夫婦に赤あか子ごの楓を預あずけたのだった。当時、篁はまだ幼く、詳しいことはまったく憶えていないという。

　そして、十年前に楓は小野の家に戻ってきた。

　昏こん睡すいしている篁の様子を几き帳ちようごしに見ていた融は、思い起こして軽く口元をほころばせた。

　初夏の日だったと、融は記き憶おくしている。

　小野の邸やしきで、篁と融がいつものように遊んでいたとき、来客を迎むかえていたはずの岑守が、ひとりの少女を伴ともなってやってきた。人形のように愛らしい女の子だった。

　はにかんで岑守のうしろに隠かくれるようにしながら、彼女は大きな黒目がちの瞳ひとみで篁と融をまっすぐに見あげてきた。

　誰だろうか。はじめて見る子だ。

　篁と融が互たがいに顔を見合わせて岑守を見あげると、彼はおだやかに言ったのだ。

『篁、妹の楓だ、仲よくしなさい』

　楓はあいかわらず岑守のうしろに隠れている。岑守が軽く促うながすと、そっと顔をのぞかせて淡あわく微笑ほほえんだ。

　こんなに可愛かわいい女の子を見たことがない。融は感かん嘆たんして隣となりの篁にささやいた。

『いいなあ、俺も妹がほしいや』

　そのとき篁は何度も何度もまばたきをして楓をじっと見つめていた。楓がすこし困ったように首をかしげると、はっと気がついて笑え顔がおを向けた。ぎこちない笑みだった。

　しかし次に融が遊びに行ったときには、篁と楓はすっかり打ち解けていた。

　やはり血の繫つながりがものをいったのだろうと、融は思った。

『楓は俺が守るんだ』

　幼いころからの、篁の口くち癖ぐせだ。その言葉どおり、篁はこの愛らしい少女を誰よりも大切にしてきた。ときどき、過ぎるほどの愛情なのではないかと思えるほどに。

　のちになって知ったが、楓は融の遠とお縁えんだった。楓の義父と融の母が、従兄弟いとこ同士だったらしい。そこまでいったらかなりの遠縁だから、融が楓のことをその時点で知らなかったのも無理はない。ともあれ融には姉がふたりいて、彼自身は末子だったから、以来、融も楓のことは実の妹のように思っている。

　楓は篁とはふたつちがいで今年十五になる。陸奥むつの守かみの娘むすめで小野篁の妹となれば、身分も容姿も申し分ない。

　求婚者が絶えないだろうと思う融に、津蒔は肯こう定ていしつつもこう言った。

「たしかに文ふみや贈おくり物は結構な数をいただいておりますが、篁さまがことごとく破は棄きなさっておいでです。楓さまのもとに届くことはありません」

　つい先日も兵部卿宮家の将義から文が届けられたが、篁がまるめてどこかにやってしまったという……。

　そこまで考えると、几帳の陰かげで、融は腕うでを組んで首を力なく傾かたむけた。

「……気持ちはわかるが、それってあんまりなんじゃ……」

　たしかに、楓は当代きってと謳うたわれてもおかしくないほど美しく成長した。

　豊かでまっすぐな美しい黒くろ髪かみと、透すきとおるように白い肌はだ。幼いころと変わりのない黒目がちの瞳は黒曜石のように輝かがやいて、おっとりとした優やさしい心根が人形のようにととのった彼女の顔だちに自然とにじみでて、そばにいるものを和なごませる雰ふん囲い気きをかもしだしている。

　妹びいきシスコンの篁が神経質になるのもまた、道理ではあるだろう。

　そう、初めて会ったあのときから篁は、彼女のことをまるで真綿でくるむようにして、大切に大切にしてきた。陸奥に行っているあいだも、楓が淋さびしくないようにと、やれ野ウサギの毛皮だの、山やま葡萄ぶどうの干したのだの、赤く色づいた紅葉もみじの葉だのと、ことあるごとに文を送り、贈り物をしていたらしい。

　そんな涙ぐましいまでの努力を知っている融としては、自尊心の塊かたまりのような篁の陥おちいった今回の事態を、楓に言うわけにはいかない。あれはおそらく本人にとって、失態以外のなにものでもないはずだ。

　篁の身を案じ、涙を浮うかべて問い詰つめてくる楓をなだめすかし、適当に理由をでっちあげた融は、それをまっこうから信じてさらに心配を深くする楓の姿に胸を痛ませながら、なんとかその場をとり繕つくろったのだ。

　しかし、もし篁がそれを知ったとしても、絶対に礼など言わないであろうことも、融は、重々承知している。

　篁に守られているかぎり、楓は幸せでいられるだろう。融にとっても楓は妹のようなものだから、妹の幸せを望まない兄などいはしない。

　つらつらとそんなたわいのないことを考えつつ、融は篁の様子を見守っている。

　長い夜はまだ、終わらない。
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　夜の来るのが恐こわい。

　夜になると、奴やつらが来る。

　闇やみのなかでうごめく、さまざまなモノたちが。

　衣ころもにくるまってきつく目をとじても、異い形ぎようたちは篁を捜さがしだして取り囲む。

　──ワザワイダ

　──ワザワイダ

　──ワザワイヲヨビコム、マガツホシ

　──オマエハスベテノサイヤクトナル……

　どんなに耳をふさいでも、異形の声は頭の奥おくへすべりこんでくるのだ。

　助けてよ、助けてよ。

　どうしてこんな声が聞こえるの。

　どうしてこんなモノが見えるの。

　こんな力なんかいらない。

　聞こえても、見えても、なにもできない。

　必死で身を固くして、ぐっと目をとじていた篁は、苦しいほどの圧あつ迫ぱく感が増すのを感じた。なにかが、彼のくるまった衣をひき剝はがそうと、手をかける。

　ああ、もうだめだ。

　観念しかけた、そのとき。

「若君────！」

　声がして、篁をとり巻いていた異形の者たちの気配が瞬しゆん時じにかき消えた。

　全身からどっと汗あせが噴ふきだした。恐きよう怖ふでいまだ動けずにいる篁を、彼女は安心させるように抱だき締しめる。

「大だい丈じよう夫ぶ。もう大丈夫です」

　篁は何度も深呼吸をしてゆるゆると目を開き、それから掠かすれた声で彼女の名を呼んだ。

「珠たま貴き……」




　　　　◆◇◆




「…………」

　ゆるゆると瞼まぶたをあけ、ほのかな明かりにぼうと照らされた、薄うす暗ぐらい天てん井じようを見あげる。

　夢を見ていた。ひどくなつかしい夢。

　のろのろと目だけを動かして、周囲の様子をさぐる。

　人の気配はない。

　ひじをささえにそっと上体を起こす。一瞬めまいがして、目をとじてそれをやりすごした。

　一度てのひらで目元を覆おおい、息を吐きだす。

　現状の再確認。ふつふつと、怒いかりと憤いきどおりがこみあげてくるのがわかった。

「…のれ……！」

　頭のすみで、血管のぶちぶちと切れる音がする。

　この、小野篁の矜持プライドは、山より高く海より深い。それをあの女はこっぱ微み塵じんにうち砕くだいてくれた。あまつさえ、なすすべもなく意識まで失ってしまったとは。

　自分がどうやって邸に戻もどったかなど、篁はこれっぽっちも考えなかった。問題なのは、あくまでも傷つけられた自尊心なのだ。

「……それもこれもっ」

　おどろおどろしく吐き捨てて、怒いかりの炎ほのおをその目に宿した満身創そう痍いの篁は、かたわらにととのえてあった狩かり衣ぎぬを羽織り、ふらふらしながら邸やしきを抜ぬけだした。







　そのさまを、融は一部始終見ていた。

　案の定、篁は起きだしてどこかに向かっている。自分の予測は正しかった。

　今度こそ、今度こそ篁がなにをしているのか、その全ぜん貌ぼうを明らかにするのだ。

　篁にわずかに遅おくれ、融は彼を追う。

　墨すみ染ぞめの衣をまとった篁は、ときどきぐらっとよろめいて、そのたびに塀へいや家屋に寄りかかって息をととのえているようだった。そのつど駆かけよって支えてやろうかと考え、だがそれをしてしまったら絶対に全貌は摑つかめないと思い直し、心を鬼おににして放っておく融である。

　どれほど歩いただろうか。篁は京の中央である朱雀大路を横切り、左京に入ってなおも進んでいく。

「この先はたしか……」

　あとを追いながら、融は周囲を見わたした。

　進む先にあるのは、「六りく道どうの辻つじ」と呼ばれる場所。死の国に通じていると噂うわさされ、風ふう葬そうの地・鳥とり辺べ野のに続く、辻。

「鳥辺野……」

　つぶやいて、融はふいに身ぶるいした。

　あの、女。「井上」と呼ばれたあの優ゆう雅がな女は、自分を倒たおしたくば鳥辺野に来い、と言い残して消えたのだ。

　そこまで考えて、融ははっとした。

　まさか。まさか篁は、あのときわずかにでも意識があったのだろうか。そして、女の言葉を聞いていたのだろうか。

　だとしたら、あんな身体からだで再戦を挑いどむのは、無む謀ぼう以外のなにものでもない。たとえ尾び行こうしていたことを知られ、張り倒される結末が待っていようとも、止めなければ。

　融は足を速めた。自分がいろいろと考えているあいだに、篁はどんどん先に行っていて、月光のみの夜の街では見失ってしまいそうになる。

　駆け出した融は、かなり先にいってしまった篁の姿をしっかり確認して、声をあげようとした。

「た……」

　瞬間、篁の姿がするりと消えた。

　融は叫さけびかけたまま口を開きっぱなしで走った。突とつ然ぜんのできごとだったから、叫ぶ余よ裕ゆうもなくなってしまったのだ。

　篁が消えた場所までやってきて立ちどまり、融はきょろきょろとあたりを見まわした。

　暗い道には、人っ子ひとり通らない。

　篁を捜さがして首をめぐらせていた融は、すぐそばの大きな門を見てつぶやいた。

「寺……？」

　闇やみに隠かくれて、その寺の名前は読みとれないが不審なことには夜中だというのになぜか、正門が大きくひらかれている。

　そして、その奥のほうで、なにか影かげが動いたように、融には見えた。

　篁だろうか。

　融はそろそろと寺の中に足を踏ふみ入れる。

　あたりまえだが人の気配は皆かい無むだ。

　奥おくのほうを眺ながめやって目をこらしていると、ふたたび影が動くのがわかった。

　融は舌打ちして奥にむかう。篁の衣ころもは墨染だから、闇に同化してしまっては区別がつかないのだ。

　ようやく身体の輪りん郭かくがわかるようになるまで追いつき、また一定の距きよ離りをおいて篁の後を追う。

　篁は、ちいさな堂のなかに入ろうとしていた。周囲に人がいないことを確認し、ひとつうなずいてから堂の扉とびらに手をかけ、そっと押おし開ける。

　きぃ、と微かすかな音をたてて、木き枠わくの扉が開くと、篁はなんのためらいもなしにそのなかに入っていった。

　堂の前まで来た融は、一度足をとめて建物を見あげた。

　本当にちいさな御み堂どうだ。たいした広さもない。こんなところに、篁はいったいなんの用があるというのだろう。

　開け放たれたままの扉の隙すき間まから、なかの様子をうかがう。

　不思議なことに、人の気配というものがまるでなかった。それに、どういうことだろうか。奥おくのほうから、風が吹ふいてくるではないか。

「……穴でも開いているんだろうか……」

　ごくありきたりの感想をのべながら、融は御堂へと足を踏ふみ入れた。

　なかはまったくの闇だった。

　一度足をとめて、目をこらして篁の姿を捜す。だが、影の動く気配すらない。

　おかしい。

　融は眉まゆ根ねを寄せた。

　こんなちいさな堂だ。しかも、どうやら出入口と呼べる場所はここしかないようだ。なのに、入っていったはずの篁の気配が、消えうせているのはどういうことなのか。

「篁……」

　ちいさく呼びかけてみる。それだけで、充分聞こえるはずだ。だが、返答はない。

　融は足を進めた。障害物がないか、目が届かないので、つま先でいちいち確認しながらそろそろと前進する。前方になにもないことを確認しながらなので、どうしても不自然な動きになる。

　きぃきぃと床ゆかのきしむ音がかすかに響ひびく。

　融は壁かべにつき当たるまでまっすぐ進んだ。手が壁に触ふれたら、壁をつたって曲がろうと思った。

　ふいに、なにか見えない幕のようなものをくぐったような気がした。立ちどまって、だんだん慣れてきた目で周囲を見わたす。が、なにもない。

　いまのはなんだろう。

　軽く首をひねってから、融はふたたび前進をはじめた。

　篁はまっすぐ進んでいったはずだ。きっと、どこかに見えない隠された抜ぬけ道かなにかがあるにちがいない。

　しかし。

「この堂……、こんなに広かったか……？」

　つぶやく声が、奇き妙みように反はん響きようする。よくよく気をつけてみると、沓くつ底ぞこで踏ふみしめているのは、どうも固い土のような気もする。

　堂の床は、木ではなかったのか。

　徐じよ々じよに見えてくる周囲の情景。

「……え？」

　融は呆あつ気けにとられた。

　ここは、道だ。

　両りよう脇わきに大小の岩が転がっていて、人がふたり並んで通れるほどの幅はばがある、道。

　融は弾はじかれたようにして、うしろをふり返った。

　後方にも、はるか彼方かなたまで、おなじ幅の道が続いている。

　融はようやく事態を悟って立ちすくんだ。

「堂が……ない……」

　自分が入ったはずの堂が、影も形もなくなっている。というよりも、自分がいつのまにか、異界に迷いこんでしまったのだろうか。

　六道の辻つじは、はるか異界に通じている────。

「どうしよう……」

　情けないが、融は頭を抱かかえるしかできなくなった。

　このままもとの世界に戻もどれなかったら、どうなるのだろう。尊敬してやまない父は、敬愛してやまない母は、どれほど悲しむことだろう。

「──ええぃっ！」

　どんより沈んでくる自分を、ぶんぶんと首をふって叱しかりとばした。

「しっかりしろ融っ！　まだ戻れないと決まったわけじゃないっ」

　とにかく、前進あるのみだ。事実、篁だってひたすらまっすぐ進んでいた、ような気がする。

　きっと顔をあげ、前を見すえて融は歩きだそうとした。

「……あれ」

　ざっと一歩を踏みだしたまま動きをとめて、彼はまばたきをひとつした。

　ずっと向こうに見える、あれは明かりだ。よくよく目をこらしてみはるかせば、大きな建物のような影がある。

　誰だれか、いるかもしれない。

　融は希望の花を胸に咲さかせ、駆かけだそうとして、しかしまたもや立ちどまった。

　いや、待て。ここは自分がもといた世界とはちがう、異界だ。……たぶん。ならば、あの建物に住んでいるのは、異界の異い形ぎようか、それとも鬼おにか。

「いや、でも、人かもしれんし」

　自分自身に言いきかせて、融はみたび駆けだした。







　予想以上の距きよ離りをひた走り、目的地までたどりついた融は、あんぐりと口を開け、その建物をほけらっと見あげていた。

　まず、思ったことがある。

　ここがどこかはともかく、自分がもといた京の都でないことだけはたしかだ。あの堂は、真実、異界とつながっていた。

「……ここは、唐とうなのか……？」

　そびえ立つ、という表現こそふさわしい。

　都の内だい裏りとはまたおもむきの異なる、荘そう厳ごんで豪ごう奢しやな、異国情じよう緒ちよの漂ただようみごとな宮きゆう殿でん。

　まるで、絵巻物で見た大陸の王宮のようだ。

　窓には明かりが灯ともり、枠は美しく細工をほどこされて、見ていて飽あきることがない。

　誰か人がいないものかとそっと窓からなかをのぞくと、はるか廊ろう下かの彼方に、追ってきた墨すみ染ぞめの衣ころもが見えた。

「篁っ」

　驚おどろいて声をあげ、融はあわてて周囲を見わたした。近くに出入口はないのか。

　彼がいまのぞいている窓は、細工枠だけのはめ殺し。ここからなかには入れない。

　そうこうしているうちに、篁の姿は奥おくへ消えていく。

　融は舌打ちして、建物の外から篁を追った。




　　　　◆◇◆




　ふらふらと壁に手をつきつつ進んでいた篁は、目指す扉を見つけて、荒あらい呼吸をとりあえずととのえた。──ととのえた、といっても完全に平常に戻せるわけではない。さっきよりはまし、という程度だ。

　どんなにがんばっても身体からだはよろめくし、めまいもときどき襲おそってくる。この調子では、完全な回復には数日を要するだろう。いまいましいかぎりだ。

　不ふ機き嫌げんきわまりない表情を病人のような顔に浮うかべて、篁は扉を乱暴に開けた。

「……いない」

　地を這はうような声でどろどろとつぶやき、正面にすえられた無人の卓たくをにらみつける。

　卓上には書きものを中断した痕こん跡せきがあった。墨ぼく汁じゆうのはいったままの硯すずりと、毛先が濡ぬれている筆。広げられた紙には途と中ちゆうまで文字が書かれている。

　篁は視線を泳がせた。

　卓のうしろには衝つい立たてが二枚。片方には袍ほうが無造作にかけられている。壁まど際ぎわにすえられた台の上にはすらりとしたたたずまいの花器が置かれ、生けられた花は見慣れぬものだ。籐とうの長なが椅い子すは向かって左の窓のそば、紙の束たばが本来人の座すわるべきところを占せん領りようしている。

　じっとりとにじんでくる脂あぶら汗あせを手の甲こうでぬぐって、彼は視線をとどめた。

　向かって左の壁の扉。すこしひらいて、明かりが漏もれている。

　重い身体を引きずって扉に歩み寄り、押おしひらく。

　ひやりとした空気が、篁の血色の悪い頰ほおを撫なでた。この部屋は、あいかわらず気温が低い。

　篁は扉に手をかけたまま首をめぐらせ、奥行の見えない広大な書簡庫を見わたした。

　横幅は三条大路とほぼおなじ。書簡の収められた棚たなが背中あわせにふたつ、一組で五列、それがえんえんはるか彼方まで続いている。

　どこかにいるはずだ。

　篁は、立っているだけでもあがってくる呼吸をいったんととのえ、怒ど号ごうをはりあげた。

「おい！　出てこいっ！」

　反響してこだまがいくつも返ってくる。それが消えたあと、また静せい寂じやくがあたりを満たした。返答はない。

　篁が業ごうを煮にやして再度怒鳴り声をあげようとしたとき、かすかな沓くつ音おとが響いた。

「……おそい」

　真っ青な顔で乱暴に吐きだし、扉に寄りかかって息をつく。

　こつこつという沓音が徐じよ々じよに大きくなって、やがて棚の間からふたりの男性が姿を現わした。

　ひとりの年は、四十に差しかかるかいなか。藍あいのまじった黒の総そう髪はつにふちどられた顔には、無む駄だな肉はいっさいついていない。切れ長の目は涼すずしげで、瞳ひとみは青みがかった黒。すっと通った鼻すじ、薄うすい唇くちびるはきりりと引き締しまっている。

　もうひとりは、十七歳の篁よりすこし年長、二十歳はたちくらいだろうか。ゆるやかな曲線を描えがく頰ほおから顎あごの線は、くっきりしている。青みがかったくせのない髪かみは短く、眉まゆにかかる程度の前髪は、額のまんなかで分かれている。すっとした鼻び梁りようは高く、眉は髪と同じ色。つりあがり気味の目は澄すんでいて、藍と黒のまざった瞳は波ひとつない水面のようだ。軽く笑えんだ唇は形よく、白い肌はだは健康的に見える。

　ふたりとも身にまとっているのは、布と同色の糸で美しい刺し繡しゆうのほどこされた見慣れない形の袍ほう。建物と同じく唐風だが、やはり厳げん密みつにはちがっている。

　沓音を響ひびかせてやってきた男たちは、手にいくつかの書簡を携たずさえていた。おそらく、書き物の途と中ちゆうで必要性に気づき、手をとめて書簡庫に取りにいったのだ。

　青年は穏おだやかに口をひらいた。

「ああ篁。ちょうどよかった、そろそろ呼びにいかせようと……」

　言いさして、ふと目を細めた。

「どうした、ずいぶん顔色が悪いね」

　紡つむがれる声は低く、だが落ち着いてよく通る。

　青年は長身だった。おそらく、幼なじみの融よりも背が高い。

　彼は軽くかがんで、篁の顔をのぞきこむようにしてきた。

「脂汗は浮うかんでいるし、息もあがっている。……そんな身体でわざわざ来たのか」

「……おまえ、いま呼びに行かせようと思っていたと言っとったのに、矛む盾じゆんしとらんか」

「それはそれだよ。大だい丈じよう夫ぶか、本当につらそうだが……」

　篁は、殺気のこもった目で男をにらみつけながら、口元にだけ引きつったような笑みを浮かべてみせた。

「言いたいことがごまんとあったものでな、じかに言ってやらんと俺おれの気がおさまらん」

　効果音ＢＧＭにドロドロと雷らい鳴めいがほしいような口調の篁に、青年はしかしまったくこたえた様子もなくけろりとして言った。

「よい薬がある。待ってなさい、いま出してあげよう」

「……おい」

「まぁ遠えん慮りよするな。その長椅子に座って……紙は適当にのけて」

「……聞け」

「ああ、扉は閉めてくれ」

　篁の台詞せりふをことごとく無視して、青年は衝立てのうしろに一度消え、青磁の瓶かめと湯ゆ吞のみを持って現われた。

「これはな、滋じ養よう強きよう壮そう、肉体疲ひ労ろう、虚きよ弱じやく体質、病中病後の体力低下、食欲不ふ振しん、栄養障害、発熱性消しよう耗もう疾しつ患かんなどの栄養補給、等々にとてもよく効く仙せん薬やくだ。これさえ飲めばいかなる症しよう状じようもたちどころに回復、病びよう魔ま退散、効果はてきめん」

　まるで、なにかのうたい文句のようだ。

「これさえ飲めば、いかなる症状もたちどころに回復、病魔退散、効果はてきめん。ですよね、父上」

　同意を求めて青年が首をめぐらせると、いつのまにか卓についていた壮年の男は、重々しくうなずいた。

　瓶から湯吞みに仙薬とやらをなみなみとそそいで、青年はほけほけと笑った。

「さぁ、ぐいっと飲み給たまえ」

　限界間近の身体に鞭むち打うって、なんとか卓の近くまで移動した篁に、青年はにこにこと笑いながら湯吞みを手渡す。というよりも、無敵の笑顔で押しつける。

「…………」

　篁は湯吞みに注がれた、毒々しいほど鮮あざやかな緑色の液体を見て沈ちん黙もくした。

　……仙薬。本当か。この色で、くすり？

「……毒じゃないだろうな」

　男はそれを聞くと、片目をすがめてちっちっちっと指を振ふる。

「信ずるものは救われるんだぞ、篁よ。一気に飲み干すことをすすめる、さぁぐいっといってみよう」

「…………」
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　そうは言われても、ためらわないほうがおかしいくらいに、この仙薬とやらはすごい色をしている。しかも、それらしい薬草の香かおりなど一切しない。きっぱり無む臭しゆうだ。よけいに怪しい。

「……、……、…………」

　しばらく悩なやんだ末に、篁は仕方なくこれを飲むことにした。いまいち不安ではあるものの、これを飲むだけで回復できるなら、数日寝ねこむよりはよほどいい。

　青年はふたたび衝立ての向こうへ行って、茶器と湯吞みを持ってきた。そして湯吞みに茶を注ぎ、ひとつを父に出し、もうひとつを口元に運んでいる。

「効果のほどは保証するよ。なんたって仙薬、些さ細さいな色などに惑まどわされてはいかん」

「些細か……？」

「そう、何度も言うが、効果は抜ばつ群ぐん。折り紙つきだ」

　うろんげな篁ににこりと笑いかけ、湯吞みをくいっと傾かたむけて、男は実においしそうに茶をすすっている。

　ちらりと視線を向けると、壮年の方が無言のままに首しゆ肯こうした。あいかわらずの寡か黙もくぶりだ。

　一度ため息をついて、篁は観念したように目をとじると、湯吞みを口に持っていって傾け、青年の言うとおり、仙薬を喉のどの奥おくに一気に流しこんだ。

　それを横目で眺ながめつつ、青年はいまさら思いだしたかのようにしれっと言ってのける。

「ただし、殺人的に苦い」

　瞬しゆん間かん、篁は生ける彫ちよう像ぞうと化したのだった。
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「……迷まい子ごだ」

　つぶやいて、融はへたっと座すわりこんでしまった。この年で迷子とは。実に情けない。

　ようやく見つけた入口は扉とびらもなにもなく、番人もいなかった。咎とがめる者もないので、誰だれの気配もないことを確認して融はなかに入りこんだ。

　明かりが灯ともっている以上、誰かが住んではいるのだろう。見つかったら泥どろ棒ぼう呼ばわりされて追いかけられるか、悪くすればその場で斬きり捨てられるか。いずれにしろ、あまりありがたくない状じよう況きようになるだろうことは必至だ。それだけはなんとしても避さけたい。

　おのれの気配をできるだけ殺し、他人の気配がないかどうかに神経を研とぎ澄ませながら、融は篁を捜さがしていた。

　幼なじみの隠かくしている真実を、聞きだすのだ。そのためにここまで来たのだから、諦あきらめてたまるか。そして篁とともに、もとの世界に戻もどるのだ。

「こんな得体のしれない豪ごう華かな宮きゆう殿でんなんて、絶対なにかあるにちがいないんだっ」

　たとえば化ばけ物ものが出てくるとか、夜な夜な鬼おにがのさばって死し霊りようの主人と宴えん会かいをしているとか、一度入ったら二度と出られず壁かべに取りこまれて建物に食われてしまうとか、そういうおどろおどろしい話があったりするのだ。きっと。

「……自分で考えてて恐こわくなってきた……」

　壁になついてちょっと泣きたい気分になってしまう。人間相手の実戦では無敵だが、超常現象オカルト関係はからきし駄だ目めな融なのだ。

　こんなとき、度胸だけは人一倍の幼なじみがいてくれれば……と思考はそこへ戻っていく。

　そうだ、篁は、どこにいるのだろう。

「……たかむら」

　かなり前に廊ろう下かの彼方かなたで見てから、彼の姿は融の視界からずっと消えたままだ。

　あんなボロボロの身体からだで、はたして無事なのだろうか。どこかそのへんで行き倒だおれてはいないだろうか。

「篁……」

　顔をあげ、融はぐるりと視線をめぐらせる。

「篁──！」

　なりふり構わず叫さけぶ。廊下の向こうに響ひびいた呼号が、つきあたりの壁にあたって跳はねかえり反はん響きようする。

　しばらく待ってみるが、やはり返事はない。

　肩かたを落としてため息をつくと、融は深くうなだれた。

「なんだってこの建物はこんなにだだっ広いんだろう……」

　京の都にだって、こんなに巨きよ大だいな建物はない。内だい裏りなど、この建物のなかにすっぽり収まってしまいそうなほど奥おく行ゆきと幅はばがあるのだ。

　融はなかば自棄やけになって叫んだ。

「ここはいったいどこなんだっ」

　当然のことながら、どこからも返答はない。融はあきらめて、無理矢理自分を奮ふるい立たせた。

「がんばれ俺おれっ、くじけるな俺っ、歩きだせ俺っ！」

　叱しつ咤た激げき励れいして、ヤマ勘かんを頼たよりに歩きだす。

　そんな彼かれのうしろ姿を、じっと見ている影かげがある。しかし融はそれには気付かない。影は、そろそろと融のあとについて移動しはじめた。

「かくれんぼみたいだな……」

　幼いころを思い出し、融は誰にともなくつぶやいた。

　子どものころ、よく篁と楓と遊んだ。融や楓はすぐ見つかってしまうのに、篁は隠れるのがとても上手で、自分は一度も彼に勝ったことがない。いつまでたっても見つからないから、そのうちに降参して名前を大声で呼ぶ。すると篁は、ひょっこりと現われるのだ。得意そうに笑って。逆に、篁はかならず自分たちを見つけだす。

　どうしてだと、問うたことがある。まるで知っているかのように、篁はまっすぐに融の隠れている場所を目指してくるのだ。

　篁は言った。

『勘だよ、ズルはしてないぞ』

　そう、勘だ。いつも彼は、絶対に自分たちを見つけだす。

　おなじように、篁を見つけたいと、思う。

　篁が隠していることを。自分に対して一線を画す、その理由を。何気ないやりとりのなかでいつも感じる距きよ離りは、いったいなにゆえなのかを。

　痛切に、融は思うのだ。だから、篁を追ってきた。こんな、異界まで来たのだ。

「篁……！」

　そのとき、融は声を聞いた。

　足をとめて耳をすます。

　たしかに聞こえた。叫ぶような、声。あれはたしかに、幼なじみの声だ。

　あわてて怒ど号ごうの聞こえたほうに向かって走りだす。

　途中で廊下が途と切ぎれた。緑豊かな庭園が広がる。木々の向こうに赤い屋根が見えて、融は庭を横切った。正面には別の棟むねが建っている。

　たくさんある窓のひとつから、明かりが漏もれているのを見つけた。

　まず茂しげみに身をひそめて、融は様子をうかがった。

「…………」

　話し声がする。篁だろうか、それともこの宮殿の住人か。いずれにしても、融に理解できる言葉で話している。

　そろそろと窓の下に移動して、耳をそばだてる。距離があるので会話の内容ははっきりとはわからない。だが、うちのひとりが捜していた幼なじみだということはわかった。

　息をひそめて、そっと窓の横からなかの様子をうかがう。

「……篁」

　いた。無事だったのだ。すこし顔色が良くなっているように見える。

　融は篁と話している人物に視線を向けた。

「…………」

　均整のとれた長身の青年だ。篁より頭ふたつは高いだろう。自分もかなり高いはずだが、これは負ける。そして、なによりもその容よう貌ぼう。融は言葉を失った。

　宮中内裏でも、ここまでの美貌には滅めつ多たにお目にかかれないのではあるまいか。あの篁と並んでもひけをとらない。すごい。壮そう観かんだ。

　茫ぼう然ぜんとしながら、さらに室内を見わたす。奥に観かん音のんびらきの扉があった。その右側に大きな卓たくがあって、四十くらいの壮年男性が、筆を持って書きものをしている。こちらも非常にととのった顔だちをしている。青年に面おもざしが似ているところを見ると、このふたりは親子だろうか。それにしても、このふたりがまとっている衣ころもは。どう考えても、融たちの衣い装しようとはちがう。大陸のそれに近い。

　青年は優ゆう雅がに笑って、篁になにかを言っている。それに対し篁は、不機嫌かつ不ふ遜そんな態度を崩くずさない。そして壮年の男は、我関せずとばかりに先刻からずっと書きものをしている。

「……なにをしゃべっているんだろう」

　気になる。

　会話の内容もだが、それ以上に。あの篁が、ひねくれた本性をさらけだしている。身内以外にはつねに化け猫ねこの皮をかぶって相手をだまし続けている、篁が。

　あのふたりは、いったい何者なのか。

　室内をうかがうことにのみ精神を集中していた融は、だから背後に近づいてきた人影に気がつかなかった。
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　ときは、半はん刻ときほどさかのぼる。

　仙せん薬やくを飲み干した篁は、卓に突つっ伏ぷしてひくひくと身体からだをふるわせていた。

　いまだかつて経験したことのない苦さだった。「良薬口に苦し」というが、そんな甘あまっちょろいものではない。吐きださずに飲みこんだ自分の努力を、褒ほめてやりたい気分になる。

「水もあるよ」

　頭上からのんきな声が降ってくる。篁はうめいた。

「………、よこせ…っ」

　掠かすれた声はなんとか届いたようだった。

　青年はまたもや衝つい立たての陰かげに入って、透すきとおった瑠る璃りの水差しと器を持ってくる。つめたい水をそそいだ器を篁のそばに置いてやり、自分は椅い子すを引いて腰こしをおろした。書簡庫から持ってきたいくつかの書簡を広げて筆を持ち、書きものを再開しながら彼は楽しそうに言葉を紡つむぎだした。

「その身体では、襲おそわれでもしたらひとたまりもないだろうに。今日が夜や行ぎよう日びでなくて幸いだったな」

　夜行日とは、「百ひやつ鬼き夜行」が街を徘はい徊かいする日のことだ。この日は家という家のすべてが門もん扉ぴを固く閉ざし、異い形ぎようの者たちを息をひそめてやり過ごす。

「常人は家いえ屋や敷しきにとじこもる夜行日に、物の怪けどもを従えて遊び歩いていたおまえのことだ。その状態でも姿を隠かくすような真ま似ねはしないだろう」

　冷たい水を飲み干してひと息ついた篁は、青年の言葉にはいっこうに応こたえず、黙だまって腕うでを組む。

　先の仙薬、たしかに効き目はあるようだ。ときが進むごとに身体が軽く、楽になっていく。あの苦さだけはどうにもいただけないが。

「だが、普ふ段だんはともかく、弱った人間など、妖あやかしにとっては格好の餌え食じきだ。おまえとて例外ではない」

　それに、と彼は続けた。

「弱った身体では、後をつける大型犬の足音も聞こえなくなる。注意力が散さん漫まんになるのだよ、いまのように」

　篁は眉まゆをひそめて青年をねめつける。

「なんだと？」

　瞬しゆん間かん。

「わぁっ!!」

　悲鳴が、響ひびいた。

　ついで、少年の高声できびしい誰何すいかがとどろく。

「貴様、何者かっ！　名を名乗れっ！」

「えっ、えっ、あのっ、俺はっ」

「問答無用っ！」

「ちょっ、待ってくれっ！」

　窓の外から響いてくる声を、篁は両方とも知っていた。

　さすがに啞あ然ぜんとする篁に、青年はのほほんと笑う。

「ほらね、私の言ったとおりだろう」

　そして、あまりの事態に立ちすくむ篁の横をすりぬけ、ゆったりとした仕草で青年は窓をひらいた。

「そこまでにしなさい、陸くが幹み」

「兄上、でもっ」

　融を蹴け倒たおしふんじばろうとしていた少年が、猛もう然ぜんと抗こう議ぎの声をあげる。青年は苦笑した。

「いいんだ。彼は篁の客だから」

「えっ？」

　篁の名を聞いた瞬間、少年陸幹の顔色が変わる。彼は融を放りだし、窓まど枠わくに手をかけて室内をのぞいた。

「あっ、篁だ！」

　嬉うれしそうに目を輝かがやかせる陸幹の頭を軽く撫なでて、青年は融を見おろす。

「そんなところにいないで入っておいで、近この衛えの少しよう将しよう橘融殿。父上、かまいませんね」

　青年が問うと、彼の父は書きものを続けながら無言でうなずく。

　それまでひとり茫然としていた篁だったが、やがて状じよう況きようを把は握あくするにつれ、すうっと血の気が引いていくのを感じた。

　そして。

「許可もおりたし、なによりも篁の客だからね、歓かん迎げいするよ」

　ほけほけと笑う青年に、篁の怒ど号ごうが飛んだ。

「燎琉かがるっ、誰だれが俺おれの客だっ！」

　しかし、青年燎琉は篁の怒声などどこ吹ふく風で、ひるんだ様子もまったくない。

「すこし行ったところに入口があるから、そこから入るといい。陸幹、案内しておあげ」

「はいっ」

　元気よく答え、陸幹はいまだ茫然自失の融を引っ張っていく。

　窓を閉めて振ふり返りながら、燎流は真ま面じ目めな顔をした。

「さて、いい機会だ、すべて話してしまうといい。これ以上彼に隠しごとをするのは得策ではないだろう」

「なにがいい機会だというんだっ」

「篁」

　怒いかり心頭の篁に、それまで沈黙を守っていた壮そう年ねん男性が厳おごそかに告げた。

「潮しお時どきというものだ」

「そうそう。父上のおっしゃるとおりだよ」

　燎流の台詞せりふを受けて、篁の神経はぶっつりと切れた。

　今日一日で、女に襲おそわれ意識不明に陥おちいり、満身創痍の身体で冥府ここまで来たら、殺人的苦にがさの薬を飲まされて、いい加減、彼のなけなしの忍にん耐たいの糸は限界を超えていたのだった。

　ゆらぁりと振り返って腰こしの太刀たちをすらりと抜ぬき放ち、その切っ先を男の喉のど笛ぶえにすえながら、篁はうすら寒い笑えみを浮うかべてそれはそれは静かに口をひらいた。

「……いい加減にしておけよ、俺はいま凄せい絶ぜつに虫の居所が悪いんだ」

「自じ業ごう自じ得とくだ」

　涼すずしい顔をしてさらっと返す男に篁は、視線で人が殺せるなら現在の効力は即そく死し確実、という目を向けて言い放った。

「口は災わざわいのもと、とも言うぞ。第だい一いち殿でんが主あるじ、冥めい府ふ十君主閻えん羅ら王おうよ！」

　閻羅王、と呼ばれた男は、切っ先に臆おくした様子もなくのんきに笑って篁を見上げている。

「……えんら…おう……？」

　そのときちょうど陸幹に連れられてきた融は、目を見ひらいた。

　その名を、融は知っている。

　冥府の閻羅王。

　たしか、大陸宗教の神様の。この倭やまとに伝わってからは、最近勢力を増している仏教の神と混同されて、生前の人間の罪を裁定し、ウソをつくと舌を抜くという、恐ろしい地じ獄ごくの主。棍こん棒ぼうを持って罪人を血の池に叩たたき落とし、針の山に追い立てる鬼おにたちの主君。

「……って、閻えん魔まさま!?」

　思わず指さして声をあげる融に、閻羅王は鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「まあ、そう呼ばれることもある」

　そして融は、はたと気がついた。

　目の前にいるのは閻魔大王改め、閻羅王。その閻羅王を「父上」と呼んだこの青年はよくよく考えなくても閻羅王太子。そして、閻羅王の統治する場所は冥府。すなわち。

　ここは、死者の行きつく黄泉よみの国。

　結論に辿たどり着き、融はよろめいた。気絶寸前、このまま夢の世界に旅立ってしまいたい。

　が、現実は厳きびしかった。

「融、倒たおれたら張っ倒すぞ」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで冷たく言い放たれ、融はなんとか体勢を立て直した。こんな冷たい言葉をここまで平然と言える相手は、この場にはひとりしかいない。

　いつのまにやら完全復活していた小野篁は、不ふ機き嫌げんきわまりない顔で、偉えらそうに腕うで組ぐみをして融をにらみすえていた。

　その目が、「いったいなにしにきた、こんのたわけ。よけいなことに首をつっこまずにとっとと帰れ」と無言のうちに脅おどしをかけてくる。

　怒おこっている。果てしなく怒っている。

　いろいろあったから自尊心がずたずたにされていて、ちょうどよいときにやつあたりに最適な優良物件がカモネギ状態で転がりこんできたものだから、彼の怒りの矛ほこ先さきはいま、すっかり融に向いてしまっているのだ。

　緊きん迫ぱくした空気が篁と融のあいだにのみ流れる。

「……篁」

　その、冷えびえとした沈ちん黙もくを、破ったのは燎琉のひとことだった。

「やつあたりはやめなさい。人にあたるのはおまえの悪いところだよ」

　融は内心で快かい哉さいを叫んだ。

　さすが、閻羅王太子。いまだかつて、篁の本性を知りつつもここまで自然に彼をたしなめられた大人物がいただろうか。──いや、いない（反語）。
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　あれは、弥生やよい、亥いの日のことだった。

　陸奥から京に戻ったばかり、参さん内だいの日はひと月以上も先とあって、篁は退たい屈くつしていた。

「百ひやつ鬼き夜や行ぎよう？」

　問いかえした篁に、楓の乳母めのと子ご、乳ち姉きよ妹うだいでもある女によう房ぼうの津蒔は真しん剣けんな面おも持もちでうなずいた。

「ええ、今こ宵よいは恐おそろしい妖あやかしが群れをなして行列を作り、この京の都を徘はい徊かいするのです。門もん扉ぴを固くとざしていれば害はないのですが、禁を破って外出などしようものなら、恐ろしい目に遭あうのだそうです」

　そう言って、津蒔はさも恐ろしそうに身ぶるいをする。

　口元に指をあてて、篁はなにかを思案するように目を伏ふせた。

「……だな」

「はい？」

　主人の言葉が聞きとれず、津蒔は首をかしげる。篁はなんでもないと手をふった。

「いや、ではおまえは楓についていてやってくれ。あれはそういう話にめっぽう弱い」

　楓は口元をほころばせた。

「ええ、そうでございますね」

　幼いころから、雷かみなりの夜や恐ろしい話を聞いた晩など、楓は眠ねむることができなくなってその度たびに津蒔に泣きついていた。陸奥に行く前は篁も、たびたび楓が眠るまで傍そばについてやっていたものだ。

　津蒔を下がらせ、篁は腕を組んで片手を顎あごにそえた。てのひらに隠かくれた口元は、笑っている。

「百鬼夜行か」

　つぶやいて、彼は目を輝かがやかせた。

「それは、おもしろそうだ」







　陸奥に行く前は、こんなことは考えもしなかったと思う。

　とっぷりと日も暮れて、夜の闇やみが都を覆おおい、人々が寝ね静しずまってから、篁は家人に気け取どられないように細心の注意を払はらって、邸やしきを抜ぬけ出した。

　人通りの絶えた広大な朱雀大路。両りよう脇わきに立ち並ぶ柳やなぎの幹に背をもたせかけ、彼は待った。

「はやく来い、夜行の鬼ども」

　緑多く雪深かった陸奥の大地。名もない神々と精せい霊れいの宿るかの地で、篁はさまざまなものと出会い、異能の力を見いだされたのだ。

　それまでそよいでいた風が、唐とう突とつにやんだ。

　篁は目をしばたたかせ、それから柳を離はなれ大路の中央に向かう。

　──来る。

　なまあたたかい風が、羅城門の方角から吹ふき、彼の頰ほおを打つ。

　篁は笑った。

　ざわざわと、なにかが騒さわいでいる。その音が、風に乗って彼の耳に届いた。

　月も星もない真の闇。松明たいまつひとつ持たない彼の目は、しかし闇に覆われた大路をはっきりと見通していた。

　──大だい丈じよう夫ぶです。私がおりますから。

　心の一番奥おくで、なつかしい声が響ひびく。やさしい、暖かい、そして切ない、悲しい記き憶おくとともに、彼女の笑え顔がおが甦よみがえった。

　あの時、今と同じだけの力があったなら。

　唇くちびるを嚙かんで、てのひらを握にぎり締しめたとき、前方で、闇が動いた。

　大きくうねるようにして、何かが伸のび上がる。跳はねる。転がり落ちる。ふたたび伸び上がる。

　只ただ人びとの目に、その光景は映らない。徳の高い僧そう侶りよや、宮きゆう中ちゆうに仕える陰おん陽みよう師じや呪じゆ禁ごん師し、唱しよう門もん師じたちですら、もしかしたらただの黒い影かげにしか見えないのかもしれない。

　だが、篁には見える。はっきりと形をなす、絵巻物よりも恐ろしい姿の、異形の者。

　その才を持つものを、「見けん鬼き」と呼ぶのだ。

　その事を、篁はひとりの女房から教わった。ずっと昔の、幼かったころに。見るだけで、ただそれだけで、他にはなんの力も持たなかった、非力なころに。

　そして、自分を守るすべを持たない篁の盾たてとなって、彼女は命を失った。

　彼女を失ったこと。そして、もうひとつの事件をきっかけに、彼のたぐい稀まれなる異能の才は覚かく醒せいした。

　篁は目を閉じて、回想する。

『見鬼自体は、さして珍めずらしくはない。だが、おまえの力は桁けた外はずれだな』

　そう言って笑った、修しゆ験げん者じやがいた。

　通常、見鬼にはそういったたぐいのものが寄りつきやすい。彼らは、自分の存在を認めるものを好む。だから、幼い篁のもとに、異形たちは毎晩のように現われたのだ。だが、覚醒以来、彼のもとに異形が訪おとずれたことは一度もない。

　そう言うと、あの男は声をたてて笑った。

『それは、いまのおまえの力が強すぎるのさ。だから、へたなものは近寄れない。逆に大物はおまえを格好の餌え食じきとみなすだろうよ』

　そして、陸奥で出会った、太たい慎しんという名の修験者は、ひとつの武具を授さずけてくれたのだった。

　考えてみれば、あの男がいったい何者であったのか、篁は知らない。

　ざわざわと行進していたあやかしたちは、篁の姿を認めてぴたりととまった。

　警けい戒かいするように篁をにらみすえ、威い嚇かくの気を放ってくる。

「……来いよ」

　異形たちに向けてついと手を差しのばし、彼は楽しそうに続けた。

「俺おれは遊びにきたんだ。相手をするくらい、かまわないだろう？」

　無む邪じや気きに笑って紡つむがれた言葉は、その相手が人間だったらたわいのない台詞せりふだっただろう。だが、相手は異形のあやかしなのだ。

　ざわざわと、意味の解せぬ言葉で異形の者たちは話しているようだった。篁はおとなしく待っている。

　やがて、先頭を切っていた一匹ぴきの妖よう怪かいが、「いいだろう」とでも言いたげな仕草で顎とおぼしき部分を大きくしゃくった。

　別の魔ま物ものが篁の傍までやってきて、背に乗れといわんばかりに大きな身体を屈かがめる。

　遠えん慮りよなく飛び乗って、篁は目を輝かせた。

　羅城門の方に、長くのびている異形の行列。それらはふたたび朱雀門を目指して動きだす。







　百鬼夜行の先頭に、人間の姿がある。否いな、あれはおそらく、人の姿をした鬼おに。

　そんな噂うわさが広まるのは、すこしあとになってからだった──。
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　理解を超こえた状じよう況きように、融は陥おちいっていた。

「おや、冷めてしまったね。代わりを煎いれよう」

　融の前に置かれていた白磁の器を取り上げて、燎琉は衝つい立たてのうしろに一度引っこみ、新しい器を持ってきた。

「この菓か子しは絶品なんだ、食べてみてよ」

　燎琉かがるのあとから陸くが幹みが、のんきな顔をして菓子器を持って現われる。半はん透とう明めいの星のような、小さな菓子だ。言われるままに食べてみると、とても甘あまかった。

「甘い……」

「うん、甘いものは疲つかれているとき、とても身体にいいんだって。父上が教えてくれた」

「篁も食べるといい」

　閻羅王が話を振ふると、そっぽを向いていた篁はがばっと振り返って吠ほえたてた。

「やかましいっ」

「篁、お茶が入ったよ。そんなところで拗すねてないで、おまえもこっちにおいで」

　相も変わらず穏おだやかな口調で、燎琉が手招きをする。

「すっ……！」

　反論しようとして篁は口をひらきかけたが、燎琉の笑え顔がおに毒気を抜ぬかれたらしく一度沈ちん没ぼつした。それから頭を振って、不ふ機き嫌げん極きわまりない顔をしながらも言われたとおりにやってきた。

　融は啞あ然ぜんとそれを見ている。







　客人にはもてなしを、ということで、燎琉は融と篁を別室に案内した。

　そちらの部屋にもやはり衝立てがあって、中央に円えん卓たく、細工のされた椅い子すが五脚きやく。そのひとつを勧すすめられ、言われるままに席についた融の前に、燎琉は白磁の器に茶を煎れて出した。篁の分もあったのだが、彼は円卓につかず、窓の横の壁かべにもたれてあさっての方を向いていたのだ。閻羅王は残業をとっととやっつけ、すこし遅おくれて登場し、茶菓子がないなと言って衝立てのうしろに引っこんだ。

　あの衝立てのうしろには、いったいなにがあるのだろうか。奥おく行ゆきはあまりなさそうなのに、さっきからずいぶんといろいろなものが出てくる。

　茫ぼう然ぜんと茶を頂きながら、融は脈みやく絡らくもないことをつらつらと考えている。

　なぜこんな状況になったのか。

　最初、閻羅王の執しつ務む室しつ（だったのだ、さっきの部屋は）で、融はとりあえず最大の疑問を篁にぶつけたのだ。

「篁、おまえはいったいなにをやっているんだ！」

　と。

　当然篁は沈ちん黙もくを決めこんでなにも答えてくれなかった。

　ある程度の予測はしていたので、融はめげなかった。負けずに再さい攻こう撃げきをかけようと口をひらく。が、彼がなにかを言う前に、隣となりの燎琉があっさりとこう言った。

「篁は、父上の命令で冥めい府ふの役人をやっているんだよ」

「はい!?」

　すっとんきょうな声をあげる融に、燎琉は続けた。

「二年ばかり前に百ひやつ鬼き夜や行ぎようと遊んでいるところを、わたしが見つけてね。これは逸いつ材ざいだと思ってその場で声をスカかけウトしたんだ」

「……はぁ」

　融、茫然。

「有能だし優ゆう秀しゆうだし手て際ぎわもいいし頭もいいし勘かんもいいし顔もいいし、これで性格がよければ言うことなしなんだけど、まぁ人間にはひとつやふたつは欠点があったほうが、おもしろいからねぇ」

　ほくほくと笑ってかなり手て酷ひどいことを言う。だが真実なので融はあえて否定はしなかった。

　そんな燎琉に、篁は恐おそろしい目をして低く低くうなった。

「……それは秘ひ密みつ厳げん守しゆ、他言無用じゃなかったのか」

「いまさらだろう。それに、後をつけられたのはおまえの失態じゃないか。人にあたるものではないよ」

　篁はふいっとあさっての方を向く。しかしその顔が「あとで覚えていろ」と言っているのを、融は見み逃のがさなかった。それにしても、このふたりのやりとりはいろいろな意味ですごい。

　おどろくことが多すぎて頭の中が真っ白になってしまった融に気づき、燎琉は閻羅王を見やった。

「父上、場所を変えます。それに早く残務を終わらせてください、官かん吏りたちが大変なんですから」

「うむ。私もあとで行く」

　そして、案内されるままに移動して、融は今円卓について茶をすすっている。

　篁が、冥府の役人として閻羅王の勅ちよく命めいを受けたのは二年前からだという。ということは、陸奥から戻もどってすぐだ。

　仕事内容は、おもに怨おん霊りよう退治、悪鬼調ちよう伏ぶく。ごくたまに迷まよった死者を冥府に案内したり、誤って命を落としたものを現世に導いたりもするらしい。

　そうか、それであの女を追っていたのか。

　なるほどなぁ、謎なぞはすべて解けたぞ。

　ふむふむとうなずいて、融はふいに首を傾かしげた。

「おや？」

　何かが引っかかる。気づいたらしい篁が、無言で視線だけを向けてきた。

　そう、篁だ。

　融はまばたきをした。

「……篁、聞いてもいいか」

　そっと問いかけてみると、無言が返ってきた。これは肯こう定ていの無言だ。付き合いが長いので、そのあたりの判別はつく。

「昔、おまえがはじめて参さん内だいした宴うたげの晩に、おまえ、桜のところにいたよな」

　篁は目を細める。これも肯定。

　噂うわさが、あったのだ。内裏の一角にある五本の桜。その根元に、夜な夜な幽霊がたたずむと。噂の真しん偽ぎを確かめようと、融の友人たちは桜を見に行き、そこで篁を目もく撃げきした。

　その話を聞いたとき、篁の本性を知っている融は「きっとひと眠ねむりしにいったんだ」と信じて疑わなかった。だが。

　その日以来、桜の根元に幽ゆう霊れいが出たという話は、ぱたりと止やんだ。

　そのときすでに、篁は冥官に任じられていた。ということは。

「……おまえ、なんかやったのか……？」

　篁は答えない。その代わりに、閻羅王が口をひらいた。

「冥官としての初仕事だったのだよ」

　それだけで、融はすべてを諒りよう解かいした。

　すとんと、すべての符号が合ったような気がした。

　幼いころから不思議なものが見えていた篁。だが、その見鬼の才は、長ずれば消えるのだろうと思っていた。それに陸奥に行ってから、そんな話は聞かなくなっていたのですっかり忘れていた。だが、その異能はなくなるどころかますます冴さえわたり研とぎ澄すまされ、神器名剣と退たい魔まの弓を携たずさえ、人知れず暗あん躍やくしていたのだ。

　なんということだろう。こんな話、実際におのれの目で見ていなければ到とう底てい信じることなどできはしない。

　ああ、だから。

　だから篁はなにも言わなかったのか。べつに融と一線を画したわけでもなんでもなく。

　額を押おさえて息をつき、なんとなく安あん堵どする。

「……おい、なに考えてる」

「え、なにが」

　唐とう突とつに、篁は不機嫌な物言いで口を開いた。

「言っておくが、金こん輪りん際ざいこの件を口にするな。他言無用秘密厳守、よけいな首はつっこまずおとなしくしていろよ」

「わかったわかった」

　うなずきながら、しかし顔がついつい笑ってしまうのは仕方がない。だが篁にはそれが気に入らないらしい。

「わかってないだろう、その顔は絶対にわかってないぞ。だいたいおまえは昔からそうなんだ」

「わかったって言ってるだろう、信じろよ。ほんとにおまえも昔から疑うたぐり深いな」

「お取りこみ中申し訳ありませんが」

　幼なじみの口くち喧げん嘩かに発展しそうになったふたりのあいだに、妙みように丁てい寧ねいな物言いで燎琉が割って入った。

「真ま面じ目めな話をしよう。篁、井上は手て強ごわい。今回の件は、今までとはわけがちがうぞ」

　先さき程ほどまでののんきな口調とはうってかわった真しん剣けんな声こわ音ねだった。だが篁はふんとばかりに片目をすがめる。

「どうちがうというんだ」

　燎琉は腕うでを組んだ。そして思案するように一度目を伏ふせる。

「……どうもおまえは攻こう撃げき型だな、防ぼう御ぎよがおろそかな傾向にある。今までの雑魚ざこ相手だったらそれでもよかったが、この先のことを考えると、いまのままではまずいだろう」

　事実、篁は命を落としかけた。燎琉の出した仙せん薬やくで回復はしたが、井上とふたたび対たい峙じしたとき、無事でいられるという保証はない。

　燎琉は篁を見み据すえた。

「ゆえに、おまえに守り手を与あたえる」

「いらん」

　間かん髪はつ入れぬ、即そく答とうだった。にべもない、というのはまさにこのことだろう。

　途と端たんに、燎琉はがくりと肩かたを落とす。

「篁、またそういう強がりを……」

　篁はふんとそっぽを向いて聞く耳を持たない。

「いらんわ、うっとうしい。だいたい井上があんなに手て強ごわいと、教えなかったのはあんたの失態ミスだろう」

　これには、ずっとおとなしくしていた陸幹が抗こう議ぎの声を上げた。

「それは仕方ないよ。父上だって兄上だって知らなかったんだから。あんなに力をつけているなんてこれっぽっちも考えなかったんだ、ずっと眠ねむってただけだった御ご霊りようが力を増してるなんて、誰も思わないよ」

「陸幹、おまえは黙だまっておいで。もう遅おそいし、部屋に戻っておやすみ」

「えぇ、でも篁だって来てるのに……」

　陸幹は不満そうに言いさしたが、兄と父、双そう方ほうの視線を受けてしゅんと肩を落とした。

「篁、また来るよね。今度は明るいうちに来てね」

「わかったわかった」

　子ども相手なので、篁もそれほど冷たいもの言いはしない。

　陸幹少年が扉とびらの向こうに消えると、それまで口を閉ざしていた閻羅王が、静かに口を開いた。

「薬くす子この変から早九年。神かみ野のの手によって鎮しずめられ、ひっそりと眠っていたはずの怨霊が突とつ然ぜん目覚めた。この事態を早々に収めるためにも、おまえがなんといおうと守り手はつける」

　弘こう仁にん元年（八一〇年）、藤ふじ原わらの仲なか成なり、薬子兄妹にそそのかされた平へい城ぜい上皇が、平安京を廃はいし、皇都を平城に移すと命令、重ちよう祚そを図はかった。今きん上じよう帝ていにしてみれば青天の霹へき靂れき。だが、帝みかどは尚ないし侍のかみであった薬子の位官を廃し、仲成を左さ遷せんさせ平城上皇を入道させ、決着をつけたのだ。

　その事件を、「薬子の変」と呼ぶ。

　余談だが、そのとき朝ちよう廷ていの機密保持のために設けられたのが「蔵くろ人うど」。都の治安維い持じのためには「検け非び違い使し」が置かれ、双方とも令りよう外げの官として大きな役割をはたしている。

「いらんと言っとるだろうが、あんたも大たい概がいしつこいな」

　冥めい府ふ十君主のひとりである閻羅王をつかまえて「あんた」呼ばわりする篁は、かなりの大人物だと融は思う。

　それにしても、話が見えない。

　薬子の変は融も知っている。物心ついてから起こった、かなり大きな事件だった。それをわずか数日で収めた帝の手しゆ腕わんに、幼いながらもいたく感動したものだ。

　だが、その薬子の変と今回の事件といったいなんの関かかわりがあるのだろうか。

「おい篁、頼たのむから俺おれにもわかるように説明して……くれるわけないよな、はい、ごめんなさい」

　言いかけた融だったが、篁ににらまれて即そく座ざに謝って肩を落とす。のけ者状態だ。

　見み兼かねた燎琉が助け船を出してくれた。

「父上、いっそすべて話してしまったほうが、いらない誤解を受けないのでは」

　それもそうだな、と頷うなずいて、閻羅王は融に向き直った。

「実は、薬子が平城をそそのかしたのは、彼女の意志ではない」

　そして、彼女の兄仲成もまた、別の意志によって乱を起こすための手て駒ごまとされていただけだったのだ。

「……井上だよ」

　ふいに、それまで沈ちん黙もくしていた篁が口を挟はさんだ。円えん卓たくに肘ひじをつき、ふてぶてしい態度で、だが口調は真剣そのものだ。

「変が起こるすこし前、俺は父に連れられて上皇の見み舞まいにいったのさ。薬子と仲成にもじかに会った。そのとき、見た」

　篁の持つ、見鬼の力。その力は、薬子のうしろにぴたりと憑ついた、恐おそろしくも美しい女の姿を、篁の目にはっきりと映し出していた。

　そして、仲成のうしろにも、怨うらみの念を放つ男の姿があった。

　篁は一同に向き直り、腕うでを組んですこし首を傾かたむけ、上うわ目めづかいに融を見た。

「井上という名に、聞きおぼえはないか？　皇家にゆかりのある、皇家を怨んで死んでいった、女。ともすれば今上の血筋を絶やさんとするほどのすさまじい怨おん念ねんを持つ者だ。名門橘の御おん曹ぞう司し、融。おまえだったら名前くらいは知っているはずだ」

　篁の台詞せりふを聞いていた融はすこし考えこむようにして額を押おさえた。

「いのえ、井上…て……、え……？」

　融は、目を見ひらいた。

　知っている。名前を、その存在を。

　彼が生まれる以前の話。けっして表だって語られることはないが、ひそやかに、ごくひそやかに語り継つがれてきた話。

　今上帝の父君、先々代の桓かん武むの帝が、平安の都に遷せん都とするにいたった、その原因のひとつだとして、その名を聞いている。

　融は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「まさか……井上皇こう后ごうなのか……？」

「そのまさかだよ、融クン」

　腕を組んだまま、篁は唇くちびるをつりあげ口先だけで笑った。
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　春の、夕暮れだった。

　大和やまとの国くに宇う智ち郡ごおりにある小さな宮に、人目を避さけるようにして、ひとりの老人が訪おとずれた。

「まぁ、主上おかみ……！」

　不自由な生活を強しいられていた井上は、訪ほう問もん者しやを見るなり目を輝かがやかせた。

　彼女がこの宮に幽ゆう閉へいされてから、三年の月日が流れていた。その間、天子であり夫である、年老いた光こう仁にん帝が姿を見せたのは、初めてのことだった。

「お待ち申し上げておりました。かならずや主上が、妾わらわと他おさ戸べ王を救ってくださると」

　彼女と息子であり皇太子であった他戸親王を廃后、廃太子したのは、藤原百もも川かわであった。百川は光仁帝と高たか野のの新にい笠かさとの皇子、山やま部べ王を皇太子に据すえるために、邪魔な井上皇后と他戸皇太子を陥おとしいれようとし、彼らが呪じゆ咀そを行なっていると、光仁帝に進言したのだ。

　立ちすくむ帝の前に膝ひざをつき、井上は必死で言い継ついだ。

「主上、妾たちはけっして呪咀など行なってはおりませぬ」

「ではなぜ、ことあるごとに、籠こもり祈き禱とうをしていたのだ。百川はそれこそが呪咀であったと申したぞ」

　そんな、と井上は血相を変えた。

「妾は主上の御おん為ために、ひたすらに国家鎮ちん護ごを祈いのっていたのでございます。なにゆえ妾が呪咀などしなければならぬとおっしゃるのですか……！」

　井上は光仁帝が即位する以前の、白しら壁かべ王と呼ばれていたころに彼のもとに嫁とついだ。嫁ぐまでは、伊い勢せの神じん宮ぐうで斎さい宮ぐうの任についていた。

　彼女にとって、ことあるごとに神に祈禱することは、ごく自然の行こう為いだったのだ。

　藤原百川は、そこに目をつけた。

　宝ほう亀き三年（七七二年）、百川は帝に進言した。

　皇后および皇太子が、帝を呪咀しているとの密告があった、と。このまま捨て置けば、呪咀は成じよう就じゆし帝の命が危あやうくなるであろう、と。

　そうなる前に一刻も早く廃位を、さもなくば帝のお命が。

　もっとも信しん頼らいする百川にそう言われれば、光仁帝としても信じるよりほかにすべがない。

　井上皇后と他戸皇太子は廃位され、幽閉された。

　そして、翌宝亀四年（七七三年）、山部王は立太子している。すべては百川の思おも惑わくのままに。

　幽閉されていた井上は、その報を受け絶望した。

　なんということだろう。わが子他戸をさし置いて、異国の血を引く者が太子の地位に立とうとは。

　山部王の生母高野新笠は、百済くだら系渡と来らい人じんの血を引く者だったのだ。

「ああ、主上。どうか妾を信じてくださいませ。けっして、呪咀など行なってはおりませぬ、天地神明に誓ちかって、けっして……！」

　が、光仁帝は黙って首を振った。目を閉じ、ぽつりと言う。

「いまさら、どうして信じることなどできようか……」

　この三年のあいだに、井上と他戸の呪咀を裏づける数々の証しよう拠こが見つかっている。それらはすべて百川の手によって偽ぎ造ぞうされたものだったが、光仁帝にそれを見破ることはできなかった。信頼する百川の言が偽いつわりであるとは、思いもしなかったのだ。

　井上は絶望にうちひしがれた瞳で夫を見あげていた。

「……主上……」

　信じて、いたのだ。

　自分たちを陥おとしいれたのは藤原百川、だが帝は、帝だけはきっと自分たちの無実を信じてくれているだろう、と。

　山部王が立太子したと報を受けても、そう信ずればこそ、この屈くつ辱じよく的な幽閉生活にも耐たえることができた。いつか、帝が冤えん罪ざいを晴らしてくれるはずだと、それだけを願って。

「……本気で…そのようなことを……」

　震ふるえる唇が言葉を紡つむぐ。光仁帝はなにも語らず、彼女を見ていた。その冷えた面おもてに、井上は最後の希望の光が消えたことを知った。

　そして。

　まばたくことすらできずに光仁帝を見あげていた井上の目から、一ひと粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

　この三年の間、一度として流したことのない涙。

　聖しよう武む帝を父に持つ内親王としての誇ほこり高さ。そして、信じていた夫の裏切り。

　光仁帝は、もはやその涙にすら心を動かされなかった。ただ黙って、きびすを返す。

　その背に、井上はふるえを帯びた言葉を吐きだした。

「憶えておかれよ、白壁王よ。妾と他戸の、この嘆なげきを……！」

　去りゆく帝を、あえて即位前の「白壁」と呼んだ井上の胸中は、誰だれにもわからなかった。







　そして。

　その夜、無名で届けられた酒を口にし、井上は息絶える。

　血を吐はいて倒たおれた母の姿を見、息子他戸王は嘆たん泣きゆうした。

　つづいて毒酒をあおる間ま際ぎわ、彼は呪のろいの言葉を吐く。

「山部よ、百川よ、そしてわが父白壁王よ。未来永えい劫ごう、貴様らを赦ゆるしはせぬ…！」

　それから八年後の天てん応のう元年（七八一年）、山部皇太子は光仁帝より譲じよう位いされ、即位する。

　後世に「桓武帝」と諡おくりなされる山部は、こののち生しよう涯がい怨おん霊りように悩なやまされ続けることになる。







　ふうと目をひらき、井上は中空にかかる月げつ華かを見あげた。

　風が吹ふいている。

「……ひさかたぶりに、なつかしい夢を見たわ……」

　まどろむように目をとじて、彼女は薄うすく微び笑しようした。

　何年前になるのだろうか。

　すべてに絶望し、彼女は毒どく杯はいをあおった。生きる意味など、失った。

　そして怨霊と化し、桓武帝を追い詰つめたのだ。

　くつくつと、喉のどの奥おくから低い笑いが漏もれる。

　彼女らを恐おそれた桓武帝は、長なが岡おか京に遷都した。が、そこでも事件は起こる。

　桓武は実弟早さわ良ら親王を、結果として死に追いやった。

　自ら命を絶った早良親王は、そののち長く桓武帝を祟たたるのだ。井上らと同じように。

　平安京への遷都は、怨霊を恐れた桓武帝の最後の手段だった。

　四神に守られた平安の都。ここに逃にげ、怨霊を鎮しずめるために上かみ御ご霊りよう神社を建こん立りゆうして。

「……なんという子どもだましよ」

　吐きすてて、彼女は両手を月にかかげた。

　この地を守る四神の霊れい力りよくは強大。そのままでは、彼女の望みは果たせない。

「我わが君、すぐに、すぐに解放してさしあげますわ。ですから」

　かならずや、我らの悲願を。

　白壁王の血筋、桓武帝の血脈を、根絶やしに。

　彼女らを廃はい位いに追いやった藤原一門を、彼女らを見殺しにした貴族たちを、滅ほろぼすために。

　井上は笑う。

　凄せい絶ぜつに、だが穏おだやかに、楽しげに、嬉うれしげに。

　月華を見あげ、仇あだし野の風に吹かれて、嗤わらう。

　刻ときは、すぐそこまで近づいている────
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　小野篁は、不ふ機き嫌げんだった。

「いいね、篁。おまえがいくら否いな、と言おうと、吠ほえようと、喚わめこうと、叫さけぼうと、守り手はつける。これは私の命めいであるとともに、閻羅王の勅ちよく命めいだ」

「……そーかい」

　仏頂面で吐きすてて、篁は燎琉をねめつけた。

「だがあんたがなんといおうと、守り手なんざいらんわ。何度も言うがうっとうしいことこの上ない」

　きっぱりと言いきって、篁は立ちあがると融を一いち瞥べつした。

「帰るぞ」

　そのまま融を待たずに部屋を出ていこうとする篁の背に、燎琉はめげずに繰くり返した。

「つけるよ、いいね。わかったね」

「やかましいっ」

　篁はがばりと振り向いて融っとがなり立てる。だだっ子のような幼なじみの様子に、融はあきらめたように席を立つ。

「はいはい、いま行くよ」

　その背に、燎琉は穏やかに笑ってみせた。

「またおいで」

「あ、はい」

　ぺこっと頭をさげて、融はばたばたと出ていく。

　閻羅王はやれやれといった体ていでため息をつくと、ふいに真しん剣けんな顔をして、背後の衝つい立たてを肩かた越ごしに見やった。

「そういうわけだ、──行ってくれ」

　なにかが、うなずく気配がした。

　閻羅王がうなずきを返すと、それは瞬しゆん時じに消え去る。

　見届けた閻羅王と燎琉は窓まど際ぎわに寄って、帰っていく篁と融のうしろ姿を見送る。

「……しかし、あの者、よく冥めい道どうに辿たどり着くことができたな」

　かの寺の堂に繫つながる、この冥府に通ずる道。常人は冥道に入ることも、見つけることもできないというのに。

「なんの苦もなく入りこんできたぞ、あれは。見鬼でもないようだし、なにか異能の力を持っているようにも思えんが……」

「星の定めでしょう」

　父の言葉を受けて、燎琉は静かに断言する。

「篁の傍そばにあることは、橘融の星せい宿しゆく。これはしかし、父上の管かん轄かつ外がいです」

　穏やかに笑えむ息子を見て、閻羅王は納なつ得とくしたように目をしばたたかせた。

「……なるほど。おまえが言うならば、そうなのだろうな」

「はい」

　冥府第だい一いち殿でんをあずかる閻羅王の職務は、人間の生死をつかさどり、罪をさばくこと。生者の宿命は、彼の職務の範はん疇ちゆうではない。

「篁のかたわらに在ある者たちは、在るべくして集つどっています。彼らなくしては『小野篁』はありえない。……わたしを含ふくめて」

　深い意味を持つ息子の言葉に、閻羅王は静かにうなずいた。
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　篁と融は、長いながい一本道をひたすらに歩いていた。

「俺おれの苦労をどうしてくれる、この二年の苦労がすべて水の泡あわだ」

　先刻から憤ふん然ぜんと文句を並べたてている篁に、融は不思議そうな視線を向けていた。

「篁、それってどういうことだよ」

「うるさい」

　ぴしゃりと言い放ち、彼は大きく息を吐きだして融をじっとねめつけた。

「覚かく悟ごしろよ、すべて知った以上、容よう赦しやも遠えん慮りよもないからな」

「────え？」

　ちょっと待て。まるでまだ情け容赦があったとでも言いたげな口くち振ぶりではないか。いままでも充じゆう分ぶん容赦も遠慮もなかったと融は思っていたが、あれは気のせいか。

　融は恐おそる恐る問いかけた。

「もしもし、篁さん？　容赦しないというのはいったい……」

　融を一瞥し、しかし篁は返答はしなかった。

　彼は、怒おこっていた。素しろ人うとのくせに首を突つっこんできた融にも怒っていたし、潮しお時どきだなんだとぬかしてすべて話してしまった閻羅王たちにも怒っていた。

　だが、それ以上に、おそらく融を巻きこんでしまうであろう自分自身に対して、篁は怒っているのだ。

　この苛酷な運命に巻きこまないために、黙だまっていたのに。自分がどんな目に遭あおうとも、なにも知らなければ心配することも、かかわってくることもない。危険な思いをするのは自分だけでいい。それなのに。

　この馬ば鹿かは、ちっともそれをわからないのだ。

　いまも胸につき刺ささる、棘とげのような辛つらい記き憶おくがある。二度とあんな思いをしないために、強くなろうと心に決めた。

　──そうだ。もう、あんな思いはしたくない。

　となりの篁につられ、しばらく黙っていた融は、重苦しい沈ちん黙もくに耐たえかねて口をひらいた。

「……なぁ篁、この道はどこに続くんだ？」

　問いに対する答えは、きわめて簡かん潔けつだった。

「さぁ。最後まで行ったことがないからわからん」

「あの寺の堂は、ここに繫がってるのか？」

「さぁ。考えたこともなかった」

「……どうやったらもとの世界に帰れるんだ」

「さぁ。適当に歩いてたら、そのうち人界につくだろ」

　融はがっくりと肩を落とし、立ち止まってふかぶかと息を吐きだした。

　気づいた篁が足を止めて振り返る。融はうつむいたまま篁を見た。本当だったら上うわ目めづかいになるところだが、融の方が頭分背が高いから、そうはならない。

「……真ま面じ目めに答えろよ」

「俺は至って真面目だ。実際、深く考えたことがないんだ、急に言われたって知らんわ」

　だいたいひとりで冥府に来ていたときは、何も考えずに堂に入ってこの道に出て、第一殿に行って、帰るときもこの道を歩いていると突とつ然ぜん堂に戻もどっている。考える必要などまったくなかったのだ。

　篁はふんぞりかえった。

「つらつら歩いてりゃ、いずれは戻れるだろうさ。つべこべ言ってないで足を動かせ、足を」

　わからないクセに、どうしてそんなに偉そうなんだ……と融は思ったが、ある意味篁の言っていることは正論なので、仕方なくそれにしたがった。こういう場で押しが弱いから、篁に言いたい放題されるのだとわかってはいるのだが、どうせ口で勝てたためしはないので、融のあきらめも早い。

　暗い道は、果てしなく続いている。ここをひとりきりで歩くのは、かなりご遠慮申し上げたい気分の融だ。

　気を紛まぎらわせるために、思いついたことを口にしてみる。

「……そういえば、冥官の仕事というのは、どういうものなんだ？」

「さっきも言っただろうが」

　憮ぶ然ぜんと返ってきた答えに、だから、と融は食いさがった。

「実際にどんなことを今までやったか、だよ。差し障さわりのない程度でいいから、すこしは話が聞きたいなぁ、と思うわけだ」

　自分の知らない篁の活かつ躍やく、というものに、ものすごく興味がある。できたら陸奥時代の話なども、聞きたいと思う融だ。

　もっとも、篁がその気にならなかったら、それは生しよう涯がい語られることのない話なのだが。

　すたすたと道を行きながら、篁はちらりと融を見やった。

「……内だい裏りでおまえの肩かたから雑ざつ鬼きをばしばし払はらい落としたことは何度もあるぞ」

「……へ？」

　目を丸くする融を眺ながめやり、篁は薄うすく笑った。

「内裏こそ、百ひやつ鬼き夜や行ぎようのうごめく魔ま所しよさ。そこら中に霊れいや鬼おにが徘はい徊かいしている。見えない奴やつらは幸せそのものだが、すこしでも見鬼の素質があるものに、あの場はさぞ辛つらかろう」

　融は素直に感かん嘆たんした。

「そうなのかぁ。良かった、俺凡ぼん人じんで」

「……。そうだな」

　のんきな融の言葉に、篁は意味ありげな間のあとにそう言った。

　実は、融は本人の望むと望まざるにかかわらず、大変雑鬼に好かれる性質で、彼が内裏に参内するのを待ち構えている鬼たちが群れをなしているのだが、篁はあえてそれは告げなかった。

　べつに彼らに害意はない。ただ単純に、融のそばが居心地がよく、肩や頭の上に乗っては居い眠ねむりをしたりしているだけだからだ。

　しかし篁にしてみると、融と話すたびにさまざまな雑鬼が自分を物もの珍めずらしそうに覗のぞき込んでくるのがとてもうっとうしい。だから容赦なくたたき落とす。そうされると雑鬼たちは篁がいるかぎり融の傍そばに近寄れない。すこし距きよ離りをおいて彼らを見ているさまは、見えたらさぞかし大おお騒さわぎになるだろう。

　それにしても、と融は眉まゆを曇くもらせる。

「……桓武の帝みかどの治世からずいぶん時が経たっているのに、その怨うらみはいまなお果てることはないのか……」

「当然だろう」

　なにを当たり前のことを、と篁は呆あきれたように融をねめつけた。

「怨おん霊りようと化す程ほどの深く暗い怨みの念が、そうそう簡単に消えてたまるか」

「だが、上御霊神社に祀まつられて平安の都を守っているのだと、俺はずっと聞かされてきたんだ」

「そんな戯ざれ言ごとを信じてたのか、融。考えてもみろよ、自分を失しつ脚きやくさせ死に追いやった相手をそうそう簡単に赦ゆるせるか？　さらに、仇かたきが作った都をどうして守れるというんだ。俺だったら絶対、どんな手を使ってでも滅ほろぼすぞ」

「……そりゃおまえはそうだろうよ」

　篁には聞こえないようちいさな声でつぶやいて、融はどんよりと顔を曇らせた。

　融がなにを考えているのかだいたいの見当がつく篁は、幼なじみを放って自分の思考に没ぼつ頭とうする。

　井上皇こう后ごうと他戸親王、そして早良親王の怨霊に祟たたられ続けた桓武帝は、長岡京を経て平安京に逃にげこんだ。安住の地を求めて。だが、怨霊はなおも桓武帝を苦しめた。

　平安の都には、様々な呪じゆ法ほうが施ほどこされている。さきに融が口にした「上御霊神社」も、都を守護する布石のひとつだ。

　怨む相手を守る立場におかれて、鎮しずまることなどできるはずがない。

　薬子の変で平城上皇が皇都を平城京に戻そうとしたのは、おそらく井上に操あやつられた薬子の進言があったからであろう。

　井上には許せなかったのだ。雷らい神じんと合ごう祀しされることで呪じゆ縛ばくを受け、憎にくんでもあまりある桓武の作った都を、守護する立場にされたことが。

　だが、薬子の変は鎮ちん圧あつされ、井上の怨霊は術者神かみ野のに鎮められた。

　なぜいまになって、という思いが、しないわけではない。だが、人界に仇あだなす悪鬼怨霊を討うち果たすのが、閻羅王によって冥めい官かんに任じられた自分の仕事だ。言われたとおりに働くのは少々癇かんに障さわることもあるが。

　篁は思い巡めぐらす。

　井上皇后は、いったいなにをしようとしているのだろうか。彼女は誰だれかを捜さがしていたのだ。そしてどうやらその相手は、自分であるらしい。

　彼女が必要としているのは、自分の持つ見鬼の才なのだろうか。

　尋じん常じようでない霊れい力りよく。異能の力。それらを欲し、──では彼女はなにをするつもりなのか。

　眉を寄せて難しい顔をしていた篁は、自分がいつのまにか立ち止まってしまったことにも気づいていなかった。

　隣となりにいたはずの篁の姿が突とつ然ぜん消えたので、融は慌あわててうしろを顧かえりみた。

　すこしさがったところに、口元に左手をそえて思案している無表情の篁がたたずんでいる。

「おい、篁」

　呼びかけても、返事はない。融はすこし戻った。

「篁、おい、戻ってこい」

　篁の目の前でひらひらと手を振ってみる。反応はない。

　融はため息をついた。篁はなにかの考えに没頭するとときどき彫ちよう刻こくのように動かなくなってしまうことがある。いまがまさにそうだ。こうなると、帰ってくるまでどうしようもない。

　彼のかたわらで融は所在なさげにたたずんで、周囲を見まわしたり上方を見あげたりしながら待った。

　どれほどそうしていただろうか。

　融はふいに、井上の最後の言葉を思い出した。

　──妾わらわは鳥辺野で待っている……

「……鳥辺野、って…鳥辺野だよな……」

　なにげなくつぶやくと、生ける彫刻だった篁の目が動いて融に据すえられた。

「…なんだと？」

　融は繰くり返した。

「鳥辺野。井上皇后が消え去る前に、鳥辺野で待っている、と言ってたなぁ、と思って」

「井上が……？」

　融はうなずいた。

　風ふう葬そう地ち、鳥辺野。平安京の南東に位置し、亡なき骸がらやされこうべが点在する地。異形の者や幽ゆう霊れいを見たという話があとを絶たない、昼間でも人の訪おとずれることのない場所だ。

　その地に、来いという。

　きっと井上は、笑っている。篁がかならず来ることを信じて疑わず、彼が訪れるのを待っている。

　辛しん酸さんをなめさせてくれた礼はしなければならない。来いというなら、行ってやるまでだ。

「……待ってろよ」

　篁は地を這はうような声でつぶやいた。

　一方の融は、自分の失言に気づいていた。

　しまった。篁は井上の言葉など聞いていなかったのだから、黙だまっていればよかったのだ。閻羅王も言っていたが、篁は我わが身を顧みないところがある。命の危険を、危険と思わないのだ。

　せっかく閻羅王が申し出た守り手の件を即そく答とうで断るほど、危機感がないというか無む鉄てつ砲ぽうというか。

　自分こそ、篁の危機に怨霊の前にあとさき考えず飛び出した無む謀ぼう者もののくせに、融はそれを棚たなにあげて篁分ぶん析せきをする。

　気にかかることは、まだある。

　井上の言った、「我が君」という言葉。

　それはいったい、誰だれを指しているのだろうか。







　ふたりがあの寺の堂に戻もどったのは、東空が白みかけたころだった。

　篁の言うとおりまっすぐ歩いていたはずだったのに、気がつけば堂にいた。そして動転する融には目もくれず、篁は堂を出た。

「……夜まで待つか」

　融に聞こえないようにそっとつぶやき、篁は追いついた幼なじみを見あげた。

「人目につかないうちに戻るぞ」

　刻ときはまだ暁あかつきのころ、急げば夜明け前に小野邸ていに辿たどり着ける。

　小野家の家人が起きだす前に帰っていないと、質問攻ぜめに会うことは明白。融にいたっては、主人をどうして止めなかったのだと津つ蒔まきあたりに非難されること受け合いだ。

　その状じよう況きようは、かなり嫌いやなものがある。

　融と篁は帰き途とを急いだ。







　ようやく到とう着ちやくした小野邸では、幸いまだ誰も起き出している気配はなかった。

　ほっとしながら物音を立てないよう静かに邸やしきに入り、篁の部屋に向かう。

　篁のうしろについていた融は、自室の妻つま戸どをそっと開いて中に入ろうとしていた篁が突とつ然ぜん止まったので、勢い余って篁にぶつかった。

「わっ。おい、急に立ち止まるなよ」

　抗こう議ぎの声に返答がない。

　融は訝いぶかしんで、隙すき間まから部屋を覗のぞき、篁とおなじように固まった。

　空からの夜具の横に、楓がいた。

　単衣ひとえの肩かたに袿うちぎを羽織り、楓はじっと座すわってみじろぎしない。

　おそらく、篁の様子が心配でたまらず、そっと様子を見にきて姿がないことに驚おどろき、しかし騒さわぐこともせずに戻ってくるのを待っていたのだろう。不安に心を痛めながら、ひたすら兄の無事を祈って。

　そう推察し、その健けな気げさに思わず目め頭がしらが熱くなった融は、黙って篁の背を小こ突づいた。

　凍こおりついていた篁ははっとしたようにして我に返ると、しばしの逡しゆん巡じゆんののち、黙もく然ぜんと室内に足を踏ふみ入れた。

　かたりと妻戸が音をたてる。

　楓は首をめぐらせ篁の姿を認めると、一いつ瞬しゆん泣きそうに目を細めた。

　歩み寄った篁の衣ころもに縋すがりついて顔を埋うずめ、全身で大きく息を吐きだすと、彼女は篁を見あげて穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「お帰りなさいませ」

　ぐっとつまった篁は、すこし間をおいてからうなずいた。そんな篁に楓は穏やかに言い募つのる。

「これからはせめて、楓にだけは出でかけることを教えてください。そうでないと、胸のつぶれる思いがします」

「……すまん」

　叱しかられた子どものように、篁は肩を落としてしゅんとしている。

　本当に昔から、篁は楓には弱いのだ。

　ふてぶてしくも尊大な態度を融にのみ見せるように、楓にしか見せない顔を篁は持っている。

　妻戸の陰かげからそれを見ていた融は、やれやれと息をついた。







　その日融は内だい裏りに、「物もの忌いみにつき参内を控ひかえる」と使いを出した。

　殿てん上じようを許されてから初のずる休みである。

　おお、初体験っ。

　などという感動などこれっぽっちも感じず、融はひたすら惰だ眠みんをむさぼった。

　昨夜は実にいろいろなことがあったから、心身共に疲ひ労ろう困こん憊ぱいしてしまったのだ。

　昼すぎに空腹をおぼえて目を覚さました融は、それでも起きだす気になれず、ごろごろしながらあれこれ考えていた。

　冥めい府ふ第だい一いち殿でんで聞かされた話はあまりにも突とつ飛ぴだったので、頭の中が混乱している。いまのうちに整理しないとそのうち思考回路が破は綻たんしてしまいそうだ。

　幼なじみが実は冥府の役人だった。

　まず、この時点で彼のそれまでの固定観念が打ち砕くだかれた。青天の霹へき靂れきというやつだ。

　いま京の都を恐きよう怖ふに陥おとしいれている怨おん霊りようは、廃はい后ごうされ毒殺された（おおやけには自然死となっているが、宮きゆう中ちゆうでは毒殺だとまことしやかに噂うわさされている）井上皇后だった。彼女の皇后位は一度剝はく奪だつされたが、延えん暦りやく十九年（八〇〇年）桓武帝によって復された。

　その井上は、平城上皇の側近であった藤原薬子に取り憑ついて、有名な「薬子の変」を起こしたのだという。しかしそれは術師神かみ野のによって阻はばまれ、井上の怨霊は鎮しずめられ眠ねむりについたはずだった。

　そこまで考えて、融は横になったまま首を傾かしげた。

「……神野、って誰だろう……」

　どこかで聞いたことがあるような気もするのだが、思い出せない。

　しばらく首をひねっていたがどうしても思い出せなかったので、どうやら知っているらしい篁にあとで聞いてみることにして考えるのをやめた。

　融が今日の参内をやめたのは、単純に疲つかれていたからだけではない。

　おそらく、かなりの確率で、篁は今夜鳥辺野に向かうだろう。事実、あの寺の堂から出たところで「夜まで待つか」とつぶやいている。彼は融には聞こえていないものと思っていたようだが。

「あまいぞ、篁」

　篁の声は、よく通るのだ。あんな暁の物音もほとんどしない状況では、余よ程ほどのことがないかぎり聞こえるのである。

　内裏で篁が上流貴族をこきおろす際、融が慌あわてて口を押おさえてでも止めようとするのは、それゆえである。内裏では、どこに誰がいて会話を聞いているかわからない。余計な火種はまかないに越こしたことはないのだ。何なに気げなくもらしたひとことのために、宮中から追放された貴族も少なくないのだから。

　そう思って融はふいに苦笑した。

　まったく、考えれば考えるほど篁は付き合いの難しいやっかいな奴やつだ。が、どうしたって嫌きらうことなどできないのだから、諦あきらめるしかないのだ。

　今夜、十割に近い確率で篁は鳥辺野に向かうはずだ。

　ここまで事件に首をつっこんでしまった以上、自分もついていくしかないだろう。

　なにをしにきた、足あし手でまといだ、とっとと帰れ、という篁の罵ば声せいが容よう赦しやなく浴びせられるだろうことを予測しつつ、しかし融はもう決めていた。







　融とおなじく、篁もまた内裏に「急病につき参内を控える」との使いを出して、一日ひたすら横になっていた。

　家人たちは、昨夜の今日だから、と疑うこともなく、篁を起こさぬようにと、呼ばれるまで部屋に近付くこともしなかった。食事は滋じ養ようのあるものを用意し、薬湯を出して回復を願う。

　篁が急病との報を聞き、兵部卿宮家の将義や守継らが見み舞まいに訪おとずれたが、臥ふせっているといって対面を遠えん慮りよしてもらった。

　そして、宵よいのころ。







　すっかり暗くなってから起き出した篁は、墨すみ染ぞめの衣をまとって狭霧丸を腰こしに佩はいた。

　誰だれにも見られぬ為ためには、夜よ闇やみに乗じる必要がある。特に、彼かれの邸がある右京から鳥辺野に行くには、左京を通り抜ぬけなければならない。

　そのまま邸を抜け出そうとして、重要なことを思い出し、きびすを返した篁は、家人に会わないように気を配りながら楓の部屋を訪れた。

　楓は、篁の姿を見て目を丸くした。

「兄さま、その出いで立ちは……」

　言いさして、絶句した妹に、篁は言った。

「遅おそくなる。待たずに休めよ」

「……はい」

　言葉すくなに頷うなずいて、楓はもの言いたげに篁を見つめる。

　篁のまとう墨染の衣。

　京に流れる噂を、楓も知っている。ではこの兄が、くだんの鬼おになのか。

　問えばおそらく、篁は答えてくれるだろう。だが、問うてはいけないような気がして、ゆえに楓はなにもたずねない。

　篁は楓の髪を軽く撫なで、それからその頭を愛いとおしげにぽくぽくとたたいた。

「今度、市いちを見にいこう。いろいろなものを売っているから、好きなものがあったら買ってやる」

　楓は黙だまってにこりと笑った。

「お気をつけて」

　そのひとことに、万感がこめられる。篁にもそれがわかった。

　彼はうなずくと、そのまま邸やしきを抜け出した。







　二条大路で篁は、よく見知った相手と遭そう遇ぐうした。

「……融」

　憮ぶ然ぜんとする篁に、融は晴れやかに笑った。

「遅かったな」

「遅かったな、じゃないっ！」

　小声で返し、篁は融の横を擦すり抜けた。

「とっとと帰れ。俺おれは忙いそがしい」

「俺も行くぞ」

　融の言葉に篁はぴたりと足をとめ、ゆらりと幼なじみを顧かえりみた。

「…もう一度言ってみろ」

　言い放ち、篁は鋭えい利りな眼光で融を射抜くようににらみすえた。

　対する融はしかし臆おくすることもなく、もう一度繰くり返す。

「俺も行く。とめるなよ」

「足手まといだ、邪じや魔まなことこの上ない。帰れ」

　口の悪さもここに極きわまれり。

　優ゆう雅がで優美な小野篁しか知らない内裏の連中に、この姿を一度拝ませてやりたい。

　殺人光線並みの篁の視線を真っ向こうから受けつつ、融はのんきにそんなことを考えた。

　付き合いが長いおかげで、どんなことを言われても負けない耐たい久きゆう力りよくを、融は持っている。

「足手まといで邪魔だろう。でも行く」

　きっぱりと断言して、融は真しん剣けんな表情をした。

「いざとなったら見捨ててくれ。覚かく悟ごはできている」

　ここまで言われては、篁にも同行を拒きよ否ひするすべがない。ここで殴なぐり倒たおすという手も一いつ瞬しゆん考えたが、そのまま気絶した融を小野邸ていに運ぶにしても、このでかい図体を運ぶのはかなり難なん儀ぎだ。かといって捨て置くわけにもいかない。橘邸に運ぶなど論外。

　選せん択たくの道は、残されていなかった。

「……勝手にしろ」

　なかばあきらめ口調で言った篁に、融は元気よくうなずいた。

「うん、勝手にする」

　篁は、うんざりした様子で深く息を吐きだした。










　　　　十




『桓かん々かんたり武ぶ王おう、厥その土を保有せり』

　桓武の諡おくりなは、この一節からきている。

　桓々とは勇ましく強いさまを表わし、武王とは中国周しゆうの時代を拓ひらいた人物を指している。

　すなわち、平安遷せん都とを行なった、桓武帝ていは、武王のようにスケールの大きい王者だった、とされているのだ。

「……たわけたことよ」

　忌いま忌ましげに吐きすてて、井上は美しい顔を歪ゆがめた。

　山部王は、そんな立派な諡を享うけられるような男ではなかった。

　藤原氏と手を組み、自分たちを失しつ脚きやくさせ、即そく位いのあかつきには実弟早さわ良ら親王までも死に追いやった。

　井上は頭上に輝かがやく満月を見あげた。

　ざっと風が駆かけ抜ぬけていく。

　風ふう葬そうの地・鳥辺野に人の影かげはない。転がる骸むくろや白骨のみが、彼かの女じよの様子をうかがっている。

「今こ宵よいこそ、満願成じよう就じゆの日」

　井上は血に濡ぬれたように赤い唇くちびるを、笑いの形につりあげた。

「長かった……」

　じきに、我らの待ち続けた生いけ贄にえが、悲願を成すための鍵かぎが、やってくる。

　井上は確信していた。

　あの、「破軍」の銘めいを受けた弓を携たずさえた若者は、かならずここに現われる。かの者の気性は、獲え物ものを逃のがすことを是ぜとしない。

　井上を打ち倒すために、「篁」と呼ばれた若者は、かならず来る。

　──早く……

　声が、響ひびく。低く、厳おごそかに、強く。

　井上はかしずくようにして、地に降り、立ち膝ひざをおって頭を下げた。

「いましばらくのお待ちを。さすれば、かならずや御み許もとに」

　彼女の言葉に、いらえはない。

　だが、彼女は笑った。満足そうに笑っていた。




　　　　◆◇◆




　鳥辺野は、巽たつみ（南東）の方角に位置している。

　人目を避さけながら鳥辺野に向かっていた篁は、なにを思ったのか唐とう突とつに話をはじめた。

「鬼き門もんというのを知っているか、融」

「鬼門？」

　思わず聞き返す融に、篁はうなずく。融はしばし考えるようにして天を仰あおぎ見た。

「……たしか、艮うしとら（北東）のことだろう？」

「そうだ。では、裏鬼門は？」

　重ねて問われ、融はこれにはすぐに答えることができた。

　鬼門が艮ならば、裏鬼門はその反対。すなわち。

「坤ひつじさる（南西）のことだ」

「そう。──では、神しん門もん」

「……え」

　融は一瞬言葉に詰つまった。聞き慣れない、というよりも聞いたことのない言葉だった。

　鬼門。文字通り、鬼おにの通り抜ける門である。鬼門から入った鬼は裏鬼門を通る。裏鬼門から鬼は入ることができない。

　桓武帝は平安遷せん都との際、悪あしきものが入ることができないようにと、鬼門の方角に位置する比ひ叡えい山延えん暦りやく寺じに、王城鎮ちん護ごの任を与あたえた。聖なる寺社の力をもって、悪鬼怨おん霊りようを阻はばもうとしたのだ。それほどに彼は、怨霊を恐おそれていた。

　ゆえにいまも鬼門艮の方角は、万事不吉とされている。

「……神門……？」

　首を傾かしげる融に、篁はうなずいた。

　神門とは、鬼門に対し乾いぬい（北西）の方角を指す。鬼門が鬼の通り道なら、神門は神の通り道。乾と、京を挟はさんで相対する巽のことは、ゆえに裏神門と呼ぶのだ。

「神といっても、人に仇あだなす神だという。神門、裏神門を通り抜け、災さい厄やくを振ふり撒まくのだそうだ。まあ、ぜんぶ閻羅王の受け売りだがな」

　だが、井上は鳥辺野で待つといった。裏神門である巽で、通り抜けた悪神が、二度と入れぬ裏神門の地で。

　くだんの寺をすぎ、まっすぐ鳥辺野の地に向かいながら、篁は滔とう々とうとつづる。

「この都は四神相応の地だそうだ。北に玄げん武ぶ、東に青せい龍りゆう、南に朱す雀ざく、西に白びやつ虎こ。…まぁ、これもそのへんの陰おん陽みよう師じの受け売りだから、あまり重要視しなくていい」

　そこでいったん言葉を切って、彼はわずかに目を細めた。

「不思議な話だが、裏鬼門に、名を馳はせる寺社はあまりない。裏鬼門は通り抜ぬける場所、いわば出口だからだろうがな。出口から入ることはできないから、あえて守護をおく必要がなかったんだろう。……だが」

　裏神門は、ちがうのだ。

「鬼門、神門と同じように、たくさんの寺社が建こん立りゆうされている。なぜだ？」

　突然問いかけられて、融はぐっと詰まった。

　そもそも神門などという言葉もついさっき知ったばかりなのだ。篁の疑問に答えられるはずもない。

　しかし篁は、質問をしかけておきながら、はなから融の答えを期待していたわけではないらしい。すこしの間をおいて口をひらいた。

「悪あしき神の通り道、神門。その出口。通り抜けた悪しき神が取って返し、ふたたび京に入りこまないように、たくさんの寺社を建てて王都の守護をはかったのだとしたら、数の多さにも納なつ得とくができないか？」

　そして篁は、突然立ち止まった。

　気がつけば、今まで立ち並んでいた家屋は、眼前にはひとつもない。

　広がるのは、草におおわれた野原。

　風葬の地、鳥辺野。

　篁と同様に立ち止まった融は、幼なじみの静かな瞳ひとみを眺ながめやった。

　野原を見すえる篁の瞳は、静かだが、しかし激しいものを秘ひめている。

　篁の視線を追いながら、融は一度深呼吸をした。この鳥辺野のどこかに、井上が待っている。

「……あだしの、だな」

　この地には、ふたつ名がある。

　鳥辺野。

　そして。裏神門たるこの地を、人はその深い意味を知らずに「あだしの」と──「仇し野」と呼ぶのだ。

「ああ」

　融のつぶやきに、篁はうなずいた。

「──生者に仇なすものが、眠ねむる場所だ」







　皇家の血に連なるものは、天祖天あま照てらす大おお神みかみの子々孫々。その尊い血筋の者は、死したのちすべからく神に昇しよう格かくするのだという。

　ならば、悲ひ劇げきのうちに没ぼつした井上皇こう后ごうも、その子他戸親王も。また、桓武帝ていによって自殺に追い込まれた早良親王も、すべては神の眷けん属ぞくとなったのか。

　事実、御霊神社には、「崇す道どう帝」と尊号された早良親王の霊れいが、祀まつられている。しかし。

「神として祀られても、その怨念が昇しよう華かされるとは限らんがな。桓武帝はよほど恐ろしかったんだろう。御おん身みも死後は神格を持つというのに」

　そこで篁は呆あきれたように目をすがめる。

　だが、と融は思った。それと、さきの篁の話は、どう繫つながるのだろうか。

　さっきの篁の口くち振ぶりではまるで、この仇し野には、多数の寺社でもって封ふうじなければならない悪しき神が、眠っているかのようではないか。

　一歩、足を踏ふみ出しながら、篁は視線を鳥辺野の中央に据えた。

「たしかに、井上は悲劇の女だ。同情には値あたいするだろう。…が」

　目をしばたたかせて、融は言葉の続きを待っている。篁は、それへ目くばせをした。

「だからといって、生者に仇なしてよいということは、ないだろうさ」

　九年前、藤原薬子に取り憑つき、平城上皇の道を誤らせた井上皇后。しかし彼女の計画は、今きん上じよう帝ていと術者によって阻まれた。

　この仇し野は、裏神門なのだと、篁は言った。

　悪しき神の通り抜ぬける、けっして戻もどることのできない場所なのだ、と。

　そして裏神門には、鎮ちん魂こんの任を隠かくし持つ寺社が、多数存在している。ならば。

　融は思いつき、篁に疑問の形で投げ掛けた。

「あだしの…とは、生者、ひいては皇家に仇なすものが鎮しずめられ眠りにつく場所なのか？」

「……ほぉ」

　篁は軽く目を瞠みはった。

「わかったのか。珍めずらしい」

　融はぐっと詰まって、

「それくらいっ、おまえの話を聞いてすこし考えればわかるっ」

　なるほど、と篁は感心したように何度かうなずいている。わかってはいるが、融には少々それが頭にくる。

　篁の言葉は端たん的てきで、抽ちゆう象しよう的てきな表現も多い。だが、ちゃんと一言一句を聞き留めて嚙かみ砕くだいて考えれば、彼の言っていることは理解できるのだ。

　篁は口くち端はしをつりあげて皮肉めいた笑えみを作った。融しか見たことのない、独特の表情だ。

　ふいに、なまあたたかい風が駆かけ抜けた。融の背筋に言い知れないものが駆けおりていく。

　彼は弾はじかれたようにして草におおわれた鳥辺野の地を見わたした。

　一点で視線を留める。

　ちょうど、鳥辺野の中央とおぼしき場所に。

　黒いものが多数、うごめいているのが見えた。

　融にはそれが何なのかわかった。彼も一度襲おそわれている。人間の生気を食らう、黒い雑ざつ鬼きだ。

　鬼おにたちはふたりを認め、じりじりと近寄ってきた。

　篁は無言で草のなかに分け入っていく。融もあとに続き、剣けんを鞘さやから抜き放った。




　　　　◆◇◆




　鬼というものは、元がん来らい形なきものなのだ。

　それは、人の想像であるのかもしれない。

　こんな形であったら、恐おそろしい。

　こんな姿であったら、おぞましい。

　そういった思念が、形を成なしたもの。

　それが、鬼と呼ばれる悪しきものの本当の姿。

　闇やみの中にとけこんでいた怒いかりや憎にくしみや、恐れや。

　それは人々の思うままに、人に仇あだなすものとなる。

「……仇し野に住まうは、悪しきもの」

　歌うように唱えて、篁は左手をついと構えた。

　何かを待ちかまえるように伸のばされた指。

　融は目を瞠った。

　あの、弓だ。

　篁の手に、光の筋が現われて、それは徐じよ々じよに形を成していく。

　光をそのまま凝ぎよう縮しゆくしたような、破は魔まの弓。その銘めいは「破軍」だと、篁は言った。

　異い形ぎようを射抜くという弓を、篁は正面に据すえた。

　眼前にじりじりと迫せまってくる、無数の雑鬼たちがそれを見て嘲あざ笑わらう。

　人の武器などが、この身に通じるものか。愚おろか者よ。

　そう口々に囃はやしたてているのだろう、雑鬼の醜みにくい顔に浮うかぶ表情は、あざけりに満ちあふれている。

　雑鬼たちをにらみつけながら、篁の様子をうかがっていた融は、視界の隅すみで白はく銀ぎんの光が一ひと際きわ強くなるさまを見た。

　篁は、冷ややかに笑った。騒そう然ぜんとなる雑鬼の群れを一いち瞥べつし、彼は破軍の弦つるを一度打ち鳴らす。

　鳴めい弦げん。古来より、破魔の手法のひとつとされている。

　高くたかく、その音は響ひびき渡る。

　それを聞いた雑鬼たちは、突とつ如じよとしてひきつれたような叫さけびをあげてのたうち回った。まるで毒を含ふくんだように、苦しいのだ。まるで殴なぐられ切られたように、痛いのだ。

　だが、鬼たちは痛みを堪こらえながらも立ちあがると、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうをたたえて敵を凝ぎよう視しした。

　鳴弦という、退魔の手法の使い手ではなく。

　なんの力も持たぬように見える、もうひとりの若者を。

　叫びともつかぬ鳴き声が、一匹ぴきの鬼の口から漏もれた。

　その言葉は融にはわからない。だが、鬼がなにをしようとしているのかはわかった。

　怒りと憎しみのすべてを、鬼たちは融にぶつけようと決めたのだ。弦打ちで自分たちを苦しめる者ではなく、人の作ったであろう無銘の太刀たちしか持たない無力な人間を。

　融はごくりと唾つばを吞みこんで、太刀の柄つかをぐっと握にぎり締しめた。

　果たして、異形の鬼に、この剣が通じるのだろうか。

「……無理だよな」

　胸中でつぶやくものの、自分の持つ武器はこれだけなのだから、覚悟するしかない。

　頑がん張ばれ、俺おれ。

　自分自身を鼓こ舞ぶして、横合いから飛びかかってきた鬼めがけ、融は太刀を横よこ薙なぎに払はらった。

　黒い小さな身体からだが、刃やいばを受けて撥はねとばされる。

　だが。

「くそ……っ」

　融は歯は嚙がみした。

　手首にびりびりと痺しびれが走る。

　鬼にあたったのは確かに刃の部分だった。だが、鬼の表皮はまるで鋼はがねのような強きよう靭じんさを持っており、斬きることができない。

　棍こん棒ぼうで殴ったほうが、よほど効率がいい。

　斬ることを諦あきらめて、融は太刀を翻ひるがえした。斬れないのなら、峰みねの部分で打ち倒たおすまでだ。

　仇し野のなかへ。すこしでも奥おくの方へ。

　井上がいるはずの場所まで、行かなければ。

「どけっ」

　怒ど号ごうをあげて、融は群がってくる鬼を薙ぎ払った。

　数匹の黒い身体が宙に舞まう。だが鬼たちはくるりと体勢をととのえて難なく地に降りたち、融を見てにたりと笑った。

　ばかめ。そんな攻こう撃げきが効くものか。

　そんな声が聞こえたような気がした。

　融はぎりっと唇くちびるを嚙む。異形の者に効力を持つ武器さえあれば、こんな雑鬼など、敵ではないのに。

　物心つくころから、武人である父に剣技をたたきこまれてきた。いまでは「近この衛え府ふに橘融あり」と謳うたわれるほどの腕うでを持ち、右に並ぶものはほとんどいない。

　しかしそれはあくまでも人間相手だった場合の話。異形を相手にしたことなど、一度もない。勝手がちがいすぎる。

　眼前の挑ちよう発はつするような鬼たちに気を取られていた融は、いつのまにか数匹の影かげが背後に回りこんでいることに気がつかなかった。

　草を踏ふむ音が、耳に届いた。

「しまっ……！」

　はっと振ふり返るより早く、無数の黒い影が融に飛びかかった。

　四し肢しを押おさえつけられ、唯ゆい一いつの武器であった太刀を奪うばい取られてしまう。

　雑鬼は奪った太刀を物もの珍めずらしそうにしげしげと眺ながめたあと、興味を失って無造作に投げ捨てた。

「……のれ…っ！」

　悔くやしさで全身の血がさがっていくのがわかった。

　武器が、武器がほしい。せめて一いち撃げき、鬼に確実な痛手を与あたえることのできる武器が。

　そう、篁の「破軍」や、「狭霧丸」のような────。

　そのとき、風を切って、なにかが融の眼前に飛来した。

　細長いそれを、反射的に受けとめる。無意識に摑んだものを見て、融は言葉を失った。

　細やかな装そう飾しよくのほどこされた鞘と柄つか。

　名門小野家の至宝、神器名剣「狭霧丸」。

「これは……」

　視線だけを走らせて、篁の姿を追った。

　破軍を手に、篁は離はなれた場所で融を見ていた。その腰こしに佩はいていたはずの太刀はない。

　あたりまえだ。狭霧丸は今、融の手の中に在るのだから。

　融は目を輝かがやかせて狭霧丸を鞘から抜ぬいた。

　鏡のような刀身は月光を弾はじいて白銀にきらめき、その切れ味がいかに鋭するどいかを無言で誇こ示じしている。

　己おのれを抑おさえこんでいた鬼たちを払い除のけ、融は狭霧丸をかまえた。

　鬼たちはきゃらきゃらと笑った。新たな武器が手に入ったところで、結果は同じこと。そう言っているようだった。

「……ところが、この太刀はちがうのさ」

　不敵に笑って、融は切っ先を正眼に据えた。

　融は知っている。その太刀が雑ざつ鬼きをたやすく両断したさまを。

　はじめて墨すみ染ぞめの衣の鬼を──冥官としての幼なじみの姿を目もく撃げきしたあの夜、無数にいたはずの黒い雑鬼はこの太刀の露つゆと消えたのだ。

　一匹の鬼おにが飛びあがった。枯かれ木のような腕うでの先に、鋭く長い爪つめを持った指がある。鬼はその手を振りかぶり、融の目を狙ねらってきた。
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　風がうなった。

　耳元でその音を聞いた融は、踏みこんで刃を薙ぎ払う。

　衝しよう撃げきが腕に伝わってきた。さっきのものとはまるでちがう手て応ごたえだ。

　視界の隅すみで、腕をたたき切られた鬼がもんどりうって転がり落ちていく。草の上で切断部を押さえ、鬼は言葉にならない叫さけびをあげている。

　いましにも融に襲おそいかかろうとしていた雑鬼たちは、色を失った。

　さきほどまで無力そのものだった、人間の子ども。それがどうだ。新たに手に入れた太刀は、自分たちに傷を負わせることができるではないか。

　これは。

　これは、甚じん大だいな神じん通つう力りきを持つ、恐ろしい剣。

　ざわざわと、波は紋もんのように恐きよう怖ふが広がっていく。

　生気はほしい。だが、うかつに襲いかかれば返り討うちにあう。では、もうひとりを。

　──否いな。奴やつには、近寄ることすらできぬ。

　どうすればいい。逃にげるか。

　選せん択たくの余地はあった。逃げてしまえばよいのだ。生き残るためにはそれしかない。

　しかし。

「…………」

　融は怪け訝げんそうに雑鬼たちを眺ながめやった。

　鬼たちは、逡しゆん巡じゆんしている。いまなら、簡単に全ぜん滅めつさせることができそうだ。

　一歩を踏ふみ出し、融は狭霧丸を閃ひらめかせた。月光を弾はじいた刀身が銀色にきらめく。

　その光が、鬼の背を押したようだった。無数の雑鬼たちは、まるでなにかから逃のがれるように頭部を振って、一いつ斉せいに襲いかかってきた。

　狭霧丸の刃やいばが一いつ閃せんする。一度に四匹が斬り捨てられ、草のうえに転がった。

　異形に通じる武器さえ持てば、恐れるものはない。たかが雑鬼ごとき、融だけで充じゆう分ぶん打ち倒すことができるのだ。

　みるみるうちに、鬼の数は減少していき、骸むくろの山が作られていく。

　最後の一匹を斬り捨て、融は狭霧丸をひと振りし、刃についた鬼の血を払った。そうすると、剣身は一点の曇くもりもなく、研とぎあがったばかりのような輝きを見せた。

「ふぅ……」

　ひと息ついて刃を鞘さやにしまい、融は篁に振り返った。

「篁」

　足取りも軽く幼なじみのもとに駆かけ寄り礼をのべようとしたとき、それまで無言で傍ぼう観かん者しやを決めこんでいた篁はおもむろに口をひらいた。

「……案外時間がかかったな」

「……もしもし」

　びきっと音を立てて顔を引きつらせる融に、篁は涼すずしい顔を向けた。

「勝手について来たんだ、すこしは働いてもらわないとな」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、剣をありがとうという言葉は融の胸の一番奥おくに引っこんだ。

　いや、確かに考えてみればそうだった。小野篁という男はこういう奴だ。自分はいやというほどそれをわかっているはずだった。そうともわかっていたさ、ちらっとでも感謝しようなどと考えるのではなかった。畜ちく生しよう、なんで俺おれこんな奴の親友やってるんだろう。

　融の葛かつ藤とうなど意にも介かいさず、篁は雑鬼の骸を見やって目を細めた。

　雑鬼たちは、別に自分たちを襲う必要などなかったはずだ。彼らは人の生気をくらい、京の街中を夜な夜な徘はい徊かいするだけの存在であり、目的を持って狙いを定めることなどない。

　鬼たちは、明らかに逡巡していた。自分たちを襲わなければいけないと、そうでないと。

　そうでないと、別のなにかに殺される。

　そんな雰ふん囲い気きを、持っていた。

　別のなにかとは、一体……。

　思案していた篁のうなじに、突とつ如じよぴりぴりとしたものが駆け抜けた。

　考えるより早く、彼は動いた。

「融っ！」

　叫さけぶと同時に幼なじみの身体からだを突つき飛ばす。

　突とつ然ぜんの事態に、融は受け身もとれず草地のうえに転がった。

　そして融が倒れると同時に、月光の中、艶あでやかな衣ころもが大きく翻ひるがえり、融の視界を覆おおった。

「井上皇こう后ごう！」

　我知らず叫んだ声は、引きつっていた。

　そして、融は見た。

　目にも鮮あざやかな衣をまとった美しい女は、絶世の微び笑しようを浮うかべながら篁に躍おどりかかり、手にした黒い扇おうぎを大きく薙なぎ払はらった。

　弧こを描えがく扇の軌き跡せき。そこにはまさに、篁の首がある。

「篁！」

　喉のどの奥おくでなにかが絡からまり、叫びが引きつってかすれる。

　篁の手にある武器は弓だ。弓は接近戦には向かない。今、篁に必要なのは太刀たち。

　だが、狭霧丸は融の手の中にある。

　融が跳はね起きるより早く、扇が払われ風を縫ぬって鈍にぶい音が響ひびいた。

　青白い月光のもと、飛び散った血ち潮しおが草を斑まだらに染める。

　全身の血がざぁっと引いた。心臓が跳ねあがり、頭の奥でがんがんと警けい鐘しようが鳴る。

　風に流れる井上の髪かみが大きくうねった。

　唐から衣ぎぬが融の視界を遮さえぎる。

「篁──！」

　融の絶ぜつ叫きようが仇し野に響き渡わたる。その語ご尾びに、ふてぶてしいまでの尊大な怒ど号ごうが重なった。

「やかましいっ」

　跳ね起き狭霧丸を抜ぬきかけたままの体勢で、融は息を吞のんだ。

「まるで人が殺されたかのような声を出すな、縁えん起ぎでもないっ」

　その声は──元気いっぱいに融を怒鳴りつけるその声は、まぎれもなく篁のものだった。

　生きているのだ。

　安あん堵どの思いが全身に広がっていく。

　思わず息を吐きだすと、さらに怒号が飛んできた。

「勝手に安心するな！　とっとと井上を斬きれ！」

　はっとして狭霧丸を抜き放ちそのまま横薙ぎに払う。だが、それを予測していた井上は大きく跳躍して攻こう撃げきを避さけ、虚こ空くうにとどまって楽しそうに笑った。

　黒い扇を広げて口元を覆い、目を細めて篁を見おろしながら彼女は左手をついと伸のばした。

「待ちかねたぞえ、『破軍』よ」

　篁は眉まゆをひそめた。手にした弓を隙すきなくかまえつつ、井上をにらみすえる。

「……それは、この弓の銘めいだ」

「知らぬのか。そうであろうのう」

　扇に隠かくれた唇くちびるから、抑おさえきれない含ふくみ笑いが漏もれてくる。

　篁は剣けん吞のんに目を細めた。

「……なにが言いたい」

　しかし井上はそれには答えず、扇を閉じて微笑ほほえんだ。氷のような笑えみだった。

「妾わらわを倒すと申したな」

　言い継つぐ井上の目が、嬉き々きとして輝かがやいているように融には見えた。

「ならば、やってみるがよい。そしておのれの無力を知るがよい」

「ぬかせ！」

　光の矢が井上めがけて放たれる。彼女は優ゆう雅がに扇をふるい、飛来した矢を払い落した。

「同じ手はつうじぬ」

　艶あでやかに、優しげにも見える表情でそう言うと、井上は自在に空を舞まった。

　衣が翻り、長く美しいぬばたまの黒髪が風になびいて、仇し野の空を舞う。

　それを追う篁の右みぎ肩かたは、深くえぐられていた。寸前で飛びすさり首をはねられることはなかったが、代わりに肩の肉を持っていかれたのだ。

　墨すみ染ぞめの衣は大きく斬り裂さかれ、鋭えい利りな扇の先になでられた皮ひ膚ふはぱっくりと裂け、肉まで届いた傷は一刻も早い手当てを必要としていた。

　だが、ここで引くことはできない。敵に背を向けるなど、篁の自尊心が許さない。それに、井上がおとなしく見み逃のがすはずもない。背を見せれば容よう赦しやなく攻撃されるだろう。

　篁は井上を追った。彼女は自在に宙を舞い、時折気き紛まぐれに下りてきては扇で攻撃をしかけてくる。それを破軍で受け、弾き返し、井上が体勢を崩くずすのを見計らって光矢を射放つ。

　井上はそのたびに巧こう妙みように光矢を避け、扇で打ち落とし、篁を挑ちよう発はつするように艶えん然ぜんと笑う。

「ちょこまかと……！」

　怒気もあらわに吐きすてる篁だったが、しだいにその顔から精せい彩さいが失われていっているのは明らかだった。

　なによりも、傷からの出血が相当にひどいのだ。袂たもとまで重く濡ぬれ、矢を射放つたびに鮮せん血けつが飛び散っていく。

　融はそれに気づいていた。このままではいずれ動けなくなるだろうことが、容易に想像できる。

　だが、加勢することはできなかった。

　篁と井上が攻防を繰くり広げはじめたとき、融の足をなにかが恐おそろしい力で摑んだのだ。とっさに視線を走らせ、彼は瞠どう目もくした。

　切り捨てた鬼おにの骸むくろ。それがゆらりと立ち上がって、じりじりと融を取り囲んでいた。彼の足をつかんでいるのは、下半身を失った、上半身だけの骸。

　融はぞっとした。鬼といえども神器名めい剣けんでの斬ざん撃げきを受ければ死をまぬがれることはできないはず。事実、鬼たちは四し肢しを失い、あるいは首なしの姿で、あるいは下半身のない身体からだでじりじりと這はい寄ってくるのだ。

　たしかに死んでいるのは、その目を見ただけでわかった。どんよりとくもりにごった目は、なにも見ていない。

　まるでなにかに操あやつられているように、鬼の骸はうつろに融を追い詰める。

「ちぃっ」

　忌いま忌ましそうに舌打ちして、融は狭霧丸をふるった。

　鬼はもはや死んでいる。あとは砂のように消えてしまうだけだったはずだ。一度死んだものはもう倒せない。

　いくら斬っても、腕うでを失い、頭を失い、半分になった胴どうを引きずり、彼らはそれでも融に向かってくる。

　それらを斬り伏ふせ、突つき倒し、薙なぎ払い、蹴け散ちらし。それでも囲みはとけない。

　融はぎりっと唇を嚙んだ。

　早く。早く篁のもとにいかなければ。あの傷で無理をさせるわけにはいかない。

　焦しよう燥そうは、隙すきとなった。

　背中に鈍にぶい衝しよう撃げきを感じた。一いつ拍ぱくの間をおいて、それは灼しやく熱ねつの痛みとなる。

　がくりと膝ひざをついた融を、横合いから袈け裟さ掛がけに斬られ右半身だけとなった鬼の爪つめが襲おそった。利き腕である右の二の腕に激げき痛つうが駆け抜ける。傷口を押おさえてもんどりうった融に、第三の攻撃がなされた。額を爪が掠かすめる。傷からあふれた血で、視界が赤く染まった。

　倒れた融の右手は、しかし狭霧丸を離はなしていなかった。親友が投げてよこした至宝の剣。

　融にはわかっている。口でどう言おうと、篁は武器を持たない融の為ために、大事な神剣を手放したのだということを。

　──足手まといだ、邪じや魔まなことこの上ない、帰れ。

　耳の奥おくに、篁の言葉がよみがえる。

　うん、と融は心の中でうなずいた。本当に、足手まといだ。ごめん……。

「────！」

　耳みみ障ざわりな鬼の叫さけびがとどろいた。黒い固まりが一いつ斉せいに融の身体に覆おおいかぶさる。

　瞬しゆん間かん。

　融の手の中で狭霧丸が脈動し、白はく銀ぎんの光が刀身からほとばしって鬼たちをかき消した。




　　　　◆◇◆




　暗くら闇やみだった。

　灯ともし火びもなにもない、月明かりはおろか星明かりすらない、それは異い形ぎようの集つどう如月きさらぎの夜だった。

　年が明け、篁は七つになった。

　子どもは「七つまでを神のうち」とされる。七歳を過ぎれば神の庇ひ護ごから離れ、徒ただ人びととなるのだ。

　異形の者たちは、それを恐れていた。

　七つを過ぎて、神の御み許もとから離れれば、この子どもはかならずや禍わざわいの種となる、と。

　まだ、間に合う。あの子どもはまだ目め覚ざめてはいない。いまならば。

　そして。

　夜中すぎに、息苦しさを感じて目を覚ました篁は、跳ね起きたまま動けなくなった。

　──ワレラノサイヤク、イカスワケニハイカヌ

　すさまじい鬼き気きを放つ異形。闇にまぎれ、判然としないその姿。ただ大きく、恐ろしい。

　ひくりと息をとめ、篁はまばたくこともできずにその影かげを見あげていた。

　いままで、なんとか異形を退けてきた。時には女によう房ぼうの珠貴が盾たてとなり、時には見鬼の才をもって。だが、この魔ま物ものは。自分のわずかな力など、簡単にねじ伏ふせ覆い尽つくしてしまう。

　──キエウセヨ……！

　振ふり下ろされる、大きな手。鋭利な爪つめだけが、篁の脳のう裏りに刻まれる。

「────」

　衝しよう撃げきは、いつまで待っても襲おそってくることはなかった。代わりに、かすれたちいさな悲鳴が、篁の耳に届き鼓こ膜まくに突き刺ささる。

　長い髪かみがうねって、白い顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむのが見えた。

　篁は、茫ぼう然ぜんと唇くちびるだけを動かした。

「たま……き……」

　彼女の腕が伸のびてきて、篁の小さい身体を我わが身で覆うように抱かかえこむ。珠貴の背中に、異形の爪が食いこんでいるさまが、篁の目に焼き付けられた。

　──オノレ……！

　異形の者どもの重々しい声が、悔くやしさをにじませてあたりに響く。

　──オンナ、ソコヲドケ

　──ワザワイヲカバウノカ

　──ナントオロカナ……！

　いくつものうなり声が響ひびく中、珠貴は蒼そう白はくな顔をもたげて闇を見すえた。

「この…方は、私の…若君は……」

　珠貴の長い髪が不自然に揺ゆれた。波のように空気がさざめき、異形の者たちを威い嚇かくする。

　彼女は最後の力を振り絞しぼり、怒いかりにふるえる声で叫んだ。

「けっして……けっして、禍などでは、ない……！」

　珠貴は、見鬼であった。それゆえに篁の持つ異能の才を見み抜ぬいていたのだ。そして彼のもとに群がり来る異形を、命を削けずって退け、守り、慈いつくしんできた。

　母親のように、姉のように。

　ああ、でも。もうそれも、かなわない──。

　異形の気配が消えていくと同時に、珠貴の身体は力なくくずおれた。手足の先が冷たい。異形の鬼気をまともにくらい、実体なき爪で魂たましいを傷つけられて、彼女の命は尽きかけていた。

「珠貴、珠貴。しっかり、しっかりしろ」

　すぐに誰だれか呼ぶから、だから、死なないで。

　必死で言いつのる彼女の大切な幼い主あるじは、泣いていた。顔をくしゃくしゃにして泣きじゃくる幼おさな子ごを、珠貴は心底愛いとしいと思った。

　彼女は心の中で繰くり返す。

　こんなに優しい篁を、どうして禍わざわいだというのか。なぜ災さい厄やくだといえるのか。

「泣いては……いけません……」

　息がつまって咳せきこみながら、彼女は薄うすく微笑ほほえんだ。

「いつも……おそばに……おりますから……」

　篁は言葉にならない声をあげて、首を振ふる。

　強く、なるから。あんな魔物なんかに負けないように、もう守ってもらわなくてもいいように、強くなるから。だから、だから。

「珠貴……っ！」

　篁の声は、しかし彼女にはもう、届かなかった。

　力なく閉じられた珠貴の瞼まぶたは、もう二度と開かれることはなかったのだ。




　　　　◆◇◆




　光の奔ほん流りゆうは、鬼おにの骸むくろをことごとく焼きつくし消失させると、ふつりと途と絶だえた。

　融は顔をあげ、周囲をゆるゆる見わたした。あれほどの数の骸が、すべて消えている。

「……いまのは……？」

　手のなかにある剣けんの刀身を何度もまばたきをしながら見おろす。

　あの女房を、融はかすかに憶おぼえていた。優しく笑う女性ひとだった。

　篁の世話役だったのだ。乳ち飲のみ子のころから篁についていた、珠貴という名の。

　あの女房は病気で亡くなったのだと、融は聞かされていたのだが。

　いま、彼が見た光景は、いったい……。

　しばらく茫然と太刀を見ていた融は、しかし風が運んできたかすかな笑い声にはっと我に返った。

　鈴すずをころがすような、軽やかな声。

　井上だ。

　弾はじかれたようにして風上に視線を走らせる。

　宙を舞う井上は、優ゆう雅がな仕草で扇おうぎをもてあそんでいる。彼女の見おろす視線の先には、遠目にもわかるほど痛々しげに肩かたを上下させている篁の姿があった。

　気き丈じように井上を凝ぎよう視しし弓ゆん手での武器をかまえてはいるものの、怪け我がのせいで立っているのもやっとなのだと推察できた。

　融自身も傷だらけだった。だが、立つことはできる。まだ、戦える。

　狭霧丸を支えに立ちあがり、融は痛みに顔を歪めながら足を進めた。

　身体が痛い。けれどいまは心のほうがもっと痛かった。

　篁。──篁。

　おまえは、こんな戦いをこれからもしていくのか。冥めい官かんとして闇やみの中で暗あん躍やくし、命いのち懸がけで務めを果たして、誰に誉ほめられるわけでも感謝されるわけでもない、こんな戦いを。

　そうして思い知る。

　たしかに、閻羅王の言葉は正しい。篁は、おのれが傷つくことにためらわない。そして傷ついてしまう。取り返しがつかないほどに、深く。だからこそ彼には、背後を守る者が必要だ。本人がどれほど拒きよ否ひしようとも、それは絶対不可欠のものなのだ。

　息があがる。めまいがする。

　融の視線の先で、井上は篁を翻ほん弄ろうし、篁はそれを追う。

　なにもできない自分が悔しくて唇を嚙かむ融は、唐とう突とつに目を見開いた。

「……なんだ？」

　なにか、何かが心の片かた隅すみに、小さな棘とげのように引っ掛かかった。

　自在に宙を滑すべる井上。篁はそれを追い、ときおり矢を放ち、そのたびに肩口の裂傷から血がしたたり落ちていく。

　融は仇し野に視線を走らせた。

　篁によって踏ふみ倒たおされた丈たけの長い草。その軌き跡せきは、まるで──。

「……円？」







　風になびく髪かみを優雅に払はらい、井上は極ごく上じようの笑えみを浮うかべた。

「妾わらわを倒すのではなかったのか？」

　眼下では、怒ど気きもあらわな篁が、出血の続く自分の傷など目もくれずに執しつ拗ような弓きゆう撃げきを繰り返し、強い瞳ひとみで彼女を見すえている。

　井上はほくそ笑んだ。

　もうすぐだ。もうすぐ、陣じんは完成する。

　しゃにむに彼女を追ってくる篁は、彼女の企くわだてに気づいていない。たとえ今気づいたとしても、もはや食い止めることなどできはしない。

「井上！」

　怒号とともに篁が幾いく度ど目めかの光矢を放った。悠ゆう然ぜんとそれを避よけ、彼女は漆しつ黒こくの扇を篁めがけて投じた。

　まっすぐ飛来する扇を破軍でたたき落とし、篁は新たな草を踏み倒して弓をかまえると、井上目がけて矢を射放つ。

　月光に鮮せん血けつが散った。ぱたぱたと音をたてて草に弾はじかれ、すべり落ちて地に吸いこまれていく。

「……成なった」

　極上の笑みを浮かべてつぶやくと、井上はひらりと空を舞まった。篁の頭上を飛び越こえ、彼女の軌跡は大きく弧こを描えがく。

　その延長にあるものを認めて、篁はさすがに息を吞のんだ。

「融！」

　井上の姿を茫然と追っていた融は、篁の叫さけびで現実に引き戻もどされた。

　目前に広がる鮮あざやかな衣ころも。一いつ瞬しゆん視界が覆おおわれ、反射的に跳びのこうとするが、駆かけ抜ぬけた激痛が彼の動きを鈍にぶらせた。

「……ぐっ……！」

　首にほそく長いものが何本も絡からまって、絞しめあげる。

　息が詰つまった。無意識にそれを引き剝はがそうともがいたが、爪つめが首の皮ひ膚ふをかきむしるだけで苦しさが消えない。

　耳元で、美しくも恐おそろしい、女の嬉き々きとした声がした。

「……この者の命が惜おしくば、引け」

　冴さえ々ざえと降り注ぐ月光のもと、草をざわざわと揺ゆらし、吹きぬける一陣の風。それが止やむと、荒こう涼りようとした仇し野を、静せい寂じやくが支配した。

　井上はふたたび命じた。

「引け。……よいのか、この者はおまえの親友なのだろう？」

　篁は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、井上を見すえている。

　首に喰いこむものを引き剝がそうとあらがっていた融は、井上の言葉を聞いてぎくりとした。待て、篁にそんなことを言っても逆効果だ。

　そう訴うつたえたいが、いかんせん声がでない。細長いものが何本も絡みついていて、それぞれが個々の生き物のように喉を圧あつ迫ぱくしてくる。

　これはなんだ。

　必死で一本をひき千ち切ぎる。

　黒く、長い。これは、髪、だ。

　井上はおのれの髪の一ひと房ふさを融の首に巻き付け、絞めあげているのだ。

　それにしても、なんという力だろうか。ともすれば持ちあげられてしまいそうなほどに強い力で、井上は融を捕とらえている。

　身体全体を融の身体からだで隠かくして、井上は首から上だけをのぞかせて笑った。

「昨夜、この者はおまえを妾に奪うばわれまいとして、必死の抵てい抗こうを試みたのだよ。よい友人ではないか」

「────」

　あざけりの響きを含ふくませた井上の言葉に、篁の顔から感情がすっと消えた。

　やっとの思いで意識を保ち、篁を見ていた融は、それを認めていやな予感を覚えた。

　篁の、天人か仙せん女によかと謳うたわれるほどの美び貌ぼうから、感情というものが一切搔かき消えている。

　あの顔は。

　融の顔が、呼吸困難とは別の理由から青くなっていく。

　篁の無表情。あれは、これ以上ないほど、それこそやつあたりで触ふれる者みな半殺しにしそうな勢いの。

　激げき怒どしている、顔だ。

　しかし、なにも知らない井上は歌うように言い継ついだ。

「聞こえぬか？　さがれ、破軍」

　またもや井上は、篁を「破軍」と呼んだ。一体、彼女はなにを言っているのだろうか。篁は篁だ、それ以外ではありえないはずなのに。

　息苦しさで朦もう朧ろうとしてきた融は、気力で意識をつなぎ留める。

　そんな融と、彼の首をぬばたまの黒髪で絞めあげている井上を一いち瞥べつした篁は、弓をおろすと視線を前に向けたままじりじりと後退をはじめた。

　井上は満足そうに笑っている。

「……そう、もうあとわずか。そこじゃ」

　言われて篁の動きが止まった。

　融と篁の間には、距きよ離りにしておよそ十丈じようの草地が広がっている。そのちょうど中間部分の草が倒されている。井上を追って篁が通った跡あとだ。

　遠とお退のく意識を懸けん命めいに引き戻しながら、融は踏み倒された草の跡を目で追った。

　やはり、円だ。どう考えても、井上は意図して篁に円を描かせた。そうとしか思えない。

　足跡で作った円が、なんになるというのだろうか。

　円陣に気づいた融だったが、しかし彼は見落としている。

　篁が通った跡に残っているのは、踏み倒された草だけではないということ。

　それこそが、井上の真の狙ねらいなのだ。

「……さて、御お主ぬしはもはや用よう済ずみじゃ」

　黒曜石のような瞳をきらきらと輝かがやかせて、井上は融の耳に穏おだやかにささやいた。

「冥めい府ふに下くだれ」

　ぎりぎりと、首に黒髪が喰いこんでいく。

「ぐ…ぁ……っ」

　気管が圧迫されて呼吸ができなくなる。無意識に首をかきむしり髪を引き剝がそうともがいても、数本がちぎれるだけで苦しさは消えない。

　耳の奥おくで鼓こ動どうの音がする。どくどくと激しく鳴っている。ついで、きんと耳鳴りがした。閉じた瞼まぶたの裏が、真っ赤に染まる──。

「……なに…っ!?」

　ふいに、圧迫がゆるんだ。

　融はひくっと空気を吸い、次に激しく咳せきこんだ。ゆるんだ髪と首のあいだに指をいれ、なんとか気道を確保する。

　それでも圧迫が完全に消えたわけではない。息苦しさを堪こらえながら、融は懸命に目を凝こらした。

「……たか…むら……」

　我知らず融はつぶやいた。

　彼の視線の先に、篁がいる。

　精せい巧こうな彫ちよう刻こくのような顔に浮うかぶ表情は、ない。冷めた瞳ひとみは凍いてつく月げつ華かを思わせる。ただ、その双そう眸ぼうに宿る眼光のみが、彼の感情を映していた。

　融を盾たてにする形で、彼の首におのれの髪をからませた井上皇こう后ごう。

　彼女、ひいては融の、ちょうど左胸にあたる箇か所しよに。

　篁は、破軍に光矢を矧はぎ、その矢先を据すえていた。

　さすがに、井上はこの篁の行動を予測していなかった。人質の若者は、昨夜篁を命いのち懸がけで守ったのだ。

『こいつは俺おれのだいじな親友だ！』

　そう叫さけんで、身体を張って、命の危険も顧かえりみずに。

　ならば、篁にとってもこの若者はだいじな存在であるにちがいない。その命を盾にすれば、手も足も出ないはず。

　そう考えた。それが。

　井上の声音に、驚きよう愕がくの色がまじる。

「破軍よ、この者の命が惜おしくはないと申すのか」

　破軍、と融はつぶやく。

　篁はわずかに目をすがめた。しかしなにも語らない。

「親友、なのではないのかえ？」

　しばしの沈ちん黙もくを経て、篁は厳おごそかに口を開いた。

「────我わが名は、小野篁」

　冷たい風が、仇し野を吹き抜けて、井上の長い黒くろ髪かみが翻ひるがえる。

「我、冥めい王おうの臣しんにして、冥界の門の裁さい定てい者しや。我が声、冥王の勅ちよく命めいと聞け」

　朗々と、澱よどみのない声が闇やみに染まった仇し野に響ひびき渡わたった。

　ゆらゆらと、篁の全身からなにか見えないものが発され、大気を乱していく。

　井上に捕とらわれた融は、不自然な風が頰を打つのを感じた。

「井上よ。いまここに、貴様を射うち倒たおす」

　凜りんと響いた宣告。それを受けて、井上は目を瞠みはった。

「この者を殺すぞ、よいのか」

「やれるものなら、やってみるがいい。──だが」

　彼の双眸が、凄せい絶ぜつにきらめいた。

「貴様が融を殺すより早く、この矢が貴様を射い抜ぬく」

「この者諸もろともか」

　傲ごう然ぜんと言い放つ井上に、篁はしかし動じない。

「この破軍は、悪あしきもののみを射抜く。消しよう滅めつするのは井上、貴様だけだ」

「これは……」

　言葉をとぎらせ、ふいに彼女は狂きよう気きじみた声で哄こう笑しようした。が、やがてぴたりと笑うのをやめ、篁を凝ぎよう視しし唇くちびるをつりあげ、井上は叫んだ。

「ためしたことがあるのか？　もしそれがまちごうていたならば、なんとするのか。親友をその手にかけることになるぞ、それでも良いのか、破軍よ」

　ぎりっ、といままで以上の力で、黒髪が融の首に喰いこんだ。もはやうめき声すら発することができない。

　懸けん命めいに意識を保とうとあがいていた融は、無表情の篁の瞳ひとみを見て、はっとした。

　おそらく誰だれも気づくことはない。彼はいつも完かん璧ぺきに仮面をかぶる。その表情の下にどんな感情が隠かくされているかをけっして気づかせない。

　だが融には、読める。ほんのわずかな瞳の動きで、ただひと言、発せられた言葉だけで。

　他の誰でもない、無二の親友のことだから、わかるのだ。

「篁……」

　凍こおりついた篁の美び貌ぼうは、ただ井上を見すえている。……否いな、彼が見ているのは、融自身だ。

　井上に、──融に矢先を据え、篁は。

　融は、首に巻きつく黒髪を、渾こん身しんの力で引き剝はがそうとした。

　解放されなくてもいい。ただ、叫さけぶために。

　だが、異い形ぎようの力はあまりにも強い。そして黒髪は驚おどろくほど固く、まるで鋼はがねの糸のようにびくともしない。

「たか……むら……！」

　融は必死で唇くちびるを動かした。

「……て……！」

　俺に、かまうな。

　いいから、射うて。

　迷まようことなどない、恐おそれることもない。だって、俺はおまえを信じている。

　おまえの言葉を。冥官に任じられるほどの力を秘めた「小野篁」を。

　誰よりだいじな、幼なじみを。

　だから。

「……射て……！」

　かすかな、本当にかすかな、うめくようなその声は。聞こえるわけなどあるはずもない、本当にちいさなその言葉は。

　しかし、篁の耳に確かに届いた。

　篁は一度大きく瞳を揺ゆらし、ぐっと唇を嚙かんだ。

　そして。

　矢を射放つ、高く響く澄すんだ音が、仇し野にこだました。
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　　　　十一




「ああああぁぁぁぁ！」




　夜の帳とばりに覆おおわれた鳥辺野の地に、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようがこだました。

　井上は大きく髪を振ふり乱し、胸むな元もとをかきむしって苦しみ悶もだえ、その美しい顔を醜みにくく歪ゆがめてのたうち回っていた。

　融の身体からだを貫つらぬき通し、光矢は彼女の左胸にふかぶかと突つき刺ささった。それは、実体を持たない井上に灼しやく熱ねつの激痛を与え、存在そのものを打ち砕くだかんとする。

　井上は矢を引き抜ぬこうと矢や柄がらを摑んだ。

「ぎゃぁぁぁ！」

　ふたたび絶叫を上げ、彼女は髪を振り乱す。矢柄を摑んだてのひらが、熱く焼けただれしゅうしゅうと音を立てる。

　光矢を引き抜くこともできず、井上はただ悶もん絶ぜつするしかない。

「力がっ……力がぁ…っ！」

　怨おん霊りようとして存在し続けるために彼女が得ていた、怨念という名の魔力が、光矢に吸い取られ消えていく。じわじわと広がる破魔の力は、白はく銀ぎんの光と化して彼女を覆おおい尽つくした。

　──消える……。

　井上は慄りつ然ぜんとした。このままでは、意思もなにもかも、すべて消えてしまう。悲願を果たすこともかなわず、無に帰す。

　ならばせめて──！

　最後の力を振り絞しぼり、井上は円えん陣じんの中央で弓を持つ篁に飛びかかった。

「破軍よ──！」

　怒ど号ごうもろとも大きく腕うでを振りかぶり、不意を突かれた篁の首もとめがけて鋭い爪つめを振りおろす。

　篁はすんでのところで急所は守った。だが完全には避よけきれず、右の鎖さ骨こつ辺りを爪が掠かすめた。

　井上の爪つま先さきから、篁の血が飛び散る。

　瞬しゆん間かん篁は、井上の口元が笑えむのを見た。

　目を瞠みはる篁の前で、白銀の光が彼女の身体を覆い尽くし、爆ばく発はつする。彼は右みぎ腕うでをかざして目をかばった。

「我わが君────！」

　その叫さけびを最期に、京の都を恐きよう怖ふに染めた井上皇こう后ごうの怨霊は、跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。




　　　　◆◇◆




　光の残ざん滓しが消えると、闇やみに覆われた鳥辺野の地をふたたび静せい寂じやくが支配する。

　それまで真っ白になってへたり込んでいた融は、冷たい風に頰ほおを打たれてようやく正気に戻もどった。

　そろそろと、胸元に触ふれてみる。

　なにもない。

　矢に貫かれたはずのそこには、傷はおろか、痛みもなにも残っていない。

　全身で大きく息を吐きだし、のろのろと顔をあげて篁の姿を捜さがす。

　先さき程ほどと変わらぬ場所に、篁は片かた膝ひざをついていた。その手にあった破軍はすでに消えている。

　融は狭霧丸を杖つえの代わりにしながら、よろよろと彼のもとを目指す。あのさなかでもこの太刀たちを手放さなかった自分は、偉えらいのだろうか、それとも。

　さくさくと草を踏ふみ倒たおしてようやく篁のもとに辿たどり着く。すると綺き麗れいな顔を不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがめた幼なじみは、億おつ劫くうそうに首をもたげ、融を見やった。

「……なんて顔をしてるんだ」

　その篁の言葉は、そのまま融が言いたいことだった。

　閻羅王の勅ちよく命めいどおりに井上皇后を打ち倒したのだから、もっと満足そうな顔をしたっていいではないか。

　なにが気に入らないというのだろうか。

　内心首をひねる融に、

「……融」

　近う寄れとばかりに篁が右手の人差し指をくいくいっと動かす。

「なんだ」

　つられて膝をついた融の両頰を、篁はぎうぅっと左右にひっぱった。

「あがが……ッ…！」

　声にならない声で訴うつたえる融を解放すると、篁は不機嫌丸出しの顔で吐きすてた。

「馬ば鹿かが」

「なんでだよぉ」

「うるさい」

　憤ふん然ぜんと言い捨てて、篁はそれきり黙だまりこむ。だから、彼の顔が、出血のためではない別の原因で血の気を失っていることに、融は気づかなかった。

　井上を倒すために、篁の取る道はひとつしかなかった。「破軍」は生者に害を為なすことはない。頭ではそれは充じゆう分ぶん知っていた。そして、これが他の誰だれかだったなら、迷まようことなどなかった。

　傷つけたくないと思う相手に「射うて」と言われて、しかもそうするしかない状じよう況きよう下かで、果たして篁がどんな思いで矢を放ったか、融が知ることはおそらくないだろうが。

「……こんな思いは、もうごめんだ」

　そう、自分のせいでだいじな者を失うのは、一度だけでいい。

　一方の融は、篁が怒おこっている理由がわからず、なんと言えば良いものかと頭の中で必死に考えていた。

　大だい丈じよう夫ぶだと思ったから、「射て」と言った。それだけのことなのだが、いったい自分のなにがいけなかったのだろう。

「……まぁ、いいか」

　口の中でつぶやいて、よいしょと立ちあがる。狭霧丸を鞘さやに収め、融は篁に手を差し伸のべた。

「もう終わったんだろう？」

　京の都を恐怖で満たした恐おそろしい怨おん霊りようは、たったいま篁の一矢で消失した。彼の責務は果たされたのだ。ならば、ここに留とどまる理由はない。はやく邸やしきに戻って怪け我がの手当てをしなければ。

　篁の、えぐられた右みぎ肩かたからは出血が続いている。月光の下では黒く見える鮮せん血けつが、ぱたりぱたりとしたたり落ちていく。

　篁は融の手を借りてなんとか立ちあがると、その場を離はなれようとした。

　瞬間。

　全身を、稲いな妻ずまのようなものが貫き、ふたりは足を地に縫ぬい留められたようにして、唐突に動けなくなった。







　融の手をほどき、篁は弾はじかれたようにして四方を見まわした。

「篁？」

　怪け訝げんそうな融の声にも応こたえず、篁は周囲の様子を全身全ぜん霊れいを研とぎ澄まして窺うかがっている。

　心臓が跳はね上がる。痛いほどの緊きん張ちよう感が彼の全身を取りまいた。

　なにかが、見ている。得体の知れないなにかが。

　どくん、と、心臓が脈動する。それに呼応するように、異様な風が彼らを取りまくようにして吹ふきはじめた。

　なまぬるい風は、徐じよ々じよに熱を帯びていく。

　跳ねあがる心臓。びりびりと大気がふるえている。

　異様な気配が、からみつくようにして這はいあがってくる。

　篁はとっさに視線を落とした。月光に照らされて、白く丸いものが草の間に落ちている。異様な気配を発しているのは、これか。

　それは、まるでなにかの目的を持っていたかのように、その場所に不自然に据すえ置かれているようだった。

　腕を伝う血が、ぱたりぱたりと落ちていく。

　篁は目を見ひらいた。篁の血を受けて、まるで胎たい動どうのように脈うつ気配。それを生みだしているのは。

「……髑され…髏こうべ……？」

　篁のただならぬ様子に、融も身がまえ辺りを見まわす。

　風が、熱い。まるで、炎ほのおにあおられたように。

　仇し野を覆おおう草が、風に翻ほん弄ろうされて横倒しになる。篁の指先からしたたる血が散っていく。

　視界の隅すみで融はそれを見た。

　そう、血だ。

　井上に導かれて篁が描えがいた円えん陣じん。その軌き跡せきには、篁の踏み倒した草と。

　その血が、したたり落ちているのだ──。

　融が唐とう突とつにそう悟さとったとき。

　待っていたぞ、この時を────！

　重厚な響ひびきを持つ異様な『声』が、地の底から轟とどろき。

　円陣に添そうようにして、紅ぐ蓮れんの炎が立ちのぼった。




　　　　十二




　突とつ如じよとして出現した炎の壁かべは、高く高く燃え上がっていく。

　驚きよう愕がくしてそれを見上げた融は、殺意にも似たなにかを感じて硬こう直ちよくした。全身ががたがたと震えはじめる。

　隣となりに立ち竦すくむ篁を見れば、彼もまた血の気の失うせた蒼そう白はくな顔をしていた。

「篁……」

　ようやく搾しぼりだした声は、喉のどの奥おくでからまりかすれていた。

　ふいに篁は、びくりと肩を震わせた。これ以上ないほど目を見ひらいて、ひくりと息を吞のんでいる。

「た……」

　それは、突然起こった。

　ふたりの立つ円陣の中心にあたる場所。なにかすさまじい力が地中からほとばしり、ふたりの身体からだを吹き飛ばす。

　轟ごう音おんが鼓こ膜まくをうち、仇し野全体が大きく鳴動する。吹き飛ばされた融の身体は、炎の壁を突つき破って円陣の外に放り出された。

　したたか背を打ち、それでも必死に顔を上げ、融は見た。

「……あ……！」

　円陣の中心。さっきまで、融と篁がいた場所。

　そこに傲ごう然ぜんと出現した、異い形ぎようの姿を。

　がたがたと震えている自分に、融は気づいていなかった。その姿を見た瞬しゆん間かん、全身をからめとったものの正体に、彼はのちにようやく気づいたのだ。

　あれは、紛まぎれもない純じゆん粋すいな恐きよう怖ふ。

　生まれて初めて、そんな恐怖があることを、融は知ったのだ。

　燃えあがる炎に照らされて、その異形はゆっくりと天を仰あおいだ。

　身の丈たけは、天を突くかと思われるほどだった。まるで炎を映したかのような、鮮あざやかな緋ひ色いろの長い髪かみ。夜よ闇やみを照らす炎のもとで、白い面おもては凄せい惨さんな笑みをかたちづくっている。一度見れば忘れることのできないであろう人外の容よう貌ぼうは、融の今までに見た誰よりも美しく────

　そして、その頭部には。突き出た二本の、長い角。

　それは、異貌の鬼おにだった。

「馬ば鹿かな……！」

　うめいたきり絶句して、融はただ唇くちびるのみを動かす。

　衣ころもが。鬼の衣が。

　そんな馬鹿な。あってはならない、こんな……！

「……礼を言うぞ、破軍の化身よ」

　炎えん壁ぺきの近くに飛ばされて、融同様茫然と鬼を見あげていた篁に、鬼は凄絶な笑えみを向けた。

　その鬼がまとう、衣の色。あれは。

　篁は瞠どう目もくした。

「禁きん色じきの……衣……！」
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　禁色とは、皇家の者のみが使うことを許された七色のことをさす。

　梔子くちなし、黄き丹あか、赤、青、深ふか紫むらさき、深ふか緋ひ、そして深ふか蘇す芳おう。

　異貌の鬼がまとう衣の色は、うちの、深紫色。

「貴様……何者!?」

　激しくあがる息のもと、しかし篁は威い嚇かくしながら誰何すいかする。透すきとおる炎の向こうを目を凝こらしてみれば、彼かれの手には破軍が出現していた。

　それを支えに篁は立ちあがり、異貌の鬼と対たい峙じする。

「何者だ、答えろ！」

　鬼は無言のまま笑んでいる。篁の訊じん問もんには答えず、右手をすっとかかげた。

「戻もどれ」

　厳おごそかに発された声は低く、静かな中にも他者を威い圧あつする響きをそなえている。

　鬼の右手の上に、炎がともった。それはまたたく間に大きく燃え上がり、その中に人ひと影かげをはらんでいる。炎はやがて消え、人影だけが残った。

　長い黒髪が、軽やかに翻ひるがえる。

　それは羽のようにゆっくりと鬼の前までおりてくると、彼女は閉じていた瞼まぶたをゆるゆるとひらいた。

「ご苦労だったな、井上よ」

　鬼は、いたわるように彼女の名を呼ぶ。驚おどろくほどやさしい声だった。

　さきほど篁の矢によって消失したはずだった井上は、はっきりと目をひらいて鬼の姿を認め、目を輝かがやかせた。

「ああ、我わが君」

　のばされた鬼の手を自分の頰ほおに添え、その手に自分の白い手を重ねて、彼女はうっとりと目を閉じる。

「長なごうございました……。手間取ってしまったこと、お赦ゆるしくださいませ、朱しゆ焰えんさま」

　その言葉を聞きとがめ、篁は眉まゆ根ねを寄せて繰くり返す。

「朱焰、だと……？」

　異貌の鬼朱焰は、冷れい酷こくに笑った。

「いかにも、我が名は朱焰」

　朱焰の身体から、甚じん大だいな妖よう気きが渦うずをまいて放たれる。大気がびりびりと震ふるえ炎の壁が揺ゆらめいた。

「瞑くらき焰ほむらをこの身に抱いだいた、鬼よ」

　緋色の髪が翻る。

　血のような深しん紅くの瞳めを篁に据え、朱焰は腰こしに佩はいていた妖刀を鞘さや走ばしらせた。

　迸る妖力が篁の四し肢しをからめとる。めまいに襲おそわれて、しかし彼は気力で意識を保っていた。

　ぱたぱたと、右手をつたい落ちた血がしたたっていく。出血が止まらない。

　ともすれば遠とお退のきそうになる意識を必死で引き戻しながら、篁は朱焰をにらみすえていた。ここでの負けは、死につながる。

　井上をさがらせた朱焰は、地に降りたつと篁めがけて足を踏ふみ出した。

「なぜ俺おれを破軍と呼ぶ？」

　篁の問いに、朱焰は冷然と笑った。

「知らぬか。無理もない」

　攻こう撃げきは、突とつ然ぜんだった。

　その巨きよ体たいからは想像もできないほどの迅じん速そくさで篁の眼前に迫せまった朱焰は、妖刀を無造作に薙なぎ払はらった。

　篁の胸むな元もとを掠かすめた太刀たちは、ひるがえって今度は峰みねの部分で篁の首もとに振ふりおろされる。それを破軍で受けたが、とめられず篁は跳はねとばされた。

　一瞬意識が飛んだ。破軍が消え、篁の身体からだはなす術すべもなく地に叩たたきつけられる。

「篁ぁ！」

　融の絶ぜつ叫きようがこだました。その声が篁を正気づかせる。彼ははっと目をひらき、視界の隅すみできらめく白はく刃じんを捕とらえた。

　振り下ろされる刃やいばを転がってかわす。しかし逃にげられない。

　妖刀の峰で、朱焰は篁の右みぎ肩かたを殴おう打だした。そこは井上によってえぐられた箇か所しよだ。

　篁の口から悲鳴がもれる。背中が跳ねあがり、無意識に逃のがれようともがいた。

　朱焰の刃は傷口を更さらにえぐった。そして動くこともできなくなった篁の胸ぐらをつかむと、引きずりあげる。

「……なるほど。二星の庇ひ護ごと助勢を受け、欠けた部分を補っているのか」

　篁の蒼そう白はくになった顔を見おろし、朱焰は感心したように独白した。篁はうっすらと目をひらき、ごく近くで自分を見すえる深紅の瞳ひとみを認める。

「……な…に……」

　朱焰は息も絶え絶えな篁を、楽しそうに見おろしている。

「教えてやろう。貴様は凶まがつ星、破軍の化身よ」

　マガツホシ。

　篁は愕がく然ぜんとした。

　幼いころに、彼を襲おそってきた異い形ぎようたちは、口々に言ってはいなかったか。

　災さい厄やくだと。禍わざわいだと。そして、凶つ星、と。

「知らぬのも無理はないがな。誰だれも思うまい、この世に禍を呼び、災厄を招く星が宿星などとは」

　破軍。

　正式には、北ほく斗と七しち星せい第七星、破軍星。

　偽いつわり多く人を欺あざむき、狡こう猾かつにして狂きよう暴ぼう。その星のさししめす先には魔ま物ものがひそむ凶つ星。

　篁の魂たましいは、その凶きよう星せいを宿星としているのだ。

「我はゆえあって、力と魂の半分を失った。我が身を封ふうじる術を破るためには、破軍の化身たるおまえの命が必要だったのだよ」

　──捜さがせ。

　捜すのだ。破軍の宿星を持つ者を。この世のどこかに生まれ出いでた凶星を。

　この朱焰を封じる結界を打ち破るために────！

　篁の誕生とともに、朱焰の意識は覚かく醒せいした。そして十七年の歳さい月げつをかけ、失っていた妖力を蓄たくわえていった。しかし、呪じゆ縛ばくされる際に魂の半分を奪うばわれたため、術を破ることがどうしてもできない。解放されるためには、どうしても凶星破軍の化身が必要だった。

　井上はその声を聞き、破軍の化身を捜し求めたのだ。

「だが、復活した今となっては、おまえの存在は無用のもの」

　朱焰は手を離し、篁の身体は力なくくずおれる。

　傷からの失血で、もはや身体は動かない。最後の気力でなんとか保っている意思も、じきに闇やみに覆おおわれる。

　俺は、死ぬのか────。

「さらばだ」

　優ゆう雅がに言い放ち、朱焰は妖刀を振りあげる。

　そのとき、炎ほのおの壁かべを突つき破って、人影が躍おどり出た。

「させるかぁ！」

　怒ど号ごうもろとも太刀を振りかぶり、鬼おにの刃やいばを受けとめる。

　篁は視線だけをめぐらせ、ちいさくつぶやいた。

「融……」

　狭霧丸で必死に応戦する融、彼もまた雑鬼に受けた傷で限界のはずだった。だが、彼は妖力甚じん大だいな鬼の前に、篁をかばうように飛びこんできた。

　燃えあがる炎の壁を、突き破ってまで、篁の為ために。

　だから、と篁は唇くちびるを嚙かむ。

　だから、ついてくるなと言ったのだ。我が身の危険など顧かえりみない幼なじみの気性を、篁は誰よりもよく知っている。どんなに危険な思いをしても、命まで危うくなったとしても、融は。

「だから……邪じや魔まだといったんだ……」

　ぐっと握にぎり締しめるてのひらに、爪つめが食いこむ。

　動けないことがもどかしい。自分の無力が口くち惜おしい。

　きんと刃は鳴なりがして、狭霧丸が弾はじき飛ばされた。白刃は回転しながら弧こを描えがき、炎の向こうに突き立った。

　融の身体が吹き飛ぶ。地に倒たおれた融を一いち瞥べつし、朱焰は哄こう笑しようする。

「おろかよ。徒ただ人びとの身で、死に急ぐこともあるまいに」

　融は必死で身体を起こし、篁と朱焰のあいだに立った。

「退どけ」

　優しげなほど静かに、しかし抗あらがいがたい口調で朱焰は命じる。だが融はそれを拒きよ絶ぜつした。

「いやだ、どくもんか」

　傷だらけでぼろぼろになって、それでも融は燃え上がる目で鬼を毅き然ぜんと見返す。

「三度目はないぞ。──退け」

「ことわる！」

　その融の袂たもとを、篁が摑んだ。融ははっとして肩かた越ごしに振り返る。

　篁は、苦しい息の下で口を開いた。

「……融……どけ……」

「篁……」

「恩着せがましく……馬ば鹿かな真ま似ねをするな……！」

　融はぐっと息を留める。なんともいえない思いが胸中を駆かけ抜ぬけた。

　こんなときまで、偉えらそうな尊大な物言いをして、本心をけっして伝えない。

　それが、融のよく知る、小野篁という男の為ひと人となり。

　融は悲しそうな、苦しそうな目をして篁をにらみつけた。

「おまえは俺に、勝手にしろと言った」

　仇し野にくる前に。一歩も引かなかった融に、篁は半分以上諦あきらめたようにして、たしかにそう言った。

「だから、俺は勝手にする」

　誰になにを言われても、絶対に引かない。

　融の袂をきつく握り締める篁の手が、震ふるえている。

「融、そこを退け……！」

「絶対にどかん！」

　炎にあおられた風が熱い。頰ほおを打ちつける風が、熱い。

　朱焰は何の感動もない目でふたりを見おろしたまま無造作に妖よう刀とうをかかげた。

「ならば、ともに死ね」

「っ」

　融はぐっと瞼まぶたをとじて顔を逸そらす。

　篁は、朱焰の妖刀を見あげた。炎に照らされ、きらめく刀身。

　ここで終わりか。自分だけでなく、融も。ここで、命を終えるのか。

　そしてこの鬼は──呪縛を破って甦よみがえったというこの異い貌ぼうの鬼は、ではどうするのだろうか。

　自分以外の誰が、この鬼の野望を阻はばむのだ。

　脳のう裏りを、たいせつな少女の姿が掠かすめた。

　力が欲ほしいと、願ったことがある。

　一度目は珠貴を失ったとき。

　二度目は、楓が危険にさらされたとき。







　──あれは、楓が小野の家に戻ってきた直後だった。

　夜や行ぎようの夜だった。夏の嵐あらしが吹ふき荒あれて。時折刃のような雷らい光こうが周囲を照らし、すさまじい雷鳴がとどろく夜。

　幼い楓は、雷かみなりを恐おそれて、人のいる場所を捜していたのだ。一番近いのは、篁の寝しん所じよだった。

　異様な気配を察して、篁は目を覚さましていた。あの夜とおなじ、異い形ぎようの者どもが彼の許もとに迫せまってきていた。

「にいさま」

　そこに、小さな楓がひょっこりと現われたのだ。

　彼女には人外の者たちの姿は見えない。だが、やつらが柔やわらかそうな子どもを見み逃のがすはずがなかった。

　雷光が天を切り裂さいた。

　そこに浮うかびあがった異形の姿。鬼と呼ばれる恐ろしいもの。

　それが、楓に向かって手を伸のばしている。

　瞬しゆん間かん彼の脳裏を駆け抜けたのは、自分を守って死んでいった、珠貴の姿だった。

　考えるより早く、篁は手を伸ばしていた。

「……か」

　いやだ。もういやだ。目の前でなすすべもなく失うのは。

「楓っ！」

　楓の腕を摑つかんで引き寄せる。鬼の爪がすんでのところで空くうを切るのが見えた。さらに襲おそい来る無数の妖あやかしたち。

　そのとき、なにかが、篁の中で弾けた。

「────！」

　……気がつくと、異形たちは影かげも形もなかった。

　小さな手が自分の頰に触ふれて、はじめて篁は我に返った。

「にいさま、どこかいたいの？」

「え……？」

　そのときになって篁は、自分が泣いていることにようやく気がついた。

　胸が痛かった。わけもわからずに、涙なみだがあふれて止まらなかった。

「かみなりがこわいの？　かえでもね、こわいけど、いっしょにいればこわくないよ」

　心配そうに見あげてくるまなざしを、篁は知っている。はじめてこの少女を見たときも、この目を知っていると、思った。

　それがどうしてなのかは、わからなかったけれど。

　異形が手を伸ばしたあのとき、篁はこの子を守りたいと思った。目の前で失いたくないと、なにがあってもこの手で守りたいと。この子にここに、いてほしいと。

　力が欲しいと、痛切に、願った。

「なかないで」

　自分こそ泣いてしまいそうな顔で言いつのる楓に、篁は笑ってみせた。

「……うん、大だい丈じよう夫ぶ。雷がやむまで、一いつ緒しよにいよう────」







　願うのは、三度目だ。

　篁は唇くちびるをぎりっと嚙かみしめた。強すぎて唇が切れて、血がにじむほどに強く。

　いやだ。もういやだ。目の前でだいじな人を失うのは。

「………！」

　ああ、力が。なににも負けない力が、かけがえのない存在すべてを守れるだけの。

　力が、欲しい──────！




　　　　十三




　音が、した。

　きぃんと金属を打ち鳴らすような、音が。

　炎ほのおに照らされた仇し野の地に、闇やみの間かん隙げきを縫ぬうようにして、響ひびき渡わたった。

　篁は、目を見ひらいた。

　金の糸が、流れている。否いな、あれは、金色に輝かがやく、髪かみだ。

　炎に照らされ、夜闇に映えるその髪は、熱風を受けて大きくたなびきひるがえる。

　唐とう突とつに、耳の奥おくに甦る声があった。

　──ゆえに、おまえに……。

「……、────」

　そこで、篁の意識は急速に途と切ぎれた。

　一方、いつまでたっても一いち撃げきが降ってこないことを訝いぶかしく思った融もまたそっと視線をあげ、言葉を失った。

　彼らと朱焰とのあいだに出現した人影。

　長い金糸の髪が流れる。その身にまとった狩かり衣ぎぬは純白、縫い取りは金糸。

　その手に驚おどろくほど長大な剣けんを携たずさえ、朱焰の刃やいばを受けとめている。

　さらなる驚きがあった。

　突とつ如じよとして出現した、正体不明の人影。その頭には、ほそく繊せん細さいな角がある。

　鬼おに、だ。

「……何者だ」

　自分の妖よう刀とうを造作もなく受けとめ、匹ひつ敵てきするほどの力で押おし返そうとする白い鬼に、朱焰は燃えあがる双そう眸ぼうを投げた。

　だが、鬼はそれには答えず、ぎりぎりと朱焰の刃を押し戻もどし、一気に弾はじいた。

　朱焰が後方に大きく飛びすさる。体勢をととのえて凝ぎよう然ぜんと太刀たちをかまえる朱焰に、鬼は長剣の切っ先を正眼に据えた。一分の隙すきもない。

「朱焰さま」

　それまで傍ぼう観かんしていた井上は、怯おびえたように朱焰にすがった。

　ふいに、純白の衣ころもの鬼は、右手を高く天にかかげた。金糸の髪が不自然に翻ひるがえり、衣がはためいて見えない波動があたりに広がっていく。

「────雷帝！」

　鋭えい利りな叫さけびがとどろいた。同時に、晴れ渡わたった夜空から、一条の雷光が轟ごう音おんとともに飛来する。雷らい刃じんの狙ねらいは異い貌ぼうの鬼、朱焰。

「朱焰さま────！」

　井上が悲鳴をあげる。激しい雷鳴とともに白銀の光があたりを染めあげ、円えん陣じんに沿って燃えあがる炎ほのおの壁かべが吹ふき飛んだ。







　静せい寂じやくだった。

　雷光と轟音の余よ韻いんが消え去ると、あとに残ったのは痛いほどの静寂だけだった。夜の仇し野に、ただ月光だけがしんしんと降りそそぐ。

　雷光が直ちよく撃げきした場所に、異貌の鬼の姿はない。井上ともども消え失うせている。

　純白の衣の鬼が太刀を鞘さやにしまうと、いずこからともなく声が響いてきた。

　──今こ宵よいは、引くとしよう。だが……

　朱焰、と名乗った異貌の鬼の言葉はそれきり風に消えていく。

　冷たい風が頰ほおを撫なでて通り過ぎた。

　白と金の鬼が髪をなびかせて振ふり返る。

　融はようやく我に返ってその身を強こわ張ばらせた。

　何者なのだろう、この鬼は。

　顔の上半分は面に覆われていて、素顔をうかがい知ることすらできない。

　さくっと草を踏ふんで、それが近づいてくる。融はすさまじい眼光で鬼をにらみつけたが、

「……警けい戒かいする必要はない」

　よく通る声で、鬼は静かにそう言った。

「我は閻えん羅ら王おうに遣つかわされたもの」

　融は目を見ひらいた。

「あ……！」

　思い出した。

　そうだ、閻羅王が篁に言っていたではないか。

　守り手をつける、と。では、この鬼がそれなのか。

　融は恐おそるおそる問いかけた。

「守り手とかいう……？」

「そうだ」

　守り手の鬼は融の横を擦すり抜ぬけて膝ひざをつくと、意識のない篁の首もとに手を触ふれた。弱いが、たしかに脈打っている。失血のせいで肌はだはひんやりと冷たく、ぴくりとも動かない。が、

　だが、生きている。

　篁の形のよい額に手をあてた鬼は、安あん堵どしたようにそっと息をついた。

　様子を窺うかがっていた融には、そのとき鬼がかすかに笑えんだように見えた。だがそれは本当にわずかなあいだで、月光のみの暗闇の中でだったから、見まちがいだったかもしれない。

　鬼はすくっと立ちあがった。

　消えるのだ、と直感で悟さとった融は、鬼の袂たもとを摑んで問うた。

「おまえは、一体」

　面に隠かくれた目だけを融に向けて、鬼は言葉すくなに答えた。

「禁きん鬼き。──名は、雷らい信しん」
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　　　　◆◇◆




　そのころ。

　冥めい府ふ第だい一いち殿でんでは、一部始終をしっかりと把は握あくしていた。

「どうやら、やりすごしたな」

　閻羅王は難しい顔で卓たく上じようの水すい盤ばんを眺ながめ遣やっていた。水鏡には、雷信が消えたあと、ひとりで篁を背負い小野邸ていを目指す融の姿が映し出されている。

「しかし、あれも融ゆう通ずうがきかんな。ついでに運んでやればよいのに」

　父の言葉に、傍かたわらでやはり水鏡を見ていた燎琉かがるは苦笑する。

「それは無理でしょう。……しかし、禁鬼をつけるとは」

「他の者では太刀打ちできん。あの朱焰にはな」

　禁鬼とは、魔まを禁じ妖ようを封ふうじ異形を滅ほろぼす、鬼を狩かる鬼。内に秘ひめたる通つう力りきは甚じん大だいかつ熾し烈れつ。自みずから主人と定めた者以外の命令は一切聞き入れない頑かたくなな気性をもっている。

「それに皆みな、篁ならばと、承しよう諾だくして行った。この先は私の勅ちよく命めいでもそうそう聞き入れはしないだろう」

「皆、頑がん固こで気難しいですからねぇ」

　かろやかに笑って、燎琉はふいに表情を引き締しめた。

「……にしても、一見しただけで篁を補う二星を見み抜ぬくとは」

　閻羅王はそれには答えず、ただ水鏡を見つめている。

「父上。朱焰が何者であるのかを、篁には」

「燎琉」

　太子の言葉をさえぎり、閻羅王は静かに首を振った。

「これは星の宿命。たとえ知ったところで、篁が朱焰を倒たおさなければならないという事実がくつがえることはない」

　どれほど困難であるだろう。だが、篁は自分自身のためにそれを為なさねばならないのだ。

　燎琉は口をひらきかけた。しかし思いなおし、一礼するときびすを返す。

「どこへ？」

　問いかけに振り返り、燎琉は穏おだやかに笑った。

「篁の見み舞まいにでも行こうかと。あの様子ではしばらく動けないでしょうから、手て土産みやげに仙せん薬やくを持って」

　閻羅王は淡あわく口元をほころばせた。

「なるほど、それはいい」

「では」

　部屋を出ていく燎琉の背から目を離はなし、閻羅王は笑みを消した。

　長きにわたり仇し野の地に呪じゆ縛ばくされてきた恐おそるべき異貌の鬼。

　その身に宿る怨おん念ねんは、さながら朱あかき焰ほむらのごとく。

　人々を呪のろい、王都を呪い、倭やまとを統すべる血筋を呪い、すべてを焼き尽つくさんと欲する異形。

　組んだ両手に顎おとがいを載のせ、閻羅王は瞑めい目もくした。

「ついに甦よみがえったか……」




　　　　十四




　翌日、融と篁は内だい裏りに参内していた。

「……いまここにいるのが、奇き跡せきのようだ」

　簀すの子こに立って木々の緑と遣やり水みずを感かん慨がいにひたりながら眺ながめていた融は、のほほんと笑って隣となりを向いた。

「な、おまえもそう思うだろう、篁」

　融とは正反対に不機嫌な表情を崩くずさない篁は、幼なじみの顔をちらりと見ただけでなにも言わない。

　融は嘆たん息そくした。

「いいじゃないか。終わりよければすべてよし。傷だって禁鬼の…玻は凜りん、だっけ？…が治してくれたし、燎琉殿どのがわざわざ持ってきてくれた仙薬のおかげで体力もすっかり元に戻もどったし、言うことないと思うぞ、俺おれは」







　昨夜、小野邸に戻った融は家人に気づかれないよう苦労して篁を運びこんだ。その時点で力尽つきて気を失いたい気分だったが、出血の止まらない篁を手当てする必要があった。

　だが、この怪け我がをどう説明すれば良いのだろう。

　考えあぐねて頭を抱かかえているところに、閻羅王太子燎琉が現われたのだ。

「お疲つかれさま。これを飲むといい」

　満面の笑顔つきで渡わたされた器には、鮮あざやかな緑の液体がなみなみと注がれている。

　なんだろうかと思ったものの、きっと薬かなにかだろうと見当をつけ、一気にあおってあまりの苦さにのたうち回ったが、あっというまに体力が戻ったことに感動した。

　燎琉はほけほけと笑いながらそれを見届け、融が復活すると、指示して篁の上体を起こさせた。

「で、仰のけ反らせて口をひらかせる。そうそう」

　のんきな口調で言いながら篁の顎をつかむと、燎琉は開いた口のなかに仙薬を一気に流しこんだ。

　篁の喉のどが動いて、飲みこんだことを教えてくれる。一いつ瞬しゆんののちに、彼はがっと目を開いて激しく咳せきこんだ。

「……なっ……な…っ……！」

「さすがに怪我までは治せないな。玻凜」

　燎琉が呼ぶと、薄うす青あお色いろの髪かみをたらした美しい女が、どこからともなく現われて微び笑しようする。その頭にも、二本の細い角があった。

　玻凜と呼ばれた鬼おには篁の肩かたに手をあてると、不思議な力でその傷をまたたく間に完治させてしまったのだ。







「あのままほっといたら、おまえきっと死んでたぞ。感謝こそすれ怒おこるのは筋ちがいだろう」

　諭さとす融に、篁はすさまじい眼光を向けるだけで相変わらず沈ちん黙もくしている。

　融はどうしたものかと思案する。

　篁は、昨夜からずっとこの調子だった。

　怒っているのだ。だが、なにに対して怒っているのかが、実はよくわからない。

　最初は、勝手に苦い薬を飲まされたことに対して腹を立てているのだと思ったのだが、どうもちがうらしい。ではやはり、あの朱焰とかいう鬼に手も足も出なかったことに怒っているのだろう。

「それに、ひどい怪我をしていて立っているのもやっとだったんだし、次の機会に恨うらみつらみを十倍にして返せばいいじゃないか、な」

「────」

「……たかむらぁ」

　情けない声を出して、融は白旗をあげる。頼たのむから、機き嫌げんをなおしてほしい。彼の機嫌が悪いと、いつまでたってもやつあたりの矛ほこ先さきが自分からそれないのだ。

　大きな身体からだで融はあれやこれやと一生懸けん命めい考え続けている。

　その様子を横目で見ながら、篁はずたずたにされた自尊心プライドにかけて、心に定めていた。

　朱焰と井上を倒す。それから他者を巻きこまないように、とことん強くなってやる。

　守り手でもなんでも受けてやる、異い形ぎようを倒すための術も身につけてやる、修しゆ業ぎようだってなんだってやってやる。

「……首を洗って待ってろよ、朱焰」

　低くひくくそう呟つぶやいたとき、人の気配が近付いてきた。

「あっ、篁と融！」

　融は振ふり返って友人たちの姿を認めた。篁傾倒ミーハ三人衆ートリオが揃そろいぶみしているではないか。

　まずいな、と融は内心どきりとしていた。篁はいまだかつてないほど機嫌が悪いのだ。下手をしたら、こいつら全員に口こう撃げきをしかけて沈ちん没ぼつさせかねない。

　しかし、そんなことなど露つゆ知しらず、将義がのんきに笑ってみせた。

「篁、急な病だと聞いていたが、もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　わざわざ見み舞まいにも行った将義だったが、家人たちに阻はばまれたので面談はしていないのだ。

「大丈夫っ、大丈夫だから参さん内だいしたんじゃないか、将義」

　慌あわてて将義と篁の間に立つ融に、守継が不思議そうな顔を向ける。

「融、なに慌ててるんだ？」

「いや、別に慌ててなんて」

「本当はもうすこし静養していたほうが良かったんじゃないのか？　融、おまえだって物もの忌いみで家に籠こもってたんだし」

　友人らしく貴仁が気きづかいを見せてくる。

　融はなんとか三人をやり過ごそうと必死で言い訳を考える。その肩かたを、うしろから篁がつかんで横に押し退のけた。

「心配には及およばない。どうもこの幼なじみは、過保護なほど人を心配するきらいがあってな。なぁ、融」

　非の打ち所のない完かん璧ぺきな笑みを浮うかべて、篁は融を見あげてくる。

「…………」

　融は笑うしかない。この豹ひよう変へんぶりは芸術に値あたいする。さっきまでの不機嫌は、いったいどこに雲くも隠がくれしたというのだろう。

　篁はついと額に手をやった。わずかにつらそうな表情をつくるのも忘れない。

「だが、どうやらまだ本調子ではなくてね。邸やしきに戻もどって休んだほうがいいと、いま融にすすめられていた」

　すすめてない、俺はそんなこと全然まったく言ってない。

　という融の心の叫さけびなど、誰だれの耳にも届かない。

「そうだったのか。だったらそうしたほうがいい」

　本気で心配してくる守継に、篁は穏やかにうなずいた。

　じゃあ、と三人が去っていくと、篁はまたもや不機嫌な顔に戻る。融はあきれた。

「……篁、おまえその豹変ぶりを直そうと思わないのか」

　それに対する篁の返答は、予想だにしていないものだった。

「俺はこれでも考えてやっているんだが」

「はっ？」

　思わず聞き返す融に、篁はすこし考える素そ振ぶりを見せた。

「……まぁ、おまえだからいいか」

　七年ばかり前のことだ。

　当時、岑守の陸奥赴ふ任にんが決まり、様々な貴族たちが連日のようにあいさつに訪おとずれていた。ほとんどの貴族は心から別れを惜しんでの来訪だったが、中には例外もいたのだ。

　そういう輩やからは、岑守がすこし席を外したりすると、すぐに心ない噂うわさ話ばなしを始める。

　楓の養父は、政権争いに巻き込まれて失しつ脚きやくした。遠方に左さ遷せんされ、かの地で病死したその貴族の妻を、岑守は自分の後妻に迎えたのだ。しかし彼女もまた、まもなく儚はかなくなった。

　貴族たちはそのことを持ちだし、ひそひそと口の端はに乗せる。

──面白い境きよう遇ぐうの娘だ。小野殿の子であるというのに、養父がああでは。

──生みの親より育ての親ともいうぞ。どんな娘になるのやら。

──まぁ、どうであれ、出世のためには娘が必要だということさ。

　当時十歳だった篁は、そんな話をしている輩に、ことごとく相応の報むくいをくれてやったのだ。

「……って、どんな」

「大したことはしてないさ。水かけたり酒かけたり、蛙かえるを背中に入れたり、渡わた殿どのに紐ひもをかけて転ばせたり。まぁ、時々正面きって口で言い負かすこともあったが」

　利発で聡そう明めいと名高かった篁のことだ、大の大人が言葉に窮きゆうするような暴言を吐はいたに違ちがいない、と融は推測する。

　そんなことをしばらくやっていると、当然小野篁の心証も悪くなる。ひいては岑守に対する非難も生まれはじめていたらしい。

　そんなおり、出立を数日後にひかえた晩に、ひとりの若い公きん達だちが宴うたげに顔を出したのだ。

　例によって篁は、中年貴族をやりこめて早々に引っこんだ。その貴族は怒おこって帰っていった。

　夜も更ふけたころ、篁は渡殿で人ひと影かげを見つけた。あの、はじめて見る年若い公達だ。

　その男は扇おうぎでなにかを払はらっている仕草を繰くり返す。

「……あめつちのともにひさしくいいつげど、このくしみたま、しかしけらしも」

　篁は、思わずその場に立ちすくんだ。

　謡うたうような言葉に乗せて男が払っているのは、蛍ほたる火びに似た光。──彼は無造作に、寄ってくる霊れいや鬼おにを、いともたやすく祓はらっているのだ。

　声もなくそれを見つめていた篁は、男が扇を閉じて振ふり返り、笑った顔を見て更さらに驚おどろいた。男は、篁が見ていたのを知っていたのだ。

　男が手招きするので、篁はぎくしゃくしながら彼の隣となりに立ち並ぶ。彼はふたたび扇を開いて自分をはたはたと扇あおぎながら口を開いた。

「……おまえ、もうすこし考えたほうがよいぞ」

「なにをさ」

　虚きよ勢せいを張って答えてみるが、男は一向に態度を崩くずさない。

「それ。その態度が、よろしくない。おまえの気は済すんでも、岑守や妹の立場をまずくするだけだ」

　篁は弾はじかれたように顔をあげる。一番弱いところを突かれた気がして篁はひるんだが、男は涼すずしい目をして続けた。

「ああいうぼんくらどもは放っておくのが一番だということだ。そうだな、裏でなにを考えていても、とりあえず笑っているのが最良策だろう。……でないと、いつか妹が傷つくことになる。岑守も大変な思いをするぞ」

　それは本意ではないだろう、と男は穏やかに笑った。篁はうろんげに男を眺ながめやった。

「……さっきから岑守、岑守と、父上のことを呼び捨てにするなっ。おまえだってまだまだ青二才のくちだっ」

　偉えらそうにふんぞり返る篁の言葉に、男は一いつ瞬しゆん目を見ひらいて、それから声をたてて笑ったのだった……。

「……へぇ、そんなことがあったのか。でも、それにしたって、よくその公達の言うことをきく気になったな、おまえ」

　感心したような融の言葉に、篁は眉根を寄せた。

「聞かざるをえない相手だったんだから、仕方がない」

「へ？」

　篁は、ふかぶかと息を吐きだした。

「……その翌日、出立の言上を述べに、父上に連れられて俺おれははじめて内だい裏りに参内した」

　官位を授さずかったわけではないのに、格別のはからいで帝みかどに拝はい謁えつできるのだという。

　そりゃあすごい。と、篁はたいした感動もなく父のあとをついていった。

　御み簾す越ごしに帝と対面する際に、許可がおりるまで顔をあげることすら許されない。宮きゆう中ちゆうの作法というものはいろいろうるさいのだ。

　早く終わらないかと思いつつ、帝の言葉をたまわっていた篁は、その声に聞き憶おぼえがあるような気がして内心首をひねった。

　どこかで聞いたことのある声だ。それも、ごく最近の気がする……。

「……ちょっと、待て」

　思いあたり、篁は愕がく然ぜんとした。それに気づいたのか、絶ぜつ妙みようの間合いで、御簾の向こうに座した帝が歌を吟ぎんじたのだ。

「天地の共に久しく言い継つげど、この奇くし御み魂たま敷しかしけらしも。……陸奥の地は遠い、八や百お万よろずの神の加護があらんことを」

　有り難き、と深く頭をさげる父とは反対に、篁はがばりと顔をあげた。

　同時に帝が扇で御簾をついとひらき、にやっと笑ってみせたのだ。その顔はまぎれもなく、昨夜の公達のそれだった。

「……主上おかみ…か……」

　啞あ然ぜんとする融の前で、篁はうんざりしたように息を吐く。

「人が悪いんだ、あの方は。実に楽しげに笑っていた」

　十年足らずの人生で、篁が「こいつにはかなわない」と最初に思った相手が今きん上じよう帝ていだったと、そういうことであるらしい。

　そして陸奥に赴おもむき、人々が小野の息子の傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりを記き憶おくの隅すみに追いやったころ、戻もどってきた篁は化け猫ねこの皮をかぶって内裏の貴族を騙だましている、と。

「実際、その方が楽ではあるしな。ぼんくらどもを騙すのは簡単なものだ」

　涼しい顔をしてかなり手て酷ひどいことを言ってのける、あいかわらずの篁だ。

「あ、そう」

「そう」

　うなずいて、篁はうすく笑った。

（──えっ？）

　融は目を瞠みはった。

　笑ったのだ、いま。その他大勢の貴族たち用の作り笑いではない、昔と同じ顔で。

　それは、七年ぶりに見る篁の、本当の笑えみだった。

「…………」

　感動にひたる融の顔は、よほど間抜けて映ったのだろう。篁は不ふ審しんそうな目を向けた。

「なんだよ」

「いや、たいしたことじゃないんだ、気にしないでくれ」

　それから融はふと思い出して、

「そういえば、将義からの楓への文ふみをまるめて捨てたんだって？」

　篁はきょとんと融を見あげた。何度か目をしばたたかせて、軽く眉まゆを寄せる。

「は？　誰だれの？」

「いやだから、将義の」

　すると、篁の目が据すわった。

「……そうか、あいつ身のほど知らずにも文なんぞ送りやがったのか」

　この言葉には、融の方が驚おどろいた。

「ちょ、ちょっと待て。文を送ってきたりしたから、あのとき将義の名前を俺に聞いてきたんじゃ……」

「あのとき？」

「ほら御前会議のとき………」

「ちがう」

　きっぱりと言いきると、篁はふんと鼻を鳴らして腕うでを組んだ。

「さきの宴うたげの席で、あのうすらぼけが『小野の姫君がうんたらかんたら』と他の馬ば鹿かどもと話してたんだ。だから顔を憶えていた」

「…………あ、そう」

　啞然とする融に、篁はいつのまにやら完全復活してふんぞり返った。

「あたりまえだ。他に理由があるか」

　頭を抱かかえる融には目もくれず、篁は蒼そう穹きゆうを見あげた。

　人に仇あだなすものが眠ねむる、鳥辺野の地。この空の青さは、仇し野で見上げてもきっと変わることはない。

　あの異い貌ぼうの鬼おには、立ち去る間ま際ぎわに言い残したのだという。

　──今こ宵よいは、引くとしよう。だが……

　篁の双そう眸ぼうに、鋭するどく烈はげしい光が宿った。

「……やってみるがいい。だが、貴様はかならず打ち倒たおす」







　こうして、けっして歴史に記されることのない壮そう絶ぜつな戦いは幕をあけた。

　ときに平安のはじめ。

　のちに、『嵯さ峨が』と諡おくりなされる帝の、華か麗れいなる御み代よであった。







　あとがき







　一九九九年文化の日、空から驚愕の大王が降ってきた。




　はじめまして、結ゆう城き光みつ流るです。

　あとがきです。夢にまで見た「あとがき」。だってこればっかりは、本になることが決まって小説を書き終わって、とにかく、プロにならなければ文庫本のあとがきなどは書けないのでございます。色々ありました。ええ、それはもう、いろいろと。

　まず、最初の打ち合わせにて。忘れもしない、韓かん国こく家庭料理の店で。緊きん張ちようしまくる光流にやってきた担たん当とうさまの一言。

「小お野のの篁たかむらをスーパーヒーローにできませんか？」

　対する光流の即そく答とう。

「それ、誰だれですか？」

　……こんなことを言っていた人間が文庫一冊分書けてしまうのだから世界は不思議に満ちている。

　小野篁。百人一首の「わたのはら八十やそ島しまかけてこぎ出でぬと 人には告げよあまの釣つり舟ぶね」の作者。なかなか波は瀾らん万ばん丈じような人生をすごしたとてもカッコイイ人。

　いまでこそこんなことをしたり顔で説明なんぞしておりますが、制作中は大変でした。あるとき、真夜中だったにもかかわらず、切せつ羽ぱ詰つまって担当さんに電話をかけ、「どうしても史実とキャラの年齢が合いませんっ」とパニクる光流。対する担当さんの返答。「大丈夫、これは歴史書じゃなくて、歴史ファンタジーだから。なんでもあり」……ふぁんたじー…、なんてすばらしい響ひびき……。というわけなので、「実際の年齢と違ってよ」というツッコミはしないでいただけると、小しよう心しん者ものの光流はとても嬉うれしい。

　千年以上も前に華か麗れいに生きた篁さま、実はかの方を取り上げたビッグな企き画かくが着々と進行中です。この話もその一いつ環かん。題して「TAKAMURA　Project」。文がきたなら、次はやはり画えでしょう。なんと、今回挿さし絵えを描いてくださった四位先生の華麗なる画で、月刊『ＡＳＵＫＡ』にて新連れん載さいがはじまるのです！　すごいぞ篁、すごいぞ四位先生、そしてここにいていいのか自分っ。いいんだよ、きっと…と、自分をなぐさめてみたりして（笑）。

　ここにいたるまですごく頑がん張ばった光流ですが、しかし自分の努力だけでは到とう底ていたどりつけない道のりでもありました。

　桐島さん、つまきさん、あなたがたは光流の恩人です。藍ちゃん、なっちゃん。光流の知らないうちに君たちの頭の中では「こいつはプロになる」と決まってたって（笑）？　今治メンバーのみんな、Ｋ島さん、Ｋ暮さん、夕霧さん、春さん、ももこさん、ババさん、心の底から「おめでとう、良かったね」と言ってもらえてすごく嬉しかったです。さっち、「大丈夫、書けるよ」と言ってもらえたから頑張れました。そして。

「あれ？　おまえ、プロになるんだろ？」と、当然の顔をして言ってのけたよっしー、君のあの一言が、光流の人生を決めました。

　みんな本当にありがとう。これからもよろしくね。

　そうそう、我わが友よっしーが、ホームページを作ってくれたのでした。

「http://www5e.biglobe.ne.jp/~sagiri/」です。ネット環かん境きようをお持ちの方は、アクセスしてみてください。




　長いながい道のりでした。が、「旅はまだ終わらない」。このあと最後の大仕事が残っているのです。ときに優しくときに厳しい担当のＧ藤さま、ともに生き延びましょう。先が見えなくて「もしも倒れたら、オレの屍しかばねを越こえていってください」と言ったら「だめ。でも終わったら死んでもいい」と返ってくる、文字通りのシュラ場が待っている……。

　最後になりましたが。この本を手にとってくれた読者の皆様、ありがとうございます。そして願わくば、すこしでも「おもしろかった」と思ってもらえますように。
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